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-中国四川省東部農村の家族と婚姻
一一長江上流域豊都県の事例研究一一
序章　従来の漢族農村研究と本調査の目的
1.農村の家族・婚姻・村落をめぐる従来の研究
2.四川省の家族・婚姻・村落構造の研究
3.調査の目的
第1章　調査地の概要
第1節　豊都県の概要
第2節　村落の概況
1.地理的位置・気候・生業
2.人口構成・世帯規模
3.学校教育
第2章　村落の歴史的背景
第1節　村の移住伝説
1.姓氏分布
(1)現在の姓氏分布
(2)民国期の姓氏分布
2．村の形成説
第2節　宋・元・明・清期の四川と移民
1.宋・元時代の社会経済
2.明・清時代の四川と移民
第3節　隆姓リニ ジーの移住史
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2。移住当初の隆姓と郎渓・大田燭への移動3.
安隆橋の橋普請
4.華厳の隆姓
5.馮家唄への定住
第3章　親族組織とその変容
第1節　宗族
第2節　祖先祭祀と清明会
1.民国期
2.解放後と改革・開放後の変化
(1)族譜および「経単簿」の保存・再編
(2)「清明会」の部分的復活
第3節　擬制的親族関係
1．「拝干老輩子」擬制的親子
2.「秤把子」義兄弟
第4節　家族内諸関係
第5節　分家と老親扶養
1.従来の分家
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第6節　世帯構成の変遷(1949-1995 年)
1.家族構成の現状と変化
2.家族構成の変化要因
第4章　婚姻と婚姻観の変容
第1節　婚資と持参財
1.四川農村の地域的特徴
2。婚資の性格とその社会的機能3.
婚姻儀礼
第2節　婚姻パターンの変化
1．通婚圏と市場圏・祭祀圏
(1)通婚圏
(2)市場圏との関連
(3)祭祀圏
2.村内婚
3.遠方婚
(1)従来の配偶者選択における同郷意識
(1)改革・開放以前の「婦女外流」女性の婚出
(3)農村経済の変容に伴う遠方婚
4.「男到女方」妻方居住婚
巾 解放後の「移風易俗」
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(2)離婚観の変化
8.婚姻観の変容
(1)結婚の動機
(2)配偶者選択
(3)農業以外による男性の現金収入と女性の労働
価値の増加
第3節　姻戚関係
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②姻戚関係の回路利用と権力の相関関係
③県内婚
④世代を越えて嫁を送り続ける県内の特定の村落
⑥他省への婚出
⑥妻方居住婚
(2)非常事態の場合
①「打活人命」姑たたき
②「打死人命」嫁の不慮の死に対する実家の親
族による死因究明
第5章　村組織
1.複姓村の統合形態
2.経済面の相互扶助
終章
結論と今後の課題
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2.四川省の家族・婚姻・村落の研究
3.調査の目的
1.農村の家族・婚姻をめぐる従来の研究
中国漢族社会における農村の家族・村落・婚姻に関する研究は、
一般的に本土・台湾・香港とに三区分している。その流れは「1920
年代、アメリカのミッション系大学によって人類学・社会学が
中国にもたらされたが、1930年代には、中国人研究者自身によ
る調査研究が盛んに行われるようになり、いくつかの古典的な
民族誌が書かれるなど、活況を呈することとなる。しかし、社
会主義政権が成立して以降、人類学・社会学はほかの社会科学
とともに否定され、遂に1952年、全面的な停止に追い込まれる。
そして本土においては、体制改革が行われ、社会学・人類学の
研究が再開されるようになる1978年まで、一切の活動が停止さ
れることとなる。その結果、調査研究の舞台は、香港・台湾に
移され、今日まで絶えることなく多くの研究が蓄積されてきた」
1 o
漢族社会の親族研究は、父系性や父系出自集団〈宗族〉の研究
が主流であったため、姻族の研究はどちらかといえば、あまり
脚光を浴びなかったようである。この傾向は、大規模な宗族が
発達していない村落の場合も同様だ。1960年代には、Gal 1 in.Bernard
による論考“Matrilateral and Affinal Relationshipsof a Taiwanese Village
”(1960)どHsin Hsing,Taiwan:A
Ch inese Vi l l age in Change” (1966)などに止 まっている。こ
らの論考は題名 の通り、いずれも台湾の漢人社会を対象にし
ものである。
しかし、1970 年代 に入ると、同じく台湾研究ではあるが、
戚研究に関する論考が徐々に見られ、注目されるようにな
郷 筒 元 |芙」 ^^ 破石 炉 倆 兄 り-rし 仕 日a>r し心 つ /ぶつWo If,Margery の“Women and the Fa 皿i ly in Rural Taiwan ”(1
れ
た
?
??
2)、Ahern,Emily. Mの“Aff ines and the Rituals of Kinship"(1974)
、Gall in, Bernard ＆Gall  in Ritaの“Matri lateral andAffinal Relationships in Changing Chinese Society
”(1985)
などの論考が出た。
日本人学者による研究には、山路勝彦の「台湾漢人の男系出
自と母方オジの問題」(1975)、植野弘子「台湾漢人社会における
母方親族及び姻戚関係に関する諸問題」(1983)があげられる。
とくに植野氏は「妻の父と母の兄弟一一台湾漢人社会における姻
戚関係の展開に関する事例分析一一」(1987)のなかで、台湾南部
のある雑姓村での長期滞在をふまえて、姻戚関係を分析された。wife-giver
とwife-taker の関係、母の兄弟〈母舅〉の役割をめぐ
?
つて、「婚姻に伴う二家族間での贈答行為、生家の儀礼的・経済
的行為を再検討され、さらにこれまであまり論じられなかった
婚家から生家に対する行為にも分析を加えて、姻戚関係を結ん
だ二者間の関係を相互的にとらえられた」2 ．
こ の 論 考 を
受 け て
、
同 じ く1987 年 に 堀 江 俊 一 が
［ 『 妻 の 与 え
手 』 と 『 母 の 与 え 手 』 一一
台 湾 漢 族 の 姻 族 関 係 に 対 す る 一 つ の
視　
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を 発 表 さ れ
、
香 港 新 界 に 見 ら れ る 類 の 大 規
模 な 宗 族 が 発
達 し て い な い 台 湾 南 部 の 村 落 に お い て 、
姻 族 関 係 を さ ら に 掘 り
下 げ て 分 析 さ れ た ． 堀 江 氏 は
漢 族 の 姻 族 研 究 の 問 題 と 台 湾 に お　
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 -   r r   _£r-≫し_け る 姻 族 研 究 を ふ ま え た 上 で 、 台 湾 北 部 で も 客 家 系 漢 族 が も っ
と も 多 く 居 住 す る 地 域 に お い て 、
姻 族 間 の 贈 与 と 返 礼 の 事 例 を
通 し て 、 姻 族 関 係 の 発 生 ・継 続 ・消 滅 に つ い て
検 討 さ れ た 。 と こ
ろ で 、 以 上 の 諸 論 考 は い ず れ も 台
湾 を フ ィ ール ド に し た も の で 、
時 期 的 に は 中 国 本 土 で の 調 査 が ま だ 不 可 能 で あ っ た と い う 時 代
背 景 ゆ え に 、 台 湾 に 集 中 し て い た と い う こ と で あ ろ う 。
一 方 、 中 国 本 土 の 研 究 は 、1978
年 ま で 一 切 の 活 動 が 停 止 さ せ
て い た が 、 改 革 ・開 放 を 機 に 、 外 国 に 門 戸 を 開 き 、 外 国 人 研 究
者 の 中 国 に お け る 現 地 調 査 を 可 能 に し た 。
日 本 か ら は
、 開 放 後 の 中 生 勝 美 は 山 東 省 の 農 村 に お い て 、1930-40
年 代 の 資 料 を ふ ま え て 考 察 さ れ 、 さ ら に み
ず か ら の フ ィ ー
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冷 水 溝 と
い う 雑 姓 村 の 姻 戚 関 係 に 対 す る 考 察 を
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「 婚 姻 贈 与 と 婚 姻 連 帯 一一 漢 族 の
婚 姻 体 系 と 地 域 性 －
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- 」と い う 論 考(1991) は 、 仁 井 田 陛 氏 を 筆
頭 と し て 、1940-42
年
に 行 わ れ た 中 国 農 村 慣 行
調 査 の 資 料 を は じ め 、 中 国 人 ・ 日
本 人 ・
欧 米 人 に よ る 民 国 期 の フ ィ ール ド
資 料 が よ く 活 か さ れ て い る の　
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－　　　.f ｆr-f゛　t.゛ 1 八∩ｒ　^  r＼on  Aエ; ≫- ふ、JO-[Cへノyゝノゝ X-― a卜'q／a-vi i＝|／vj -
、 ．　、　.-　.--..
で、 時間的 な厚 みが感 じら れる．中生氏 が1985-1986 年 にかけ
て 山東省でフ ィ ルード を行 わ れ たのは、ち ょう ど改
革 開放 を実
施 し た中 国は外 国 に門戸 を開 き、外国人研 究者 の中
国 にお ける
現 地 調査が可能 になっ たか らで あ る．
このほかに、中国人留学生であった聶石莉著『劉堡一一中国東
北地方の宗族』（1992）という論考がある。主に東北地方の宗族
を扱ったものであるが、村落内における異姓間の権力闘争との
関連で姻族関係にも触れ、興味深い事例研究を示している。こ
れは「改革開放以降、日本に留学し、文化人類学を専攻する中
国人の手による記念すべき最初の中国農村家族研究の業績でも
ある」3．
2.四川省漢人社会の家族・婚姻・村落研究
日本人による四川省の移住民研究として、1995年に、山田賢
著『移住民の秩序一一清代四川地域社会史研究』が刊行された。
社会史・社会経済史の問題関心から清代の四川移民社会を取り
1
-上げているが、とくに第2章の移住民社会と地域エリ トーは興味
深い。著者は三省(映西・湖北・四川)交界地帯に位置する四川省
東部の雲陽県における一移住宗族-づ余氏という「大姓」有力宗族
の軌跡を検証するケ スー・スタディを通して、「移住民社会内部
においてある社会体制一一安定的なシステムが形成されていく過
程を明らかにしようとした」4 。
そして、斥氏をめぐるさまざまな社会関係の中から通婚関係
を取上げ、その変動を通時的に検討し、完成された雲陽涼氏宗
族の社会関係自体が、すでに安定的なシステムの一つであろう
が、「さらに彼らの通婚圏という私的な『回路』を通して、宗
族連合とも言うべき社会関係」及び有力宗族の上昇モデルのプ
ロセスを究明することが著者の意図するところであると⑤ら片胤tu
氏宗族の「族譜」をふまえた山田氏の分析は、移住民からなる
四川省その他の地域、とりわけ同じく四川東部に位置する筆者
の調査村における宗族の定住過程を理解するうえでも、きわめ
て有効なものではないかと考える。
家族・村落に関する文化人類学的な研究はかなり層が厚く、
ことに華北、華南、東南中国の農村については、中国・日本及
び欧米の人類学者による貴重な論考が数多くある。これに対し
て、内陸部に位置する四川漢人社会の場合は、移住民・農民戦
争など社会経済史または歴史学的関心が従来かなり高かったも
のの、親族研究はなぜか非常に少ない。四川省の漢人社会のほ
とんどは明末・清初期の間、<湖廣填四川〉湖廣などからの移住
者からなる社会である。正統な<中原〉文化からみると、幾分異
なっているため、これまで研究が手薄なのはそこに一因がある
のであろうか。
Wo If,margeryの“Revolution Postponed:Women in Contempo-rary China
”(1985)は、「1980-81年にかけて行った中国各地の
都市(北京・紹興)と農村(福建・江蘇・山東・山西・四川)の300余名
の女性へのインタビュ がー基礎となっている。労働における男
女の格差・ジェンダ へーの認識・婚姻・家族組織・都市における分
家・産児制限についてまとめられている5」。
Endicott, Stephenの“Red Earth:Revolution in a SuchuanVillage
”(1988)はヽ四川省成都の北にある什仰　具両路口公社
馬家橋という複姓村についてのモノグラフである。「土地改革、
人民公社化、生産請負制への移行を、主に幹部とのインタビュ
とー統計によって描かれている」6。この村落はかつては「農業は
大案に学べ」運動のモデル村であり、四川省における中国国家
統計局の統計デづ
1990年代には、Stevan Harrell の“Geography,Demography,
ｊ
-and Family Composition in Three Southwestern Villages ”(l993)
がある。これは<川南y四川南部の撃枝花市の付近にある三
力村で行われた社会学的な調査である。ほかには、Martin King Whyte
の“Wedding Behavior and Fami l y St rategi es i n Chengdu
”がある。成都市に住む20-70 代の結婚し た女性586 名に対す
るサンプル調査とインタビ ュ にーもとづいて行われたものであ
る。
四 川 省 成 都 市 付 近 の 農 村 市 場 経 済 に 関 し て は ，Skinner,  G.
Wi l l i am 1964, 1965 “Marketing and Social Structure in Ru-ral China,
 Part l ， n,m ”が あ る 。 『 中 国 農 村 の 市
場 ・社 会 構 造 』
。--　　　　・ -　-　　-lゝ　　　－　　　J f. 
＿　
「　t---一t  ~m*~rt'(1971)という邦訳がある。「人類学に限らず、その後の中国研
な一船に多大な影響を与え続ける古典的な研究である、」。ほか
ゝ　　　　　ｙ　　　　　　
－　－
究
一 般 に 多
大 な 影 響 を 与 え 続 け る 古
ゝ　　　　　H　　　　n　　　　　　 。1　　m 11 ／T、≪'T'1_ －に、Mary Bosworth Treudley のHo
Ch ‘ang ” （『 四川 中和場研 究 』
The Men and Women of Chung
1971)がある。
中国人研究者による報告は、1970年代後半から、社会学が復
活するにつれて、社会学的問題関心が高まりつつあり、とくに
ここ数年、実地調査をふまえた研究報告が徐々に見られように
なった。 1980年代の家庭生産請負制の実施以降、家庭・家族の
村落社会における役割が見直されるようになった。王温寧著
『当代中国村落家族文化-一対中国社会現代化的一項探索一一』（1992
）はその一つとして取り上げることができる。著者は村落に
おける家族とその文化こそ、中国農村社会の伝統的な組織であ
り、文化的特徴であることを認識している。
著 者 は
、 農 村 の 家 族 と 伝 統 文 化 の 変 容 、 改 革 開 放 に よ る 影 響 、
農 村 の 家 族 の 変 容 と 中 国 の 近 代 化 と の 相 関 関 係 な ど を 調 べ る た
め に 、 全 国15 か 村 を 選 定 し た 。 1988-89 年 に か け て
現 地 調 査 を　　
｀　’　岫-・-k　　　　　　jit　r     r　　　＿　　　　　　　　-ゝ　● ^ .1-　〃v／1 ―  ゝ 　―1-* ●一一一-I一一’レ　I-　~y－/-　-　 　。二 回 行 い
、 方 言 な ど の
壁 を 考 慮 し て 、15 か 村 で フ ィ ルー ド を 手
分 け し て 担 当 し た 。 調 査 者 の 多 く は 社 会 調 査 の 訓 練 を 受 け た 各
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、
村 落 の 出 身 者 で
、
い わ ば 「native 」 た ち で あ る 。
調 査 地 の 選 定 に
は
、
沿 海 地 区 と 僻 地
、
経 済 の 発 達 し て い る 地 域 と 立 ち 遅 れ た
地　
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、 南 方 と 北 方 な ど と い う 地 理 的 ・経 済 的 諸 要 素 が 考 慮 さ れ て
い る 。 な か で も 、 黄 世 文 「 四 川: 一 碗 水 村 」( 四 川 省 中 部 の 南 充
県) と い う 報 告 は 四 川 省 農 村 の 家 族 の 変 化 を 理 解 す る の に 良 い
事 例 だ と 思 う 。 叙 述 に 不 満 を 感 じ る と こ ろ も あ る が 、 四 川 農 村
の 社 会 変 化 と 家 族 の あ り 方 を リ ア ル に 描 い て お り 、 比 較 的 数 少
な い 四 川 農 村 の 家 族 研 究 と し て は 貴 重 な も の で あ ろ う 。
婚 姻 研 究 に 関 し て は
、 趙 喜 順 主 編 『 農 民 婚 姻 一一四 川 農 民 婚 姻
研 究 』 四 川 人 民 出 版 社(1990) が あ る 。 四 川 省 社 会 科 学 院 社 会 学
研 究 所 の 研 究 者 が 省 内 の 十 県 を 抽 出 し 、 サ ン プ ル 調 査 に よ り 行
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わ れ た 。 そ の 調 査 内 容 は 結 婚 の 理 想 像 、 婚 礼 、 持 参 金・婚 資 、
結 婚 後 の 夫 婦 関 係 、 離 婚 、 再 婚 及 び 婚 姻 観 な ど の 項 目 を 、 聞 き
ひ
書きに基づいてまとめられたものである。この報告集は文化人
類学的な視点ではないが、改革開放後の四川漢人農民の婚姻の
実状を知るのに、非常に参考になる文献である。
このほか、四川に限らぬが、劉英・醇素珍編『中国婚姻家庭
研究』（1987）、雷潔 庁ヽ 編『改革以来中国農村婚姻家庭的新
変化』（1994）などの論文集がある。主として統計デづ
えた論考で、社会学的な研究が中心となっているが、経済改革
以後の家族の変容を知るうえで参考になるところが大である。
つまり、現地に長期滞在し、参与観察をふまえた文化人類学的
な問題関心による研究がきわめて不十分といえる。さらに、四
川省東部における漢人社会の村落に長期滞在して、実地調査を
ふまえた考察はまだほとんど見当らない。
そこで、わたしが強調したいのは、これまで日本人学者によ
る家族研究は、漢人社会の場合において単姓村が多く、片姓村
に対する研究が少ないということである。たとえ狸姓村の場合
でも、解放前は単姓村であったり、あるいは現在でも村内にか
なり強力な姓氏があり、単姓村的要素の強い村落が研究対象と
なっていた。つまり、宗族の研究と軌を一にしたものと言えよ
う。そんな中で、植野氏は台湾南部の佳格林という複姓村で調
査をされ、単姓村とは異なる親族組織、とりわけ姻戚関係につ
いての分析を試みられた。山東省でのフィリレドを行われた中
生氏の場合も複姓村であった。しかし、全体的にみると珍姓村
に対する研究がまだ不十分であり、単姓村と異なる親族組織の
あり方、地域的特徴かまだ明らかにされておらず、多くの問題
点が残されている。そういうわけで、四川省東部の殺姓村で行
われた本研究は、親族組織の地域性への理解を深めるためにも、
有意義なものになろうと思われる。
3.調査の目的
中国西南の盆地地帯に位置する四川省は、東は湖北省、南は
雲南省、貴州省、西はチベット、北は映西省と接しており、一
億二千万人の人口を有する最大の内陸部の省である。川西平野
を除いて、丘陵地帯・山間地帯・峡谷地帯がほとんどである。そ
のため、村落の地理的な分布は平原に広がる<集村〉と違って、<
散村〉的な性格が強い。このような多種多様な自然環境におか
れる四川省内において、村落の外観・親族・祖先祭祀などの側面
に、地域的偏差が存在することは当然であろう。
四川省の人口は全国の十分の一を占めているが、一人あたり
の耕地面積はわずか0.99畝（U訟は6.667ア ルー、1ア ルーは約30．25
坪に相当する）しかなく、全国の平均値1.49 ムを下回っている。1978
年以降、改革開放政策が実施されて以来、農業の家庭生産
請負制が導入されるにつれ、農民の生産意欲が向上し、人民公
?
?
?
-社の解体をもたらした。全国の農村においてヽ余剰労働力が急^ 山 ゛ノ ノ]^  口 ‾ ゛ ゛ ″ご ゛,  ― 乙 ―r"  '―"   。ご ゾ ぶ
速 に 増 え つ つ あ り
、
よ り 良 い 収 入 源 を 求 め て
故 郷 を あ と に し
、
「 労 務 の 輸 出 」 と し て 、 都
市 部 に 出 稼 ぎ に い く 若 年 層 が 男 女 と も
著 し く 増 加 し て き た
。
他 方 で は
、
よ り 裕 福 で 暮 ら し や す い 生 活　
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を 求 め て
、
知 人 ・ 親 戚 な ど の 斡 旋 に よ り 、 婦 女 外 流 」若 い 女 性　
－　－　　－ ・　 －　　ゝ　　　　■ . I　f   rχ、 ＿　ゝ 　　　^-―-  >   1　　　「rT-
、I
 I  I  -1―↓
の省外への婚出も目立ちはじめた
”　－　　　－　　＝地 域 に よ っ て は 、 四 川 村 」
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が 形 成 さ れ て し ま う ほ ど 、 四 川 省 出 身 者 の 嫁 た ち が ひ と き わ 目
立 つ 存 在 と し て 注 目 さ れ つ つ あ る 。
本 調 査 の 調 査 地 豊 都 県 も ご 多 分 に も れ ず
、
近 年 の 経 済 改 革 及
び 観 光 産 業 の 発 達 に よ っ て 、 農 村 部 に も 近
代 化 の 波 が 押 し 寄 せ
て き て お り 、 人 々 の 意 識 や 村 落 の 暮 ら し が 目 覚 ま し い 変 貌 ぶ り
を み せ て い る
。
同 県 の 東 南 は 石 柱 土 家 族 自 治 県 、 南 は 彭 水 苗 族　
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、
県 内 は 漢 人 社 会 で あ る ． 若 年 ・
壮 年 期
の 男 性 た ち が 農 業 以
外 の 現 金 収 入 を 追 い 求 め 、 多 角 経
営
・
兼 業　
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’゛農 家 ひ い て は 農 業 か ら す っ か り 離 れ て い く 者 が 増 え る な か で 、
伝 統 的 な 農 業 は 主 と し て 年 寄 り や 女 性 た ち が
担 う よ う に な っ て
き て い る 。
他 方
、1994
年10 月 か ら 、 三 峡 ダ ム の 建 設 が 開 始 さ
れ
、
そ の 工
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も 調 査 村2 組 の す ぐ 近 く で 着 工 さ れ て い る 。 県 城 水 没 後 に 備 え 、
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‥ 。で、j長 江 沿 岸 に お い て 新 た な 自 動 車 道 路 の 工 事 も 同 年 か ら 始 ま っ た 。
現 地 調 査 を し て い る 間 に 、 村 内3 組 と4 組 の 居 住 地 域 に 新 た な 道
路 橋 が 建 設 さ れ 、 馮 家 垢 橋 と 名 付 け ら れ た 。 三 峡 ダ ム エ 事 の た
め に も は や 一 部 の 村 民 た ち が 田 畑 を 手 放 し 、 引 っ 越 し せ ざ る を
得 な い 状 況 で あ る 。 ま た 、 ダ ム の 竣 工 後 に は 、 約4 分 の1 の 村 人
の 家 屋 が 水 に 沈 ん で し ま う 予 定 と な っ て い る 。 ダ ム の 建 設 は 、
す で に 村 の 暮 ら し に さ ま ざ ま な 側 面 か ら 影 響 を お よ ぼ し つ つ あ
る
こ の よ う に 、 経 済 発 展 の 転 換 期 に さ し か か る さ る 村 落 は 、 激
1゛ ゛7.'¨' し　。。‥　　、 、　I _  I:s―-t　　　づし＼I・　ノ^ロ゛ ノ＼｀ゝ　仁-l月ノ＼J> l*-^^ - －＼,？  ^r ”≒ 二　、しい 社 会 変 動 の な か で 、 伝 統 的 な 家 族 がい か に対 応 し 、 変 わ っ
て ゆ く の か 。・……元 → 明 → 清 → 民 国 期 → 解 放 後 → 土 地 改 革 →
大 躍
進 → 人 民 公社 → 文化 大 革 命 → 改 革 開 放 な ど の 時 期 を経 て き た 村
落 の 一 部 は 、 経 済 の一 層 の 活 性化 の ため 、数 年 後 ダ ム の 底 に「
消 え 去 ろ う 」と し て い る 。 わ た し は そ の変 貌 ぶ り を 見 極 め よう
と 、 調 査 地 と し て 、 豊 都 県 馮家 垠 とい う 村 落 を 選 定 し た の
で あ
る 。
こ の 調 査 の 目 的 は 、 四 川 東 部 のあ る 複 姓 村 で 行 な っ た長 期 の
フ ィ ルー ド ワ クー をも と に 、 主 な 宗 族 の 移 住 史・人 口構 成・世 帯 規
模・分家 と 老 親 扶 養・家 族 変 動・婚 姻 形 態・村 落 統 合・通 過 儀 礼・功
徳 儀 礼・祖 先 祭 祀 な ど の諸 側 面 を 通 し て 、家 族・婚 姻・村 落 構 造
の変 化 を 考 察 す る こと で あ る 。 宗 族 に よ る 結 束 が 、東 南 中 国・
ご
-華 南 ほ ど 顕 著 で は な い 同 地 域 の 家 族 ・村 落 の 変 容 を 明 ら か に で
き れ ば と 思 う 。 近 代 化 や 観 光 化 の 発 達 と の 関 連 で 、 従 来 の 文 化
伝 統 が い か に 保 持 さ れ 、 移 り 変 わ っ て ゆ く の か 。 時 代 を 追 っ て 、
と り わ け ポ ス ト 生 産 責 任 制(1979 年) の 導 入 に よ る 変 容 を 中 心 に 、
考 察 し よ う と し た の で あ る 。
実 地 調 査 は 、1992 年 春 に 行 わ っ た3 週 間 の 予 備 調 査 も 含 め 、1　
==　　==　=　　-=　　　-　　　　　　-皿 ji●・・/-　W ●7-〃　　　W　　　　　　　ミ －ー　　　－995 年 の3 月 末 ま で 、 夏 休 み ・冬 休 み の 期 間 を 利 用 し て 、 断 続 的
に 実 施 し て き た 。 延 べ 約10 ヵ 月 の 現 地 滞 在 期 間 中 は 、 調 査 村 馮
家 河 村3 組 隆 世 武 の お 宅 を 主 な 拠 点 と し 、 隆 家 の1 室 を 借 り て 、
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生活をともにしながら、3組(44世帯)に絞って集中調査した。
問題関心(たとえば、分家と老親扶養・妻方居住婚の事例など)
によっては、さらに馮家褐村(約413世帯)所属の他の6集落につ
いても、部分的な調査をすすめ、これに補うという形をとっだ。
注
(1)末成道男編『中国文化人類学文献解題』東京大学出版会
1995年[1] 研究の流れ:3
(2)植野弘子「妻の父と母の兄弟一一台湾漢人社会における姻戚関
係の展開に関する事例分析一一」『民族学研究』51/4:378-379　1987.
(3)西滓治彦「聶もヽ著『劉堡一一中国東北地方の宗族とその変容
一一』」を参照。
(4)山田賢著『移住民の秩序-一清代四川地域社会史研究一一』名
古屋大学出版会:64.1995.
(5)同(l):103.
(6)同(1):121.
(7)同(1):94.
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-第1章 調査地の概要
四川省は、中国西南の盆地地帯に位置しており、「天府之国」
という名にふさわしい自給自足の土地柄である。
第1 節 豊 都 県 の 概 要
長 江 の 上 流 地 域 で あ る 四 川 盆 地 の 東 部 に 位 置 す る 豊 都 県 は 、
長 江 を 境 目 に 南 北 に 分 か れ て い る 。 東 は 石 柱 上 家 族 自 治 県 、 南
●　。ミ　＝　　　　　・ a　－　　心　　　-・　kミは武隆、彭水族・土家族
万県地区の忠県と接し、
の諸県、西は法陵市、 壁 江県、北は
法陵地区の管轄下に置かれている。県00
メ トールの山々が連綿と続き、北西部f ゛-
・” ■■
の 南 東 部 は 標 高1000-2000 メ ー ト ル の 山 々 が 連 綿 と 続 き 、 北 西
1㎜㎜　W　＝ 　　　　・は 丘 陵 地 帯 で 、 と く に 長 江 の 沿 岸 地 域 は200-400 メ トー ル の 低 い
丘 陵 地 帯 で あ る 。 気 候 的 に は 、 亜 熱 帯 モ ン ス ンー 地 帯 に 属 し 、
四 季 の 変 化 が は っ き り し て い る 。
豊都県は歴史が古く、夏朝には梁州の領地、周朝には岫 州
の管轄下に置かれ、春秋戦国時代に入ると、巴国の領地どなり、
一時巴国の都であった。のちに、秦が巴国と蜀国を滅ぼして巴
郡を設置したが、そのころ巴郡の暫 県とされた。東漢永元二
年（紀元90年）にはじめて県として設けられるようになった。
県城から北東0.5キロ離れたところに標高288メートルの名山
という山があり、その山に大木が欝蒼と茂り、風光明媚な場所
である。何より興味深いのは、ここは中国の民間伝説にある「
陰曹地府」地獄の閻魔庁として全国的に言い伝えられているば
かりでなく、「鬼城」（ghost city）と称される豊都の名は海外に
まで知られていることである。
文献の記載によれば、西晋にはすでに名山に寺院が建てられ、
唐代以降になると、次第にその数を増やしていった。民国時期
には、このわずか1.5平方キロの地域内に、大小さまざまな寺
院が75ヵ所もあったという。
伝説によると、ここ豊都は鬼国の都であり、人間はだれでも
死後、その霊魂がここに帰着するのものだと語り継がれてきた。
= ㎜-　Ｗ　　　　　　　　　　　Ｗ「善 鬼 」生 存 中 功 徳 を 積 み か さ ね 、 善 き 行 い を し た 者 が 来 世 も ま
た 人 間 に 生 ま れ 変 わ る こ と が で き る の に 対 し 、「悪 鬼 」生 存 中 悪
事を働いた者は地獄に落ちる。それで、豊都県一円では、鬼神
に関する故事や民間伝説が非常に多い。歴代の読書人が著した
文学作品および歴史上の文献にも、豊都がたびたび登場してく
るのである。
地元の住民は信仰心が篤く、1949年までに、重慶、大竹、梁平、 塾 江、石柱、忠県、示陵などからの善男信女たちが、毎
年のように大勢でここへ「朝山進香」お参りしていた。1980年代
夕
-以降、経済的開放政策がおこなわれるにしたがい、さらに1986
年から豊都県は観光地として、正式に海外にも開放するように
なった。国内外の観光客の到来が町にこれまでにない活気をも
たらし、「廟会1」をはじめ、従来の文化伝統を復活させる一面
もみられた。いまでは、豊都県政府は観光業を頼りに財政面の
立て直しをはかるために、単なる名所旧跡の修繕にとどまらず、
伝説上の鬼神を内容にした新しい観光名所の建設に、資金を惜
しむことなく取り組んでいる。
一方では、観光業と経済の発達につれて、県内の住民、とり
け村落社会の農民たちにとって、現金収入を得る機会をもた
してきた。人口の割に辛うじて生計を立てていけるくらい、
わめて土地の少ない長江沿岸の農村においては、「跳出農門」
業からすっかり離れたごく少数の農民を除き、いわゆる「離
不離郷」脱農しても故郷から離れないというような青・壮年
男性の生活様式が、現在ではかなり浸透しているように見受
られる。さらに、地元では農業以外の現金収入がなければ、
省へのrTi稼ぎに行ぐ、こうして、伝統的な農業は主として年他 出 く。
寄りと女性たちが担うようになり、生業の面で大きな変貌
げている。さらに、三峡ダムの建設はまた近い将来、さま
な意味で村の暮らしに響くことであろう。そこで、激しい
変動のなかにおいて、伝統的な村落社会の家族の在り方が
に状況の変化に対応し、変容していくのかについて、考察
えてみようと考えた次第である。
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第2節 村落の概況
1.地理的位置・気候・生業
調査m 馮家偏村は長江の北岸、県城より約7 キロ離れたと こ
ろに位置し、標高370 メ ートルの丘陵地帯である。清代末には
豊都県忠武郷の管轄下に置かれてい た。 1938年、日中戦争が勃
発後、忠武郷が廃止され、白合郷に入れられたが、1953 年には
新城、白沙、仁愛(馮家暇の元村名) 、五星など の村から白沙 郷
を成立させ、郷人民政府 を新城に設置した。 1980年に地名調査
の際、新城人民公社(新城郷) に改名され、さらに1992 年には、
行政上豊都県名山鎮 に入るようになった。このような頻繁な行
政的再編成が非常にわかりにくい ため、ここでは便宜上、ひ き
つづき馮家程村を新城郷の管轄下として論をすすめること にし
た。
伝統的な農業は2毛作で、米( 中稲) と小麦が栽培され2、農
民の主食となっている。そのほか、とうもろこし・小豆・もち米・
籾とうもろこしなどの穀物がある。副食の野菜類には、さつ ま
芋・じゃが芋・かぼちや・冬瓜・糸瓜・大豆・「胡豆」そら豆・白菜・
にんじん・碗豆・碗豆の若芽・ちしゃ・茎ちしゃ・れんこん・里芋・
菜種・「青菜頭」 升し ヰ」の原料となる野菜など、ほかにも 日
本では見かけぬ実に多種多様な野菜が栽培で きる。国内はも ち
ろん、海外にまで輸出されているざあさいのほとんどは雍陵地
区の産出だが、豊都県で加工されたものがかなりの割合を占め
ていると伺った。
雨量が豊富で、温暖な気候に恵まれた同県 の農業的条件は地
形 により三段階 に区分されている。
① 長江沿岸丘陵地帯(標高500 メ トール以下)。
② 長江南北低山地帯(標高500-800 メ トール)。
③ 南岸中山地帯(標高800 メ トール以上)。
そのなかで、本調査地の村落は、この地方ではもっとも農業
に適した沿岸丘陵地帯である。
調査地3組3 を例にとれば、1人あ たりの田圃面積はわずか0.45
謳(m は6.667T-; レ)と0．27剤の畑しかなく、1人あたりの田
畑面積が少ないも のの、年間を通して何かの農作物の収穫が期
待できる ため、土地の利用度は華北など北方と比べて、決して
低いものではない。各家庭で日常的に食用する野菜は、「夏天
瓜豆、冬天薙ト白菜、」夏場は各種の瓜と豆類、冬場は各種の大
根・かぶと白菜類といわれている。
家畜は牛(役畜として使われるあか牛と水牛)・豚・鶏・あひる・
勺
がちょうが飼育されている。ところが、近年、県城近郊に工場
の新設が増えたため、村の土地がどんどん徴収されつつある。
わずかな土地では、家族単位で牛を飼うにはとても採算が合わ
ないというので、牛を持っている農家の数はここ数年めっきり
減ってしまった。
牛の所有数の激減に対して、一方では豚は重要な換金手段と
して重宝され、どの家も年間数頭の豚を出荷している。四川省
は中国最大の「生猪」豚の産地であり、四川産の豚は「川猪」とし
て全国に知られている。 1993年末の相場によると、1頭につき、
目方で売値が数段階つくが、たいがいの場合、200斤(1斤＝0．5
午口妁^以下ならば1斤につき1.5元、200斤以上は1斤1.60元。
豚の飼育周期は約8ヵ月かかる。雌豚は2年にわたり5回子豚を
生み、1[司につき飼い主の不注意で死なせたものと死産を除き、
約10頭前後が生きられる。餌の確保を考えて、生まれた子豚を
全部育てるのは無理である。したがって、必要な分だけとって
おいて、余ったのは市で売る。ただし、飼料の酒かすなどの出
費を差し引いて、3人家族で1年のうち5頭売れば、これによる
現金収入は年間約800元になる。近くのビ ルー工場でアルバイト
で毎日働く一家の大黒柱の年収に比べて、約3分の1から4分の1
に相当する。
だが、1994年になると、豚の買い付け価格が上がったため、
子豚も含めて、養豚による収入が3千元-4千元(純収入ではない)
の農家がかなりいた。3組高友 球 ■は5千元(純収入ではない)
の収入を得たという。農家にとってばかにならない貴重な収入
源だし、それより家畜が大切な「農家肥」自給肥料を提供してく
れるのである。豚飼いの仕事は主として女性たちの手で担われ
ているが、豚の売価は極めて不安定なものである。
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して
贈与す
か、鶏、あひる、がちょうの飼育も女性の仕事とされ
うである。鶏やたまごのごく一部は自家用に回される
しそれはかなり贅沢だと見なされ、筆者が現地滞在の
たしかたまごを食べたのは稲刈りの間のみであったと
いる。大部分は親族訪問の際、手みやげとして親族に
Ｗ　甲　　"'　〒　　　　　-　-る
。
現 地 で は 、 こ れ を 「 送 人 情 」親 族 訪 問 の 時 の 手 み あ げ
と表現し、親族付き合いのうえでのこのような贈答行為は、い
わば潤滑油のような役割を果たすものである。
表ｊと表1 は主な春まき作物と秋まき作物に分け、馮家帰村
の伝統的な農業暦を示した。さらに、表さには、同地域の主要
な年中行事が現わされ、民間信仰と農耕社会との深い関わりが
明らかである。従来の伝統的な生業は農業であったが、1980年
代に入ると、生産責任制の導入に伴い、県城近郊に新たな工場
や企業が続々と現われるようになった。もと馮家態村の敷地に
リ
は 現 在
、
ビ ール 工 場 の ほ か
、
複 合 肥 料 工 場 ・ 製 薬 工 場 ・ 酒 工 場 ・ 果　
‾　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　ミー 　　　　　　　　　　　 －　　　　　－r一¶　　"-●r・l.l之　　_・ r--寸/　　、ふ●W~/W●-゛樹 園 ・精 神 病 医 院 ・ ザ し 剽 工 場 ・セ ラ ミ ッ ク 工 場 ・製 糖 工 場 ・ダ
ン ボ ルー 工 場 ・煉 瓦 工 場 な ど が あ る 。 果 樹 園 の ほ か 、 い ず れ も19
80 年 代 か ら で き た も の で 、 県 属 企 業 か 、 請 負 制 企 業 で あ る が 、
汚 職 が は び こ っ て い る た め 、 欠 損 企 業 が 大 半 を 占 め て い る 。 な
か で も 、 ビ ルー 工 場 建 設 の お り 、 村 の 多 く の 土 地 を と っ だ の で 、
労 務 問 題 解 決 法 と し て 、 そ れ 以 降 村 内 の 余 剰 労 働 力 を 雇 い 、 青 ・
壮 年 期 の 村 民 た ち は 工 場 で 働 く よ う に な っ た 。 仕 事 の 主 な 内 容
"t ‾　・‘・　　　｀　　-　　　ミー　---　　　。－　－は、ビ ルー瓶の運搬などといった重労働である。旧正月の1か月
は順繰りで休めるが、収入を得るため、とくに用事がなければ、
年中無休で毎日のようにアルバイトで働く者がほとんどだ。仕
事がきついが、年間所得は3千-4千元。体力に自信があれば。
ビ ルー工場でアルバイトをすることは、周辺村落の若者にとっ
て、羨望の的と言っても良いほどの収入が保証できるのである。
表 牟 馮家雌3組年齢別職業構成を見てみよう。 60代以上の人
口を扱わなかったのは、高齢者はほとんど農業に従事している
からだ。なかには、たまには若者にまじえてビ ルー工場でアル
バイトする者もいるが、しかし、工場での労働はビリレの運搬
のような重労働ばかりで、年配の人は長続きするはずがない。
彼らにとってやはり農業が主な生業になっている。そのほか、
麦わらで縄暖簾を編んだり、竹を割いてかごを編んだりしてい
る者もなかにいるが、それはあくまで特定の季節における一時
的で副業的なものであり、大した収入にはならない。
20代と30代の男性には専業農家が皆無、40代男性のうち、農
業をやっているのは一人のみ。実はこの人は持病があって、重
労働どころか、農作業でさえままならない。 50代の男性には農
業のほか、ビ ルー工場で働くものもあれば、大工・左官および会
計係などのような特技をもつ職業につく者もいる。 20-40代ま
での男性のなかで、ビリレエ場で働く者が大半を占めている。
このビリレエ場ができたのは1982年。工場の建設のために馮家燭
村3組の土地がかなり徴収されるかわりに、村の男性が希望す
れば、だれでもアルバイトで同工場で働くことができるという
契約が結ばれたそうだ。そこで数年働いたのち、馮家既3組に
新築の家が目立つようになり、ビ ルー工場の恩恵を受けた結果
であると言えよう。
しかし、そういったきつい肉体労働より、もっと収入のよい
職を求めて、20代と30代男性のうち、運輸業をやる者が6人。40
代女性の1人を加え、全員は運輸用トラックを購入し、運輸業
をしている。詳しい数字がわからないが、おそらくこの7人は3
組でもっとも収入が多いと考えられる。よりよい収入を求め、
運転免許を取り、運輸業の仕事、または車の修理などのような
技術者をめざす若者が後を絶えない。 1994年の2月に、遠く海
/^
南島へ出稼ぎに行く者もついに現われた。
女性は19-20歳の間にほとんど嫁いでいく。婚姻法の規定に
よれば、女性の最低結婚年齢は20歳なのに、ここでは、18、19
歳の若さで結婚している者も珍しくない。 20代女性のうち、2
人をのぞき、すべて既婚者である。町の綿織工場で働いたり、
または水上輸送関係の仕事をしたりしている3人だけは非農業
人口ではあるが、村に住んでいる。男性に比べて、既婚女性の
ほとんどが農業に従事している。
20代で農業をやる未婚女性はたっだの1人である。 20歳前後
でさっさと結婚し、そして21、22歳のころにはすでに1児の母
となってしまうこの村では、やがて25歳になる彼女はまだ実家
にいる。聞くところによれば、まとまりかけた縁談が破綻にな
ったことがどうも原因らしい。「あの子はいき遅れたんだよ」と、
村の30代の主婦がそっとわたしにささやいた。
10代では、集落内でお店を経営する両親を手伝い、店番をす
る者が1人。もう1人は洗車をし、毎日村から歩いて30分かかる
新城へ通う。未婚女性は農業の手伝いなどをしながら、農村で
結婚相手を物色するか、あるいは農業以外の仕事をさがし、で
きれば県城で働きたい、農業戸籍から非農業戸籍に変わるよう、
あれこれと知り合いや親族の力を貸してもらうのが現実である。
生産責任制の実施により、地域間の経済的格差がどんどん大
きくなりつつある。 1993年の国家農村社会経済調査チ ムーのサ
ンプル調査によると、四川省の1人あたりの年収は700元未満、
全国平均の1千余元をはるかに下回るものであった5o したがっ
て、内陸部に位置する四川省農村の収入は全国レベルからみる
と、中クラスよりやや下の程度である。他地域との経済的格差
が存在するため、「出外打工」出稼ぎに行く者が増える一方であ
る。しかも、これらの出稼ぎ労働者は、出身村では必ずしも余
剰労働力とは限らないのである。つまり、自分の家族が請け負
った田畑を荒廃させたまま、他省へ出稼ぎに行く者も少なくは
ない。調査地の村落は県内におけるほかの村落に比べて、比較
的出稼ぎが少ないのは、県城の近郊という地の利に恵まれ、ビ
ルー工場などでのアルバイトができるからにほかならない。
2。人口構成・世帯規模
村の世帯数は413戸、人口は1
第2章第1節を参照。名山鎮の所
中規模の村落である。
?
?? 人。集落別の世帯と人口は
置かれた10数か村のうち、
図いよ馮家億村3組の人口ピラミッドである。 1994年3月末現
在、聞き書きで調べたところ、実際の人口総数は131人。内訳
/コ
をみると、男性が68人、女性が63人。図十を表5 男女年齢別
人口構成と照らしてみると、3組の人口構成は、20-29 歳台が25.11
、30代 が14.5% と、もっとも 高い比率を占めている。男女別
からみても、この2つの年齢層の人口がもっとも多い。村の若
者の大半は小卒から中卒にとど まり、高卒者は非常に少ないと
いう教育レベルの実態を考慮して、10-19 歳の年齢層にもすで
に働き手として、家計を助ける10代の若者がいるわけである。
世帯規模は表6 のとおりである。3組43世帯のうち、世帯人
員は3人が51.2% 、全世帯の半数以上を占めている。さらに2人
と4人家族の場合を合計すると、95. ≪ の割合となる。平均 世帯
人員はわずか3.05 人。これは四川省の平均値4.01 人をはるかに
下 回るものである6
 o 3
人家族 が半数を超え、4人家族が全世帯
数の18．6%ということは、一人っ子政策がこの地方において、
比較的順調に進められていることを裏付けている。
つぎに表丿 世代構成と世帯構成（1995 年3月末現在）をみると、44
戸のうち、核家族世帯が81.8% 、単独世帯が4．53、^その他の
親族世帯が13.6% である。核家族には夫婦と子供世帯が圧倒的
に多い。夫婦世帯のなかには、子供がまだできていない新婚さ
んのほか、大多数が老夫婦の2人暮らしである。その他の親族
世帯には、夫婦、子供と片親からなる世帯が半数を占めている。
表s では高齢者世帯の世代構成と世帯構成を示 し、高齢者の過
半数は子ども世代と同居せず、核家族世帯で暮らしていること
が明らかである。
さらに、表 郷よ3組における男女年齢別の人口構成を示し た。
年齢3区分でみると、幼少年人口は1 8 ．9°/、生産年齢人口は65.7%
、老年人口は15.9% であり、高齢化の進展をみせている。幼少
年人口のうち、男が21.4% に対して、女が14. 5肌こ止まっている
のは、1980 年代から本格的 に実施されつつある1人っ子政策 に
よる影響ではない だろうか7。 3組の続柄については、表/0 続
柄構成、表・I高年齢者世帯の続柄構成と表/2　 非高年齢者世
帯の続柄構成で示 した。
3.学校教育
村のほぼ真中に坪上という小さな丘があり、丘の上の台地 に
村の小学校と医療室がある。ここは解放前（1949 年）では「三神
宮」という名の村廟兼「村塾」であった。文化大革命期にこの
廟に祭られてい た仏像がことのごとく破壊された。今では、馮
家 兎村村民委員会の所在地でもある。
坪上の小学校には現在数10名 の子供たちが在学しているが、
教師は5名。1人は「民辨教師」8で、あとは全部県城から自転
匹
車で毎日通っている。村レベルの小学校は授業時間が短く、午
前中だけで、午後はやらない。 8:00-12:00の時間割というのに、
県城から通う先生たちは9時過ぎにようやく姿を現わし、お昼
前にさっさと去ってしまうことがしばしばである。おそらく午
後を利用して他のアルバイトに励んでいるであろう。教育姿勢
がとても真剣だとは言いがたい。 1994年、この小学校の卒業生12
名のうち、近くの新城中学校に進学できたのはだったの4、5
名であった。新城中学校は、隣接する郷・鎮・県レベルの中学校
のなかで、進学率がもっとも低いという評判である。村の小学
校の教育レベルの低さが進学率に端的に反映されている。
そ の た め
、 我 が 子 の 将 来 を 心 配 し 、2 年 ほ ど 前 か
ら 、
県 城 の 学 校 に 編 入 さ せ る ケ ース が 急 増 し た 。 と こ ろ が 、
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坪 上 で
一 番 の 成
績 を と っ て い た 子 は 、 町 の
学 校 に い く と
、
同 じ
学 年 で も っ と も 成 績 の 悪 い 子 に
も 追 い つ か な い こ と が わ か っ た 。
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、 ほ と ん ど
例 外 無 し に1 年 留 年 と い う 形 を と
っ て い る 。 し か も 、 都 市 戸 籍 で は な い た め に 、 県 城 の 同 級 生 よ
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り は る か に 高 価 な 授 業 料 を
出 さ な け れ ば な ら な い 。 そ れ に
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は ん の 代 金 も ば か に な ら な い 。1
人 に つ き
，
年 間1,500 元 く ○ ，
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の 出 費 で あ る 。 ビ ール 工
場 で 働 く 親 な ら
、
そ の 年 収 は3 千 元 程 度
と す る と
、
子 供 の 教 育 は 農 家 に と っ て か な
り 大 き な 負 担 に な っ
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し たが
っ て、余裕 のない 家 の子は村 の小学 校しか行 くこ
と がで きず、
進 学が望め ない 者 が過半数で ある 。
村 の6 組 の 道 路 沿 い に 幼 稚 園 が あ り 、 目 下 の と こ ろ 、3-6
で20 数 名 の 子 供 た ち が 入 園 し て い る が 、 午 前 中 だ け で 、 上
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と 下 半 期 を 合 わ せ れ ば 、 計160
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考 え る
と
、
で き る だ け 良 い 教 育 を 受 け さ
せ て や り た い と い う 共 通 の 気
持 ち は 持 っ て い る 。 し た が っ て 、 村 の 幼 稚 園 に 幼 い 子 を 入 れ た
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あ る い は 新 城 郷 か 県 城 の も っ と 良 い 幼 稚 園 に 入 れ た り し て
い る 。
「 文 化 水 平 」最 終 学 歴 か ら み れ ば
、
民 国 期(1949 年 以 前) に 幼 少
の 頃 を 過 ご し た 男 性 の 一 部 が 私 塾 で2-7 年 勉 強 し た こ と が あ る　
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女 性 は ほ と ん ど が 文 盲 で あ る ．
解 放 後(1949 年 以 降) の 掃
盲 運 動
」文 盲 一 掃 ・ 識 字 運
動 の た め
、
多 く の 女 性 も 学 校 へ 行 け る
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そ れ で も
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生 活 が 困 難 な 家 庭 で 育 っ た 場 合 、40　　　
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£ノ代 の 女 性 に 読 み 書 き の ま っ た く で き な い 者 が い る 。 そ し て 、 若
者 の ほ と ん ど が 小 卒 、 せ い ぜ い 中 卒 に と ど ま り 、 高
校 ま で 卒 業
し た 者 が 非 常 に 少 な い 。 と り わ け 女 性 の 高 卒 者 の 場 合 は 、 本 人
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の努力も必
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●｀ ノ　い｀　　り 　～　/ 7"/ 〆　'・- 　-　-　-で あ ろ う が 、 親 に 相 当 の 理 解 を 要 す る も の と 推 測
れ に し て も 、 配 偶 者 選 択 の 要 件 と し て 、 学 歴 は ほ
♂　
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／ フ
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-とんど関係がないように見える。そして、教育レベルの低さは
早婚につながる要因の1つとも考えられよう。
注
(1)「廟会」の活動を復活させたのは6年ほど前からである。旧暦3
月3日には伝説上の人物「白無常」や「黒無常」などさまざま
な鬼に扮して「陰司街」地獄街道の様子を彷彿させ、観光客を
楽しませる祭である。さらに、1990年より、第一回鬼城文化シ
ンポジウムが豊都で開催され、中国における鬼文化ブ ムーもこ
の時期に起きたようである。
(2)冬の間に、小麦を栽培することができるが、投人する労力
のわりに、収穫がそれはどよくない。そのため、「冬水田」にし
て、冬場の田圃をずっと休ませておくという従来の農法に従う
農家も一部いる。
(3)3組の田畑面積は現在、一人あたり田圃がO。45訟、畑が0.27
敵であり、自家用の食糧くらいちょうど足りる程度。馮家槻村
七つの組のうち、現在の3組の田畑面積の規模は多いほうであ
る。長江沿岸に位置する4組と6組はもっと少ないため、足りな
い分は買って食べるしかないので、農業以外の職業につくもの
がほとんどである。
組分けに関しては、第2章第1節を参照。
(4)清光緒19年(1894)『響卜 都県志』を参照。
(5)1995年7月18日付の『華東物価報』によると、1994年度全国
各地の農村における1人あたりの年収は、上海市が4167.93元で、
もっとも多い。そのほか、主な直轄市・省・自治区における農民
の年収は以下のとおりである。
浙江省(3201.58元)・広東省(2670.11 元)・北京市(2619.91元)・
江蘇省(2066.03 元)・天津市(2034.77 元)・遼寧省(1963.13元)・福
建省(1899.85元)・新彊ウイグル族自治区(1890.25元)・黒龍江省(1738.35
元)・吉林省(1588.26 元)・湖南省(1499.03 元)・山東省(1462.07
元)・江西省(1355.46 元)・海南省(1345.57 元)・広西省(1333.12
元)・湖北省(1209.91 元)・内蒙古自治区(1203.47元)・河北省
巾48.58 元)・寧夏回族自治区(1 128. 75元)・安徽省(1 125. 15元)・
四川省(1078.63)・雲南省(1070.49 元)・山西省(990.77 元)・河南
省(939.88元)・映西省(873.62 元)・青海省(783.63 元)・貴州省(710.58
元)・甘粛省(669.62 元)
(6)1987年7月1日中国人口センサス調査結果によれば、1987年、
四川省の世帯規模が4.01人。1億あまりの人口をかかえている
四川省の世帯規模を全国的にみると、比較的小さいほうである。
?
?
）
3。05人という馮家燭村3組の世帯規模はそれより
世帯規模の小規模化を物語っている。
もっと 低く
(7)中国の1人っ子政策が1981年にはじまった。村で聞いたとこ
ろによれば、第2子が生まれた場合、1984年には500元、1993年
には4,000元の罰金が課されている。この地域の村落では、1993
年、「1楼1頂」2階建ての家を新築するのに約1:万元かかるから、
農民にとって相当厳しいものである。
第1子が男子ならば、第2子まで生もうとする者が少ないが、
もしもはじめに女の子であれば、罰金をとられようと、次には
跡継ぎの男子が生まれるかもしれないとどうしても第2子が欲
しがる。そして、第2子も女の子ならば、そのままあきらめる
者もいれば、幹部や金持ちなら、それでも頑張って次の子を生
もうとする者もいる。そのせいもあって、幼少年層における男
女の性比例のアンバランスをもたらしたと思われる。
(8)ここでいう「民辨教師」とは、農村戸籍の者が村の小学校
で教鞭をとる教師のこと。月謝が非常に少ない。彼らの一部は
のちに都市戸籍に変えることができるが、大多数の場合は一生
戸籍が変わることなく、農村で過ごすのである。一方では、同
じ教師で都市戸籍なら、定年後年金をもらえるなどの優遇を受
けることができる。
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-表S  
■
男女年齢別人口構成(1994 年3月末現在)
年齢 ? 総数 ? 男 ? 女
実数(%) ?13叩00.0 ）?68(100.0) ?63(100.0)
80-89 ?2(1.5) ?1(1.5 ） ?1(1.6)
70-79 ?8(6.1) ?4(5.9) ?4(6.3)
60-69 ?12(9.2) ?5(7.4) ?7(11.1)
50-59 ?14(10.7) ?8(11.8) ?6(9.5)
40-49 ?12(9.2) ?5(7.4) ?7 山 丿
30-39 ?19(14.5) ?12(17.6) ?7(1LT)
20-29 ?33(25.2) ?15(22.1) ?18(28.6)
10-19 ?13(10.0) ?8 巾.8） ?5 （7.9）I
O-9 ?18(13.7) ?10(14.7) ?8(12.7)
表^ ．世帯規模(1994 年3 月末現在)
世帯人員(人) ?2 ?3 ?4 ?5 ?6 ? 計
世帯数(戸) ?11 ?22 ?8 ?1 ?1 ?43
％ ?5.  Q 51.2 ?i8.e ?2 ズ?2j ?IOC
実数(人) ?22 ?6 ?32 ?5 ?6 ?131
平均世帯人員 ?3.05
9 月 末 現 在 ）
一
表 孔 男女年齢別の人口構成(1994年9月末現在)
?告? ?男 ?女
幼少年人口(0-15歳未満)
生産年齢人口(15-60 歳未満)
老年人口(60歳以上) ?24(18.2)87(65.9)21(15.9)?15(21.4)45(64.3)10(14.3)?9(14.5)42(67.7)11(17.7)
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第2 章　 村 落 の 歴 史 的 背 景
第1 節　 村 の 移 往 伝 説
1. 姓 氏 分 布
巾 現 在 の 姓 氏 分 布
豊 都 県 は 四 川 省 東 部 の 最 大 都 市 重 慶 か ら172 キ ロ 離 れ て お り
、
言 綾 地 区 の 管 轄 下 に お か れ て い る
。
重 慶 の 港 朝 人 門 か ら 水 貿 船
に 乗 リ
、
揚 子 江1 を 下
つ て い く と 、
約4 時 間 で た ど リ 着 く
ｈ
調
査 地 馮 家 伺 （ ヒ ョ ウ カ ガ イ ）3 村 が こ の 揚 子 江 の 北 岸
、
豊 都 県 城
か ら7 キ 口 離 れ た と こ ろ に 位 置 し
、
県 城 ヘ は 徒 歩I 時 問 弱 で
-
-
)
＿。。,1●
家雨とは小川一つ隔てた向う側に位置するので、
宜を考慮してのちに独立したという。ここでは、
組を一つの集落と見なすことにした。
農作業上の便
便宜上3組と7
では、3組の姓氏分布に関連して、その居住理由を表べをみ
ながら検討しよう。
ここでは、早期在住者とは、あくまでも民国期、つまり、解
放前(1949年)までを時代的区分の境界線としている。3組の主
●Wミ・W-　・　　　　　　W　7な 姓 氏 隆 姓 と 李 姓 が 早 期 在 住 の ほ か 、 講 姓 と 陳 姓 に は 早 期 在
住 も あ れ ば 、 あ と か ら の 転 入 者 も あ る 。 残 り は 転 入 者 及 び 解 放
後の妻方居住婚である。一応組ごとに姓氏分布をあげると、各
組により、多少状況が異なってくるが、共通な傾向を示してい
るように見受けられる。
3.村の形成説
7集落のうち、3組の所在地が馮家畷という地名ゆえに、馮家
映村と名付けられたわけである、。村落の略図からみて、3組が
ちょうど村のほぼ真中に位置しており、地形的にも平坦で、畑
よりたんぽが多い肥沃な土地柄である。
この村はいつ頃でき、どれくらいの歴史を持っているのかな
どといった質問を村の古老たちに問いかけても、正確なことを
言える者は誰一人いない。ただ、百余年前には、馮姓の一族が
ここに家を建て、移り住んできたため、以来馮家世と呼ばれる
ようになったそうだ。その馮家が朝廷で偉い官職についていて
ここ馮家鏝の風水がよいというので、立派な家を造り、定住す
るようになった。しかし、のちほど7人の息子たちが相次いで
死んでしまったため、やむなく馮家唄をあとにし、現在の隣村
三股荘村7組馮家院子および大橋村陶家湾などへ散っていった。
それゆえに現在の馮家ガには馮姓の者は一軒もなく、地名がそ
のまま残っているのみである。手放したその立派な家はしばら
くの間に袁家が住み、まもなくして隆家が買い取った。その隆
家が家を人手して。一族で住むようになってから現在にいたっ
ている。これは集落の古老なら、誰でも知っている話で、よく
言い伝えられているが、いつどの世代の誰がいくらで買ったの
か、その経緯については、はっきりしない6。
隆家の最年長者で、かつ「輩憬 」世代がもっとも上位である、80
歳台の隆仲良氏から、こんなことをうかがった。馮家がその
立派な邸宅を誰かに譲ろうとした時に、隆家のほか、二三の別
姓の家の候補者があった。結局、<忠厚〉温厚篤実な隆家の者を
見込んで、自分たちの祖先の墓を守ってくれるだろうというこ
とで、馮家はとうとうその家を隆家に売り渡す決断をしたそう
だ。つまり、異なる複数の姓氏の競い合いに隆家が勝ったこと
?
??
??
^。iii
になる。かつて馮家 が建てたという立派な家は今でも主に隆家
の人々が住み、その区域は「上院子」と呼ばれ、戸数こそ 希 姓
に比べてかなり劣るが、村では一目を置かれた存在のようにj
える。浦 姓には祠堂も族産もなかった。毎年の清明節に墓参に比べ
見
りして、祖先祭祀を行なうのに隣村の白岩頭へ行き、そこで「
清明会」、をしたそうだ。扉 姓の家からも部分的な経単簿、と族
譜を拝借できたが、宗族の系譜図を再現するのに資料が乏しい。
それに比べて、隆姓の族譜や経単簿の保存状態が比較的よく、
清朝期の祖先墓が県内数か村にたくさん残されており、ほかの
姓氏に比べて手がかりになるものが比較的数多く見つかったこ
ともあって、第3節では隆姓の宗族の移住史を中心に、その移
住伝説を追うことにしたいと思う。
注
（1）『中日大辞典』によれば、チベット北東部に発し、雲南・四
川の省境を東北流し、三峡を経て湖北・江西・安徽・江蘇から東
シ
ナ海に注ぐ、延長5,800キロである中国第一の大河長江は、
昔、下流域の鎮江より下流を「揚子江」といったことから、外国
人が誤って長江全体を揚子江と称するようになったという。本
稿では、タイトルに長江という用語を用いたが、文中において
は、両方とも使われている。
(2)1992年の春、初めて重慶から豊都県に向かって揚子江を下
ったとき、まだ水翼船がなく、午前中10:30ごろからもっとも
速い便に乗り、夕方17:00までにはようやく目的地に着くとい
ったような具合である。帰りは川の流れを逆らってのぼってい
くので、なんと15時間もかかった。その後1度この便に乗り遅
れて、昼過ぎ13:00発の鈍行で向かったが、豊都県にたどり着
いたのは夜21:00過ぎであった。
翌年になると、高速水翼船が開通し、重慶から豊都県の間は
わずか4時間で往来できるようになった。高まりつつある三峡
ダム建設への関心による観光客誘致策がもたらした結果である
ことは言うまでもない。
(3)村落の人口と世帯に関しては、村民委員会が保存する常住
人口登記簿をもとに、各集落の古老たちに聞き書きして確認し
たものである。しかし、同じ時期においても、私が確認した各
家族の居住形態と村長の勘定とは、かなりのズレが見られる。
結婚などによる分家、「合家」(一旦別々になった親子の2世帯が、
老親扶養か何らかの理由により、ある時点から再び一つの世帯
になり、生活を共にする)が頻繁に行われているので、
村長といえども、とても村の各家の状況を随時漏れな
かねない。さらに四川省以外の地域への出稼ぎで家を
る家族もいて、村落の人口を正確におさえることはち
たとえ?
?
?
?
?
?
?
?
っ
?
?
?
ぺ　 ？
”’ ｙ
＿。-gl
理である。したがって、
ものしかない。
ここで取り上げられた数字は大まかな
(4)「河」は、「が子」とも言い、西南中国の各省において、平ら
な土地または平原のことを意味し、「川西綬子」のようによく地
名に用いられる。「川東」四川省東部では、「緩」は山間の盆地あ
るいは山脚地域にも使われる。なお、関連語彙として、「地現」
「院外」(庭)、「 晒 が 」(穀物の干し場)が挙げられる。
(5)四川省豊都県地名領導小組編『四川省豊都県地名録』(1984
年)を参照。これによると、馮家燭村は解放後、人民公社化か
行われた際、仁愛大隊と改称されたが、のちに馮家
い名称にちなんで、村落名を馮家原大隊に改めた。そして、現
在は通常馮家光村と呼ばれている。｀
(6)大橋村陶家湾居住の馮姓から、民国4年に再編した族譜『馮
氏家乗』を見つけたが、残念ながらかつて馮家勁、に住んでいた
馮姓との系譜関係を明記していない。馮家そ敷地内の鳥亀包と
いう小さな丘にあった馮家蛸居住の馮姓の<祖墳〉先祖の墓が、
人民公社の時期にことごとく取り壊され、畑に様変わりしてし
まった。ただ、陶家湾の馮姓はつながりがあると強調している。
陶家湾に現存する馮姓の墓は保存状態がきわめて良好なのは、
同集落に馮姓がたくさんいたし、現在もなお馮姓が多いからだ。
これに反して、馮家ba集落には実際馮姓が住んでおらず、墓地
の破壊を阻止するほどの力がなかったという。ちなみに、隣村
といえども、陶家湾は馮家厚から徒歩5分という至近距離に位
置しており、小高い丘にある陶家湾の馮姓の墓(民国期のもの)
から、馮家恂を南に一望することができる。
(7)同じ宗族において、自分より上位の世代の者を、現地の口
語では「老輩子」と称する。このような世代ランクによる親族呼
称及び世代関係の認識は宗族に限らず、村内の異姓にまで拡大
されるものである。中生勝美「親族名称の拡張と地縁関係一一華
北の世代ランク一一」に詳しい。
(8)毎年の清明節には、一族が集まって墓参りする風習がある。
祠堂がある場合、祠堂で祖先祭祀をおこない、なければ先祖の
墓の前でおこなう。その際、同姓の各家から金を出し、1名か
ら2 名 の 男 子 が 代 表 と し て 参 加 す る 。 祭 文 を 読 み 上 げ 、 線 香 を
あ げ た り 紙 銭 を 燃 や し た り し た あ と 、 供 え も の を 一 同 で 食 べ て
㎜　　　　㎜ 　　　　　　　　　㎜ ㎜「直会」をする。これを「清明会」という。清明会の世話役はもち
まわりだという。現地で見つけた族譜によれば、宗族によって、
春と秋に二回にわたって祖先祭祀をおこなう場合もあり、また、
仔 こ 伍 に 一 凹 にA ノ/こリL  粗 几 衣||じ乙く1⊃>  Mヽノ切 口1旧 正 月
の は じ め に や る も の も あ る と 記 さ れ て い る 。
)　ヽ^
 ^
f・rl4
清明節に「清明会」をおこない、祖先祭祀するという習慣は、
ここ豊都県だけのものではなく、『中国地方志民俗資料盾 編・
西南巻』をみれば、かつては四川省の漢人社会においても、一
般的なしきたりであることがわかる。
(9)豊都県では、追善儀礼または祖先祭祀に際して道士先生を
頼む。そのおり、喪主の懐具合などにより、短くて1日、長く
て7日間にわたって行なわれるものである。解放前、死あ ぐシ・
時は、49日があけるまで、道士先生はずっと儀礼を続けること
もありえる。3日以上の儀礼をしてもらった場合にのみ、儀礼
の終了後、道士先生が「経単簿」と呼ばれるものを綴ってくれる。
帳簿に死者名、死亡時刻、死亡の場所、儀礼進行中に読み上げ
た経懺の数々、参列した親族・姻戚・近隣・知人の名前および彼
らが持参してきた香典や紙銭などの項川頓に毛筆で記入するの
である。この香典帳のような記録は、死者1人ずつのために行
われる個別の功徳儀礼がもっとも一般的に見られる。しかし、
たとえば両親と妻に先に立たれ、数年後にまとめて功徳儀礼を
おこなうという事例を馮家ba村の隣村でみたが、その場合は3
人のために「経単簿」を作る必要がある。
解放後から1980年代前半まで、道士先生による功徳儀礼が迷
信だと長い間禁止されており、改革開放政策が実施されるよう
になってから、再び復活した近年では、だいぶ前に亡くなった
家族のために功徳儀礼をまとめて行なうようなことも少なくな
いようだ。
これまで見つかった経単簿は、馮家閤村に限って10部、古く
は清代同治12年(1874)から、そして最近のものでは、1993年に
新たに作ったものがある。村志・郷志といったような郷土資料
がほとんどなく、族譜の発見も難しい状況下において、これら
の経単簿は、民国期の村落における親族・姻戚関係および祖先
祭祀・民間信仰などを知るうえで、かなり参考になった
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-第2節 宋・元・明・清の四川と移民1
1.宋・元期の社会経済
320年にわたる宋代(960-1279) を通して、前期の250年の間に、
四川2では大規模な戦争が発生せず、相対的に安定していた。
表ノフの如く、宋・元期の四川は、軍事上、きわめて重要な戦略
基地であった。
1271年、忽必烈汗(元の世祖)が年号を「元」に改め、元朝が生
まれた。南宋王朝が滅びるまで、蒙古族が四川で半世紀にわた
って戦争をつづけた結果、四川の社会経済が破滅的な破壊を被
ってしまった。蒙古族が蜀を攻め落とすまでに、四川の年収は
南宋王朝の年収の三分の一を占めるにいたっており、毎年供給
される軍隊用の米が156万石、これも南宋王朝(1127-1279) の軍
隊用米の約三分の一に達していた。宋代における四川の農業面
の耕作技術水準および食糧の生産高が、もっとも発達していた
両浙地区に次ぐ重要な稲作地域であった。人口面からみると、
嘉定16年(1224) には、全国の戸数に占める四川の割合がすでに20
‰このぼっており、農業の発達が人口という側面にも現われ
ている。ところが、南宋の後半から、四川は長期にわたる戦争
状態に置かれてしまい、江南地方に比べて、社会経済や文化面
とも破壊されるはめになったのである。
蜀 が 攻 略 さ れ て か ら 、 米 の 生 産 高 が 激 減 し た だ け で は な く 、
人 口 も 宋 の 孝 宗 淳 煕2 年(1175) の264 万 戸 か ら 元 の19 年(1282) の
七Λ←J　　　ゝ 　　　　f'・●　　　｀ K　　　　－12万戸へと、急激に減ってしまった 元代 に変 わってから数 十^ ・  ^ ″　 ゛ ？ バ ？？ ？ ” ″ご｀ ‘ ゛ ゛ ｀″｀ ―'   ｀ O       ノti いl ≪“ タ ー ●゛ノ ノV.    ／/ ’リ 厚 ｀
年 た
っ て 、 統 治 者 が 農 業 生 産 の 復 興 ・ 発 展 を は か る た め の 措 置
Ｊ　 、・　●Ｊ／- ．　 ～　　　　～　　　　ｋ　 －　　－　　－　　　　　｀㎜ 　　　・ミ　‾-　ミ　〃Wy-　-　W　 ’ W　　＝　iW　〃　〃　-#  I―*   -を 次 第 に と っ た に も か か わ ら ず 、 一 部 の 地 域 に お い て 経 済 が あ
る 程 度 回 復 ま た は 発 展 ぶ り を み せ た も の の
、
総 じ て 宋 代 の 水 準
に 回 復 す る に は 至 ら な か っ た の で あ る
。
そ し て 、 元 末 に は 、 全 国 規 模 の 紅 巾 軍 農 民 大 蜂 起 が つ い に 起
●ゝ 　　　四-_之　ｒ　　
＿　
ニk l. ●-　　　、二之。 －　　　　－こり、長江中・下流域で活動をつづけた/　 ・　　－ －l~　I　　　　l　 ・／・uレ'／●　～ ●l-l !-・ブV    に　 之　 ―  ≪ ／　/にo
で あ る 明 玉 珍 が 蜂 起 軍 を 率 い て 蜀 に 入 り
の支配に大きな打撃を与えつつあった
のちに、指導者の1人
、四川における元王朝
至正23年(1363)、明玉
Ａ7 Ｔこ7 ニ ´ ’｀ 7-ご ¨ ゛ ｙ ｀゛“ ’二 ’ ゛7 ’｀O　I  .  I I ^t‘°丁 ＼  X ゜ ゛tノハ 「;珍 が 重 慶 で 帝 位 に つ き 、 み ず か ら「 大 夏 」政 権 を 打 ち 立 て た
。2.
明 ・清 期 の 四 川 と 移 民
明朝(1368-1644) ができた当初、
おらず、洪武4年(1371)になると、
全国がまだ完全に
明軍が蜀に入り、
統一して
大夏政権ミミ　 ノ　 ／　・　 七／・〃X  ‘　I　 χ之～ ″・≫■／t ～ ’cr｀ ‾a／ 二 ｀ゝ 　　ツ 、』-＝T=一八/ ’μy f に ノ ＼ ノ ヽ ノゝ^ μi 、-ffi
を 覆 し て は じ め て
、
四 川 は 正 式 に 明 王 朝 の 管 轄 下 に 置 か れ た
。
明王朝初期の6、70年の間は、政治が比較的公明正大な時期
であった。それ以降は、汚職・賄賂などの悪習がはびこるよう
になり、これに加えて、四川における横暴な地方有力者・地主
ふ
-による上地の合併がよそより一段とひどくなった。そのため、
明の中期から末期にかけて、大規模な農民蜂起が四川において
も後をたつことはなかった。そして、農民蜂起軍が明王朝との
だたかいを続けているうちに、李自成、張献忠をはじめとする2
つの主力軍によって、明末の農民蜂起が活発に繰り広げられ
ていった。ついに崇禎17年(1644) には、李自成の農民軍が北京
を攻略し、明王朝の暗黒支配を覆した。
一方では、農民蜂起軍のもう一人のリ ダー でーある張献忠が同
じ年に再び蜀入りを決意し、そしてついに成都を西京として、
大西政権をつくった。しかし、彼は2年後に戦死をとげた。張
献忠の勢力のおよぶ範囲内においては、地主などによる武装勢
力の反発への対策に精一杯で、農業生産の回復をはかろうとし
なかった。そのため、農村の経済状況が悪化しつつあった。
明のはじめ頃には、封建的統治者が「移民墾荒」移民によって
荒れ地を開墾させるなどといったような経済復興の一連の措置
をとったため、社会生産力が急速に向上した。その期間、四川
の農業・手工業生産も同様に逐次回復していった。とはいえ、
全国的にみると、明代の社会経済の発達が非常にアンバランス
であった。とりわけ明のなかばから後期にかけて、江蘇省・浙
江省・福建省・広東省などにおいて、農業・手工業の経営方式が
大きく変化し、商品経済がそれまでにない繁栄ぶりを呈し、資
本主義の萌芽がすでにみられた。それに対して、四川の経済が
大きな変貌をみせることなく、むしろ平穏に漸進するという状
態にあり、両者の間にある程度の開きができてしまった。
さて、その間人口面にどのような動きがあったのか。元末か
ら明のはじめにかけて、四川の人口が著しく減った。その理由
は元末の動乱と関連することは言うまでもないが、しかし、元
の至正23年(1363) 、明玉珍の建国以後になると、四川において
は、長期間にわたる大規模な戦争が別に起きなかった。つまり
元末の動乱は人口減少を引き起こした要因の1つに過ぎない。
実際のところ、13世紀半ば頃から四川の人口が減リはじめ、明
の洪武10年(1378)ころから、ようやく増えるようになったので
ある。そして、洪武14年(1381) 、四川の人口が急速に増え、大
規模な移民運動の結果である。
封 建 時 代 で は 、 戸 籍 の 自 由 な 移 動 が 認 め ら れ な い も の で あ る 。
し か し 、 例 外 が2 つ あ る 。1 つ は 戦 乱 な ど の た め 、 人 口 を 含 む 社A
J・f　」一．　ｆ「　－　　－－か　ロ ″ー‘“'-・　　　″゜ -‘　－
-=- 警-W　　　　　　　　　　　　　’ ・　「　 ▼■　響会 秩 序 に 対 す る 政 権 機 構 の 統 制 が き か な く な
っ た 場 合　
－　　ミ　　・　　　　・ゝ --　 乙ミ　 ～　　　～ つ まり、 ’●r ’F.7 ’ /, － タ ‾ ／゛■% I 肖 〃八I  I J － ・●／≪ ●f*・ 4　 に/^"V　 い χ　a｀/' “ ’タ    I―I  o　 ／ Ｓ
主 と し て 戦 乱 を 避 け る た め の も の で あ る
。
も う1 つ は 移 民 に よ
ー　・丿之・　 －・　　　。-・―- ＝ Ｗ　　‾　　ミ 　　　　　　●/　こ　
・ー　　W-る 荒 れ 地 の 開 墾 で あ り
、 土 地 が 広 く 人 口 の 少 な い 地 域 へ の 移 住
を 朝 廷 側 が 勧 め る 場 合
。
元 末 か ら 明 の は じ め に か け て
、 四 川 で
は 、2 つ の 状 況 が と も に 発 生 し た
。 そ し て 、 史 料 に よ れ ば 、 明
い
Ｗ　／
-の初頭に行われた大量の移民の多くが湖広から来たものであり、
しかもその移住元のほとんどは湖北麻城孝感に集中しているこ
とが興味深い。
四川への大がかりな移民は当然のことながら、移住元が同じ
地域とは限らないが、しかし、局部的には、ある特定の移住先
における移民が同じところから来たというような事例は決して
少なくはない。封建時代の小農たちにとって、長距離の移転は
物理的・人的なさまざまな障害があり、並大抵のものではある
まい。したがって、人口の移動における地域的な結合が非常に
大事なことであった。地縁で固まった人々が互いに助け合いな
がら同じ目的地へ向かうということは、1戸あたりの単独行動
よりずっと実行可能であったことが容易に推測できる。その意
味で、移民の本籍地の集中という事実から、地域的な結合が明
代の移民過程にみられる重要な特徴であることがわかる。
元末の移民が戦乱の発生地域からより身を守るため、より安
全な地域へ、明の初頭では狭溢な土地からより広大な土地を求
めての移動がみられ、いずれにせよ土地の占有と再開発が時代
を超えてかれらの共通した目標であった。これは人口移動の特
徴の一つとも言えよう。しかも、人口の移動は生産手段をすべ
て失い、またはほとんど生産手段を持だない流民とはわけが違
う。四川への移住者にも流民がいただろうが、その主体となる
ものは比較的経済的に恵まれた者であったらしい かれらが四v　- -"rw I ／  ^n'￥'!―*-≫  ●ノ｜・'-^ ・' ≪に｀り｀・・ ゛/ 乙I I　 ゝ'^ ノ　/f  に　ノVy'    ｀ 　 Ｏ　/^ ゛* ｖ ≒ノ/v     p、
川 に 入 り
、
そ こ で 「 挿 占 」 と い う 方 法 で 大 量 な 土 地 を 手 に し た
。
明 の は じ め 、 四 川 に は た く さ ん の 土 地 を 人 手 し た 地 主 が 大 量 に
㎜　　=-　・ 　　　　　　　　－ 一一一出 現 し た と 同 時 に 多 く の 「 佃 戸 」 小 作 も 生 ま れ た
。
当 時 で は
ー-　 －　　　　　　　　 －マ で∽ ‾' ‾ ‾I~' ゛'　 之　　｀ 　 ‾　　　りご　 ／　　。J|'・J　ll　＼ ^  I―.  ∽'^    に″乙 ○　-―I ごJ　－ ●O｀ |ゝ地 主
に よ る 「挿 占 為 業 」土 地 の 占 有 お よ び 「租
・
佃 」小 作 関 係 の 確
立 が
、
凋 落 し た 農 村 経 済 を 回 復 さ せ る 手 段 の 一 つ で も あ っ た 。
移 民 に よ っ て 他 方 で は
、
数 多 く の 「 小 自 耕 農 」小 自 作 農 も み ら れ
た
。
要 す る に
、
数 千 万 人 と い う 大 規 模 な 人 口 の 四 川 へ の 移 動 が
四川の人口増加と経済の発展に大いに役立ったのである そ の■     ゛ /　●　ミ/ －I ・  '  i_|  ／  ^卜 ～/1  ＝I  ／1 -  "   ノ ＼ ^/八 ●～ ／ ゝ ゛1  ゛ | 八' ″.    ´ l “ ゛／　 ゝv ノa ／|Q　 ＼w   にノ
な か で
、
「 客 戸 」 移 民 が 「 土 著 」 土 着 民 を 超 え て し ま
っ た 点 は
、
明
代 に お け る 四 川 の 社 会 構 成 の 重 要 な 特 徴 と な
っ た 。
時代がさらに下り、清代(1616-1911) に入る。清王朝は農民
戦争によって明朝政府が覆されたすきに、農民蜂起軍から勝利
の果実を奪い取って確立した政権であるため、その初期から複
雑な政治的矛盾を抱えこんでいた。農民による全国範囲におけ
る清王朝への武装対抗が長期にわたってつづいた。なかでも明
末から清の初頭期の四川はほかの地域に比べて、社会秩序の不
安定の状態がより長引いてしまったのである。清代のなかば頃
に勃発した白蓮教蜂起は清王朝の前半期における最大規模の農
民蜂起であり、その主要な参加者は四川・湖北・映西の3省の境
目に生活する「棚民」(破産した小農で、生活のため余儀なく方
）
「
－r_
-々を転々し、自力で生計をたてるが、暮らしが非常に不安定な
人々)、各地の貧困な農民、失業した流民、および四川の㈲唯
子(四川民間における特殊な「游民」ルンペン組織)からなってお
り、戦いは9年続いた。
清代では、全国的に社会経済が急速な発達をとげ、 府 正 年
間には、「撮丁入畝」として、伝統的な賦役制度が改革され、人
口の増加を刺激し、農業の生産力は著しく向上し、都市・農村
部をとわず商品経済がかなり活発化してきた。それに対して、
四川では、清のはじめ、いち早く「撮丁入聡」を実施したものの、
経済の回復期は康煕の末期までつづき、乾隆年間(1736-1796)
にはようやく繁昌ぶりをみせはじめた。道光20年(1841)、四川
の人口が全国総人口のほぼ10分の1に達しており、江蘇省に次
ぐ第2位になった。
清代の初頭、長期にわたる動乱でもたらされた人口の激減は、
もっとも深刻な社会危機であった。その対策として、清のはじ
め、大規模な移民運動が再び起きた。順正10年、四川では、荒
れ地の開墾が認められ、役所から役牛を貸してもらいヽ次第に
その牛に値するものを返還させた。康煕・ 雅 正期には、さら
に具体策が講じられ、荒れ地の開墾とその永久的占有を決め、5
年目から賦役を科すことなどが定められた。よそへ逃亡した
四川出身者に対しても、「引照」と旅費を与え、本籍地へ戻るこ
とを許可した。放浪者の四川復帰をはかると同時に、四川への
移民をすすめた。湖北・映西などの移民が持続的に四川へ流れ
込み、大がかりな移住が康煕年間のなかばにはじまり、乾隆年
間なかばまでつづいた。しかも、こうした移民は難民とは違い、
その経済力も四川へ戻ってきた「土著」上着民より強かったこと
は間違いない。そして、乾隆前半では、持続的な移民と人口の
自然増殖という2要素が併存していたが、後半から自然増殖が
主な役割を果たすようになった。そして、前半の1戸あたりの
人員数3人に至らなかっだのが、乾隆末期に入ると、1戸あたり
の人口が5人近くなった。「滋生人口永不加賦」人口が増加して
も賦役を科さぬという隆盛を極めた清王朝の政策とは、直接の
因果関係にあることは明らかである。
しかし、一方では、人口の急増にともなって今度は耕地面積
の問題が表面化してくるようになった。乾隆31年、四川省にお
ける1人あたりの耕地面積は15え、しかし、嘉慶末年になると、
わずか2訟に減ってしまい、ここまでくると、広大な土地の割
に人口が少ないという時代が過ぎたことを示している。それだ
けではなく、移民などによる人口の絶対的な増加に引替えて新
たにもたらされた耕地面積の相対的減少が、すでに現実的なも
のとなった。したがって、四川省の過剰な人口の外部への移動
もはじまった。
≒ノ
-総じてみれば、清のはじめ四川省への移民は主として湖広・
映西の両地から来ており、江西・広東および福建がこれに次ぐ
が、ほかの省や地域からの移民が非常に少ないといってもよい。
この時期の移民は「客民」と称され、「上著」上着民と区別された。
両者の間に権力争いを避けるため、次第にあとからきた移住者
清王朝の主な農業対策は移民による荒れ地開墾であり、四川
への移動をすすめ、開墾者の上地所有権を認め、3、5年後に賦
役を科す。しかし、「上著」土着民と移民双方の利益を気を配ら
なければならず、よそへ逃げた土着民たちが戻ってきたら、そ
の所有していた土地を返還しなければならない。主のない荒れ
地なら、数の制限なしに誰でも「挿占」自分のものにすることが
できる。明末から清の初頭にかけて、長年の社会動乱をへた四
川では、生産者の多くは土地から離れてしまった。そこで、経
済の復興をはかる移民が頼りとなったが、よそからの移住者に
せよ、故郷へ戻った「土著」土着民にせよ、その土地との結合の
過程 は土地 に対 す る再分配 のプ ロセ スでも あ る。広大 な上地 の
割 に人口が 少なかっ た年代 には 、「自耕農」自 作農が生 じ た一方 、
「租 佃　 」上地 の小作関係も 生 まれ 、地 主、自作農 お よび「 佃
農 」小作が農村 の主 な階層 を成 してい た。土地 の わりに人 口が
少なか っ た時期 では、土地 の合 併がそ れほど 進 まず、こう し た
ー　・。■　　■㎜自作農にとって非常に有利であった し かし、「一紙 執照之 内、二　・・　／ハ ●－~　 －　 － ノI　I I-* ' －I  J ' l -J　～ にノ　丿 万ｆにo　　 ＼  ^／v　s、ノ|ゝ |　・　　/I ひ-Vニrrv jl6ｖ/ｉ.＿|ｒ Ｊ
跨 山 途 嶺
、
常 数 十 里 」
。
移 住 し て き た 地 主 が も つ1 枚 の 契 約 書 にj.
－　－　－　　－
記され たそ の所 有上地 は、 山々 をこえ 、時 にはそ の範 囲が数10
キロ にも 及ぶも のがあるとい う そ こで、多 く の土地 を持 っ た
ｔ　
・―   ゛ '―   ～ い ″｀″'｀゛ 丿゛ ゛゛ ゛ノ ‾ay <■       ゛ 　 ノO　S
｀- ‾｀　 ゝ｀ >　 ニy　 ゝ ゛ノ　L^'n:i  こi り　 ノ/ 二地 主 は 外 省
か ら の 「 客 民 」移 住 者 と 契 約 を む す び
、
耕 し て も ら う
。
し か し
、 こ
の 「 客 民 」 が 自 力 で き な い 場 合
、
さ ら に ま た 誰 か に 土
地 を ま た 貸 し も で き る
。
上 地 を7
、8
回 も ま た 貸 し す る 例 も 決 し
て 珍 し く な い
。
こ の よ う な 土 地 の 所 有 及 び そ の 小 作 関 係 は
、
移
民 の 開 墾 の な か で 形 成 さ れ た も の で
、
清 の 初 頭 に お け る 四 川 の
土 地 小 作 関 係 に み る 共 通 し た 特 徴 で も あ る
。
土 地 の 所 有 権 は 地
－　　　　－　　　 －　　― 皿　　－ ㎜　　 ㎜㎜　　　　　　　　　　　　　w　　　　　 ‾　　　　rr ・　・- ・-主 の も
の だ が
、
ト 佃 戸 」 小 作 が そ の 土 地
に 対 す る 相 対 的 な王のものだが ト 佃 戸」小作がその土地に対する相対的な支配
は、「永佃　権」永久小作権、或いは「転租権」また貸し権の形で
現われるが、前者は四川ではあまり見かけず、後者が通常な現
象である。
n
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-注
(1)第2節は主に蒙黙等著『四川古代史稿』の第5章 宋・元時期
の四川、第6章 明代の四川、および第7章清代の四川(P232-495)
を参照した。四川人民出版社　1988.
(2)顧炎武『日知録』巻31の「四川」には、「唐時剣南一道止分乗、
西両川而巳、至宋則為益州路、梓州路、利州路、参 州路、謂之川
映四路、後遂省名為四川。」と書いてある。唐代には、剣南一道
には、東と西にしか分かれていなかった。だが、宋代に入ると、
益州路、梓州路、利州路、予 州路となり、これを「川映四路」と
呼ばれるが、のちに四川と省略された。これは四川省の由来で
ある。四川省東部に位置する重慶が、当時参州路の管轄下に置
かれていた。
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-第3節 隆姓リニ ジーの移住史
豊都県の東南部には石柱上家族自治県、南には彭水苗族土家
族自治県と接しているが、県内は漢人社会である。その圧倒的
多数はよそからの移民であり、とくに楊、張、秦、陳、譚、余
王、彭、李などの姓氏が多い。民国期における県の統計による
と、621の姓氏(仕事の関係で一時的に豊都県滞在の者も含む)
があった。これらの姓氏はそれぞれ血縁関係により、「宗祠」祠
堂を一つまたはいくつか持っており、県城には楊、郎、王、張
李などの姓氏の祠堂が存在していた、。
一般的に四川省の漢人社会には土着民が少なく、ほとんどが
「湖広填四川」による移民からなっていると言われる。歴史上た
び重なる農民蜂起、大飢饉などのため、土着民はほぼ全滅して
しまった。そのため、明の初頭から清にかけて、朝廷の勅命を
うけて数度にわたる大規模な移民が行なわれ続けてきた。
明末から清の初頭にかけて、28年にわたる(1644-1664/1673-1680)
戦乱のせいで、四川省の社会的生産が破滅的な破壊を受
け、土地の荒廃と人口の激減をもたらした。康煕元年(1662)、
四川省の巡視に派遣された悸 彩鳳が「川省初定、土満人稀。」
四川省がようやく安定したばかりで、耕地が多いのに人口が非
常に少ないと記した。この状況は康煕10年(mi2) 以降も依然と
してつづき、「有可耕之田、而無耕田之民。」耕す田があるのに、
耕す民がいない。明の万暦年間(1573-1620) に開墾された耕地
が13余万アリレであったのが、順治18年(1661)になると、わず
か10,000ア ルーしか残らなくなり、明代の10分の1にも満たない
、。このような「土満人稀」」の状況が雍 。正6年(1728) までつづ
き、清朝政府は「毎戸酌給水田30淑、或旱田50 淑」1戸あたり水田30
淑、あるいは畑50倣を与える」という優遇をとることで、「各
省入川民大」各省から四川への移民を実施しつづけた。
豊都県の移民史もご多分にもれず、このような時代背景のも
とで行われたものと見受けられる。県内に移住してきたのは、
清乾隆元年(1662) の者が圧倒的に多かった3。また、移住者た
ちが豊都県で定住するまでの長い道程は、宗族によって多様性
が見られるにしても、その故郷がいずれも湖北麻城孝感に集中
していることが興味深い。朝廷による移民政策の意向が大いに
かかわったに違いなかろうが、確かに目をひく1つの現象であ
る。
「各省からの僑民は、当初、通婚も同郷大の間でのみ行ない、
習俗を同化させることはなかなかしない。・…移民は多く同郷を
頼って入川してくることを思えば、特定の県の出身者が多いと
いうこともあながち不思議ではないが、それにしても、湖北麻
--
-城出身を称する数の多さは異常とはいえ、地方志の編纂者も大
きな疑問を呈している。そこで考えられていることは、元末、
四川に大夏政権を樹立した明玉珍の出身が湖北随州であり、孝
感に近かった。明玉珍とともに人川してきた湖北人の勢力が強
かったため、土民も他民もその戸籍を冒称して庇護を求めたと
いうのである。要するに湖北麻城の出身といえば、手ずるを得
られ、四川では羽振りをきかせられたのであろう」4 o
その移動は朝廷による強制的な移民が目立つが、史料による
と、自主的なものもあった。『中国歴史大事記』には、こんな
記載がある。
「清乾隆25年(1760年)庚辰 周人験請禁各省流寓人民人川、高
宗不准、並謂:承平日久、生歯繁多、在本籍難以維持生計之人口、
移民別地、乃情理之常。又謂:古北口外、内地民人前往耕種者達10
万戸5
 o
」つまり、清乾隆25年、周人騏が各省からの四川への
移民を禁止するよう高宗に求めたが、高宗はそれを許可しなか
った。高宗が言うには、長い間平和の日が続いたため、人口が
増えて、本籍で生計を維持できなくなった人々が他の地方へ移
民することは、人情である。古北口の外側の地域において、内
地からの移民の数が、すでに10万戸に達したと高宗はさらに結-!
た。
1.県志・族譜・「経単簿」・碑文などにみる移住史
村人に移住の理由を聞くと、あれは自分たちの祖先が自主的
にやってきたのではなく、朝廷にむりやりに連れられてきたも
のだという認識が一般的のようだ。彼らが言うには、われわれ
「四川人」四川省出身のものはよく両手を背中に回して歩く。こ
れは昔、両手を後ろにくくられて余儀なく連れてこられた名残
だという。また、身体のどこかには(どこなのか私は記憶して
いない)その事実を証明できるあざが残っているともいう。だ
が、後ろ手にしながら歩くという姿勢は何も四川だけのもので
はない。この説はいかにもこじつけのようにも聞こえる。しか
し、大規模な「湖広填四川」から数百年もたった今日でも、自分
たちの身体にその縛られた時のあざが残っていると言い切るか
れらの意識には、強制的にせよ、自主的にせよ、やはり移住を
決断させられた重大な要因があり、数百年も前の出来事があま
りにも強烈なものであったに違いない。それがまた言い伝えに
より、その子孫の脳裏にもすっかり焼きついているようだ。
県栢案館に所蔵されている各姓氏の族譜には、それぞれの移
住過程の概略が記載されている。元代には楊姓の祖先が湖北麻
城からきた。『余氏族譜』には、元末に紅巾軍が蜂起したため、
余氏の祖先が湖北麻城県から豊都県に移住するようになった。
『寥氏族譜』の記載では、明洪武2年(1369)には、廓氏の23世
W-
≪－
ゝ
-祖が勅命を受け、湖北麻城県から豊都に定住した。馮家外村に
住む隆家の先祖も、この扉姓と同じ年に豊都県に移住したこと
が族譜でわかった6が、これは単なる偶然とはとても思えない。
おそらく朝廷の意志による組織的な移民は、豊都県においては、
明のはじめから清の初頭にかけ、何度かに分けて進められたの
ではないかと推測できよう。
さらに、『劉氏族譜』は、劉氏の祖籍が湖北麻城県にあり、明末の農民蜂起後、豊都に定住するようになった。『張氏族譜』
によれば、祖籍は湖北麻城県にあり、元から明にかけて楚より
蜀へ遷移したが、そのうちの一支が豊都張家坪にきて、定住し
た。河面郷李杜詩が書きあげた『李氏族譜』には、李氏の祖籍
は湖北麻城孝感にあり、清のはじめ四川省へ移転し、まずは石
柱に着いたが、のちに豊都麦地湾に定住した。定住した世代か
ら数えてすでに13世代があげられるという。
民国期の『豊都県志』の記載によれば、清康煕元年(1662)に
外省から豊都県へ移民した者には、湖北・湖南、江西、福建な
どがあるが、中でも湖北麻城孝感の出身者がもっとも多かった
と書いてある。わたしが馮家破村で各姓の村人にその移住の経
緯を聞き書きしたが、やはり全部が湖北麻城孝感からきたもの
だと先祖代々言い伝えられたという。
そのなかで、隆姓はどのような移住の道程をたどってきたの
かということについて、具体例をあげて分析したい。
馮家硯村3組隆姓の「世系図」系譜図(▲印は夭折、▼印は男子
子孫のない者〈絶房〉を示す) 、
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守勝
馮家 元村3 組に在住する隆姓の世代深度を
南陽堂置『 豊陵大田 蝶隆氏家譜』、『隆氏
『隆家経単簿 』清同治12 年（1874 ）と『隆家経
(1919)などの資料をもとに、隆姓の親族関係を
華厳村に住む隆光明の家に保存されている族譜は手書きのご
く簡単な族譜だが、湖廣から四川にやってきた隆氏の移住時期
を知るうえで非常に貴重な手がかりとなった。隆光明は、馮家
砿村における隆氏の第18世祖滓栄(字朝選)の弟三房滓貴(字朝
陸)の玄孫にあたる。その族譜の冒頭部分を見てみよう(文中の
句読点は筆者が打った)。
【……貝l】夕口吾門苗裔, 出自帝災 開国者,巳在唐虞之世。慨自周宋
以後,世遠年 煙営 ・難追矣。-冶 至明時,故土係居三楚小邑本郡
麻城。甲申兵変, 不甚東逃西散之苦。洪武貳年, 各奔西蜀川東川
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
北之。分玄一長房寓居巴ID-玄二次房居住豊都,玄三三房落葉仁
寿。房総三分,天各一方,而木本水源尤宜考究。時序逓遷,歳月
易逝。閲歴明末永暦万暦之時,幸過才士,偶逢騒人高宗師,更改
姓字。原係龍姓。夫龍者,乃蚊龍変化之龍。宗師謂其有犯聖譚，
爰筆而親之日隆。夫隆者,乃隆盛之隆,糞其子孫,具祀有綿遠隆盛
之象,而無衰敗之体者也。此三代之時,移姓更変,非清時之謂也。
……」
……われらは帝の開国期に出自し、唐虞の世にすでに存在した。
しかし、惜しいことに周宋(后周・北宋?)以後には、もはや系譜
関係がはっきりしなくなった。そして、明代には、三楚の小さ
な県本郡麻城に居住していた。ところが、甲申の戦争のため、
みなあちこちへ逃げ散ってしまった。ついに洪武2年になると、
それぞれ西蜀の川東・川北へと遷移するようになった。長房玄
一が巴邑、次房玄二が豊都、三房玄三が仁寿に根をおろした。
この三房はめいめいの土地に居を構えているものの、木本水源
のたとえのごとくさかのぼれば、同じく祖先にたどり着くもの
である。しかしながら、歳月のたつのがまことに速い。明末永
暦(?)万暦(1573-1620)年間には、詩人で、有識者である高宗師
に偶然に出会い、姓を変更してもらった。もともとは龍姓であ
った。そもそも龍とは洪水を起こすものだ。宗師が言うには、
この龍では皇帝の譚を犯すことにもなりかねないので、みずか
ら筆をとって隆に改めた。隆は隆盛をもたらすという意味で、
子孫が代々絶えることなく繁栄してゆくことを期している。
妨
-現在見つけだした隆氏の族譜のうち、「湖廣填四川」のため、
豊都県に移住した隆氏の始遷祖の移住時期、移住の理由をはじ
め、移住当初の様子および龍姓から同音異字の隆姓へ変更した
理由などを記載しているのは、この手書きのみである。
2。移住当初の隆姓及びその郎渓・大田濁への移動
漢人社会の場合、同じ宗族ならば、名前をつけるに際して、
同じ世代の者同士が「輩名」を共有することで、どこにいようと、
親族におけるお互いの世代ランク、上下親疎が一目瞭然である。
四川省ではこの輩名を「字派」という。たいがい五言詩か七言詩、
または四言詩の形式となっており、韻をふんでいるゆえ、誰で
も簡単に諧ずることができる。しかし、馮家億村では、その輩
名を表記する文字については、同音語の区別にさはどこだわら
ぬようで、多くの村民は口ですらすら言えてもその文字を正確
に書けない7 
．おそらく輩名詩を考えた人は、読み書きのでき
ぬリニ ジーの成員にも、各世代を示すそれを覚えさせるために
凝らした工夫であろう。
三元区龍洞湾に住む隆長倫氏(元豊都県長)にう力^J}゛つたとこ
ろ、彼らの「字派」輩行名は以下の通りである。「時潭　・於徳、正
大光明。福滓長遠、応運維新。文安武定、治順化賢。天斉顕汝、
世際時清。」どの宗族にも世代ランクの上下関係によって、尊
卑・遠近・親疎などといった相互関係が決まり、世代間の混乱を
免れるため、それぞれの輩行を示す文字の重複は本来ならなる
べく避けるのである。しかし、32文字の四言詩としてまとめら
れたこの輩行名は、なぜか「時」という文字を重複させてしまっ
た。単なる単純な間違いであろうか。
龍洞湾居住の隆姓の輩行名をメモした同氏のノ トーには、隆
姓の別なサブリニ ジーの輩行名が記されている。「時層 於徳、
正大光明。君滓顕廷、登啓宇文。興守維忠。」この輩行名はわず
か20文字の四言詩となっており、中途半端な気もする。しかし、
冒頭部分には、1663年、隆時功が湖北麻城より豊都にやってき
た当時、県内の人口が400人であったと記録されている。この
サブリニ ジーにおけるいわば伝説の始遷祖隆時功は、馮家現村
居住の隆姓の13世代の祖先隆時泰及びその弟時通と同じく輩行
名をもち、おそらく同世代の者であったと推測できよう。もっ
とも、馮家幌の隆姓の輩行名は「時瀋 於徳滓、仕正大光明。……」
と五言詩のようになっており、少々の食い違いがあるとはいえ、
輩行名の一致という点からみて、少なくとも隆時功が豊都へ移
住してきた1660年代までは、龍洞湾居住の隆長倫のサブリニー
ジ、隆時功の属するサブリニ ジー及び馮家唄居住の隆姓は同じ
リニ ジーにあったことは間違いなかろう。ただし、その時分は、
馮家外の隆姓の13世代の祖先隆時泰はまだ朗渓に住んでいたの
? ?
?
?
?
-であろう。
現在言い
こそあれ、
つている。
?
?
?
えられてぃぷ)これらの隆姓の輩行名は多少の違い
いがい「時磨 於徳渾、仕正大光明。」からはじま
ころが、見つかった手書きの族譜の記録によると、
隆姓は明洪武2年(1369)、戦乱を避けるため、3人兄弟が湖廣か
ら四川にやってきたという。3人とも四川省東部に落ち着くこ
とになったが、豊都県に来だのはそのうちの玄二であった。そ
れ故、彼が豊都県に移住した隆姓の始遷祖となるわけだ。いま
現存する族譜や経単簿の記録によれば、四川に定住するように
なってからの輩行名は、馮家僕在住の隆姓の場合は13代目から
数えることになり、そして目下のところすでに24世代まで続い
ている。始遷祖を同じくする大田坦など県内における他の村落
に居住している隆姓には、早くも26、7世代まで下る者もいる
にもかかわらず、輩行名からみれば、せいぜい14、5字の「世守
維忠孝」までしか綴らないでいる。ここで疑問を感じたのは、
豊都へ移住した13代目までの12世代には、いわゆる輩行名とい
う命名法がなぜ使用されなかったのか。馮家億村3組隆家の「世
系図」系譜図をみると、2代目が以、3代目が子、5代目が永、6
代目が天、7代目が伯、8代目が日、9代目が大、11代目が国と、
輩行名が用いられていることは一目瞭然だ。ただし、4代目、10
代目及び12代目のはおそらく字または号のどちらかであろう
ことが推測できよう。
一方、村人の言い伝えによると、せいぜい朗渓の始祖12代目
の宗友公とその兄弟金甲公までの記憶しかさかのぼることがで
きない。この宗友公の墓が朗渓にあり、磨礎墳と呼ばれる。こC± ″dヽ V ' o　Ｌ　y／ノ7T ＼ぷχ、ヱ  ^^ノ召t4' ふSfコi大i ～ £fノ ソ JC:J5TJiiり5lc－Mj IfcSヽ ・ レ'aノo　 ｔ
の 地 方 で は 、 新 天 地 を 開 発 し 、 そ こ で 定 住 す る よ う に な っ た サ
‾　-　=　　　　　　Ｗ --=-　　　　　　　　　＝ 　■ブ リ ニ ジー の 始 祖 の 墓 地 を 磨 碓 墳 と い う 。 磨 碓 と は 、 墓 印 と し
て の 自 然 石 の こ と か と 思 わ れ る 。 宗 友 公 の 息 子13 代 目 の 時 泰 と
そ の 兄 弟 時 通 も 同 じ 朗 渓 に 居 住 し 、 死 後 そ こ に 葬 ら れ た 。 お そ
らく湖廣からはるばる豊都に移住してきた玄二の子孫は、ずっ
と適宜な移住先を探りながら県内を転々としたのではないかと
想像できる。そして、11世代にわたって先人たちの並々ならぬ
努力により、12代目の宗友公のときになるとようやくその移住
先の模索が一段落し、相対的な安定期に入っだ頃であろう。
民国期、大田方で行われた「清明会」のおりも、やはり朗渓に
ある磨碓墳を参ったそうだ8o なぜ相対的な安定期というのか。
隆姓の系譜図をみてわかるように、その後も子孫の繁栄のため
数世代ごとにたえず移動を繰り返している。12代目の宗友は朗
渓に移動した始祖で、その孫にあたる14代目の康 灼が朗渓か
ら大田そに移動、のちの大田墳に居住する隆姓ゐ始祖となった。
そして、長男世業と次男勲業が大田頻に残ったが、三男宣業以
下はいずれもよそへさらに移住していった。三男は同心獅子堡
釦
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へ
、 四 男 登 業 は 華 厳 平 頂 址 へ 、 五 男 成 業 は 豊 都 を あ と に し 、
球
洲 蓼 葉 渓 へ 移 動 す る こ と に な っ た 。 湖 廣 か ら 四 川 へ 移 住 し た　
””‘　　　　’　　　－　　　　ゝ　-ゝd= ●ll　・t V r一嗜　、　　　－_4 r  1  t‾〆　・/　-●ミ・〃-　　　・-　　ミ'・一明 洪 武2 年(1369) か ら 数 え る と 、 ち ょ う ど15 世 代 目 の こ の 四 男
登 業 の 房 は い ま 馮 家 燈 村3 組 居 住 の 隆 姓 に と っ て 、 分 枝 の 始 祖
に な る わ け で あ る 。 こ こ で ほ か の 隆 姓 の 房 は と も か く 、
馮 家 授
村3 組 居 住 の 隆 姓 の 直 系 先 祖 の み に つ い て 、 も う 少 し 分 析 を 試
み よ う 。
登 業 の 孫17 代 目 洋 栄( 字 は 朝 選) と そ の 兄 弟 滓 貴( 字 は 朝 陛) ま
で ず っ と 華 厳 平 頂 址 に と ど ま り 、2 人 と も 官 に つ き 、 た い そ う
立 派 な 墓 を 建 て ら れ た 。 墓 地 の 形 ・墓 石 に 彫 り 刻 ま れ た 模 様 か
ら 、 朝 選 公 の は 礼 子 墳 、 朝 陛 公 は 花 碓 墳 と 現 在 で も 村 人 が そ　
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。 平
頂 墟 に 居 を 移 し た こ の 房 に は 宗 祠 こ そ 建 て な か っ
た が 、 毎 年 の 清 明 会 づ こ際 し て 、 朝 選 公 の 大 き な 墓 の 前 の 空 き
‾　　” ”　　　　-=　　-　-・-　乙　-●　k la●'
― °゛ ●　'g　●　　－ ●●7　/7「　'・　　-'7　　　　　　－地 で 祖 先 祭 祀 を し た と い う 。 そ し て 、 朝 選 公 の4 男18 代 目 仕 達
が つ い に 馮 家 慧 へ 移 住 し 、 馮 家‘竣 の 隆 姓 の 房 の 始 祖 と な る 。 馮
家 が「上 院 子 」の 隆 姓 の 墓 地 の な が で 、 も っ と も 立 派 な 墓 は こ の
仕 達 公 の も の だ 。 仕 達 に は7 人 息 子 が い た が 、 上 の3 人 が 平 頂 述y
に と ど ま り 、 下 の4 人 が 馮 家 縛 に 葬 ら れ た 。 い ま 馮 家 現3 組 に
。ー　　　　　-　ミー 　　－ 　ミ生活しているのは、19世代の6男正倫と7男正級の子孫である。
ここで人的移動が終わったわけでは決してなく、さらに続いて
いく。詳しくは「5．馮家瘤への定住」を参照されたい。
要するに、湖廣から移住先を追い求めに四川へやってきた隆
姓の3人兄弟が移住当初から巴県(重慶市の近郊)、豊都、仁寿(
四川西部)へと散っていった。そのうち、豊都に移住した玄二
の房の12世代の子孫宗友がついに朗渓に居を構えることになる。
そこから、いまの行政区画でいえば、鎮江郷大田が→同心郷山
頂村獅子堡→人和郷華厳村平頂址 →適陵蓼葉渓→名山鎮馮齢?
村馮家T珊など、県内を中心に、さらに隣接の培陵へと分枝し、2
、3世代ごとに移動を繰り返していく。石嶺郷安隆橋村や名山
鎮新堤村の隆姓については、つぎの節に譲りたい。しかし、重
要な問題点が残っている。
/. 豊 都 県 に お け る 隆 姓 の 主 な 居 住 ・移 動 分 布 図 を 示 し だ の は
ー-　　　　　-　ふ 　．--　　　　　　　　・″　　ｉ- ●／●゛ 　　　　　－　　－　　。図J で あ る 。 四 川 へ の 始 遷 祖 か ら12 世 代 に 至 た る 間 、 い っ た い
ど の よ う な ル トー を 経 て 朗 渓 ま で た ど り つ い た の か と い う 点 に
Ｗ　－　－　　／　　‾　”　 －　－ －関 し て は
、
族 譜 な ど の 資 料 が 乏 し く 、 知 る す べ も な い の が 現 状
で あ る 。 そ れ か ら 、 朗 渓 → 大 田 が → 獅 子 堡 → 平 頂 址 → 蓼 葉 渓
- ―／　＝　Ｗ　　～「　　　　　　ＷＷ ㎜” －→ 馮家 痩とい う方 向でj 隆 リニ ジーの人 的移動 は何をつて に行
われ たのか。金 でも のを言わせ たのか、宗 族 の結集力 に よる か
そ れとも 婚姻 関 係 がきっかけと な っだのか につい ても 、い ま だ
にわか らない ま まであ る。
2 。そして、金盤郷龍洞湾村龍洞湾、三元郷灘山外村、理明
つ
i、
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郷晒 谷が村興隆湾、紅星郷隆家溝村隆家溝など県内ほかの村
落に住む隆姓とは、輩行名の一致、民間の言い伝えなどからみ
ると、四川への始遷祖を同じくすることはほぼ間違いなかろう。
ただし、どの時期にどのようなル トーでどのように移住したの
かははっきりしない。他方では、三元郷隆長倫の属するリニー
ジは1663年、湖廣から移住してきた隆時功という人物が始遷祖
とされるが、朗渓の隆姓と何らかの形でつながっていたに違い
ない。ただ、これまでの不十分な資料では、その系譜関係を追
及することは無理かもしれない。
、ヨ。豊 都 県 の 東 部 は 石 柱 土 家 族 自 治 県 、 東 南 部 は 彭 水 苗 族・上
家 族 自 治 県 と 接 す る 。 彭 水 の さ ら に 東 部・東 南 部 に は 黙≒ 江 上
・　　　　　==　J=　　ミ　ー・ =　=　=　-
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家 族 苗 族 自 治 県 お よ び 酉 陽 ・秀 山 上 家 族 ・苗 族 自 治 県 が あ る ． こ
乙　　　　ミ　　　　　　ミ●　
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ミ　　　〃・　－゛s 'r/ ｀mJ-/゛ ●　・ ●⌒f●-　　　　　　　　　■・・■ －れ ら のう ち 、 石 柱・野 江・酉 陽・秀 山 は 湖 北 省 と の 境 目 に位 置
し てい る 。豊 都 県 を取 り 囲 む 周 囲 の 環 境 を 考 慮 す れ ば 、 隆 姓 リ
ニ ジー を は じ め と す る 湖 廣 か ら 移 住 して き た 人 々 と 苗 族 と の 関
係 にも 留 意 す る 必 要 が あ る よ う に 思 わ れ る 。
ほかに、皇帝の忌みにより、「龍」から「隆」に改姓させられた
という記載も興味深い。というのは、早期の苗族は明代まで「
有名無姓」の状態がつづき、明万暦年間(1573-1620) に一部の苗
族居住地域においてはじめて呉、龍などの姓氏が使用されるよ
うになった。なかでも、四川の東部に接する「湘西」湖南省西部
には呉、龍、石、麻、寥という五大姓氏がもっとも数多く、龍
姓の一部は隆姓から改姓されたもので、「小龍」と呼ばれる。も
ともと龍姓ならば「大龍」と呼ばれて、この「大龍」と「小龍」との
間は通婚できる。「同姓不同宗」で、「共祖」同じ祖先を持ってい
ないからであろう9o 明末清初、政府による「湖廣填四川」とい
う移民奨励政策によって、苗族を含む少数民族と漢族との間に、
どのような同化、融合、相互的影響があったのだろうか。
3．安隆橋の橋普請
さて、鎮江郷安隆橋村に居住する隆姓の移住史をみることに
しよう。
安隆橋村は豊都県城の北に位置し、徒歩では約1時間半かか
る。世帯数191戸のうち、隆姓が半数以上の150戸を占めている。
隆姓のほか、朱、李などの姓があるが、現在のところ村の党支
部書記は隆姓だが、村長は朱姓である。解放前のこの村では、
隆姓のほか、李姓の勢力が割合強く、甲長・保長などは異なる
姓氏のバランスがとれるように、順繰りにっとめた。解放後は、
朱姓が隆姓に次ぐ二番目に強い姓氏となったそうだ。戸数上、
隆姓が圧倒的な優勢にたつにもかかわらず、村レベルの幹部の
座をすべて隆姓の者が占めるわけにはいかないらしい。
匹
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県政府に勤務する安隆橋出身の隆文平氏から、村に定住する
ようになった隆姓の移住史I 0
を伺った。安隆橋の隆姓には、民
国15年(1926)、清朝素 生。であった隆正笏が編纂した『隆氏
族譜』(上下冊)がある。言い伝えによると、明洪武2年(1369)、
隆姓の2人兄弟が湖廣からやってきて、当時は忠県hua家fu(こ
こで、まだ確認できていない漢字を、ロ マー字でその発音を示
した。以下同様。)にいた。その頃は貧乏だったので、力仕事
で生計をたてていた。のちに豊都県の朗渓に住み、さらに忠県pa
山に移り、三元郷灘山現、安隆橋に定住する前は豊都東部の
隣接県石柱に居住していた。しかし、そこは長江の南岸の山間
地帯であり、住み心地が良くなかった。そこで、適宜な移住先
を占ってもらい、結局康煕年間(1662-1723) に豊都県安隆橋に
定住するようになった。
ところが、石柱から再び豊都県に戻り、安隆橋に居を構えよ
うとしたおり、すでに安隆橋には「先住民」である別の隆姓リニ
ジーがいた。もっとも、石柱からやってきた隆姓はもともと隆
姓ではなく、龍姓であった。先住民の隆姓に対して、新来者の
彼らは「低3輩」3世代ほど下位世代として扱われ、そこに定住す
るようになったのには、さぞかし長い道程であったろう。
清道光16年(1837) 、隆姓の者を中心に、安隆橋の工事建設の
ための募金を行い、立派な橋を作ることができた。当時、「監
生」。である隆萬善が書いた碑文が今でも橋のそぐそばにある
碑亭に刻まれている。その概要は以下の通りである。
「われわれの故郷は北は王家場、社壇、南は県城へ通る交通
の要所に位置する。2つの山がそびえたっており、その谷間を
川が流れてゆく。春から夏の季節の変わり目になるたびに、川
が増水し、古い橋がすっかり流されてしまい、人々は川を渡る
ことができず困り果てている。亡き父が存命中、この橋の再建
を幾度も計画したが、その願いがついに叶わなかった。昨年の
冬、予は親族・姻戚・隣近所の衆と相談し、塵も積もれば山とな
るという思いで募金簿をこしらえ、広く募金を呼かけたにもか
かわらず、手にした額は僅か数10余千文に止まった。ああ、こ
れだけではどうにもならんと、川に臨み何度嘆いたことであろ
う。そこで、兄弟が母上に事の経緯を報告した。母上が申すに
は、みなのお役にたてるなら財産を惜しむことなんぞあるまい。
橋普請のためならば、喜んで寄付させても
汝らそれを為し遂げたまえ。母上の了解を
取りかかり、春から夏にかけて、六ヵ月に
設を完成させた。それ以後、洪水が起きよ
らおうではないか。
得てさっそく工事に
わたりついに橋の建
うと橋はびくともせ
ず、舟の便もよくなった。兎にも角にも橋ができたため、人々
は自由に往来できるようになった。ゆえにここにて橋普請の由
を記して、並びに寄付者一同の名前を石に刻ませて頂きたく、
?
?
?
?
?
-申し上げる次第である。」
この橋は「単孔石貳　橋」ア チー型の石橋で、長さ約10数メ トー
ル、幅3メ トール。文化大革命の動乱期までは、橋の両側に石の
手すりもあり、橋の表面に龍や鳳凰などの模様が彫り刻まれた
大変立派な石橋であった。石の手すりやきれいな模様などが取
り壊されてしまったにもかかわらず、往年の面影がまだ残って
いる。橋の近くに建てられた高さ約2.5メ トールの碑亭には、安
隆橋という文字が大きく刻まれており、周囲を人物や龍などの
めでたい模様が描かれている。6角形の石碑に、どの方向から
も見えるように、橋普請の顛末を記した碑文がぎっしりと連ね
られており、寄付者及びその寄付の金額まで全部載っている。
この碑文をもとに、表/どのごとく、安隆橋工事のための寄付
金内訳表を作成した。この表に出ている寄付者は計125名。そ
のうち、隆姓が57名、半数近くを占めているが、金額のほうが
寄付金全額の96.昭を占めている。さらに、隆姓の主な寄付者
の系譜図を図4 で示した。募金を募るために「会首」世話役が必
要だが、その役にあたった者も隆姓だ。表にわずか1世帯しか
ない姓氏には、臨時的に来た石大工が多かった。ここでひとま
ず2世帯以上の寄付者を、当時この村に居住していた者とする
が、計57世帯で、隆姓の世帯数とほぼ同数だ。つまり、隆姓以
外の姓氏は世帯数こそ村の半分を占めていたにもかかわらず、
かれらからの寄付は実際のところ、取るに足らぬものに過ぎな
かった。碑文には、世話役、一般人、「隆門」、「郷約」、石大工
隆為 、氏同男の順で、寄付者の名前を並べている。ここで言う
一般人には、隆姓をはじめ、ほかの姓氏も混ざっている。「隆
門」には、楊安泰、秦先癩 、隆萬興、隆元徳の4名が挙げられ
たが、おそらく楊と秦は隆姓の姻戚ではなかろうか。「郷約」は
旧時、村内の公務を司った保長・村長のような人物であり、橋
普請のような地域社会の公共事業にはこれらの人々の協力が必
要である。ここで注目すべきなのは、碑文の最後に掲げられた
隆 希 氏「同男」とその父系親族一同による寄付である。計480,000
文、全額の89.5%となっている。
地元に居住する隆姓の言い伝えによると、この橋がようやく
完成し、橋の命名をしようとした時に、思わぬ一悶着が起きた
という。橋は安long橋(龍と隆は同音異字で、両方ともlongと
発音する)と決まったが、肝心な真中の1:文字は隆と龍のどちら
にするかで決まりかねた。あげくの果て、県まで訴えて、仲裁
をしてもらった。結局、龍もよいが、それより勢いが盛んなこ
とを意味する隆盛の隆に軍配があがり、橋は安隆橋に決まった
のみならず、もともと龍姓リニ ジーの者までそれ以後悉く隆姓
に改姓したのである。そのため、碑文を見るかぎり、龍姓が1
つも見当らず、全部隆姓となっている。のちにこの村は橋にち
i  こ
-なんで安隆橋村と呼ばれるようになった。清代道光16年(1837)
の出来事であった。龍姓が石柱からこの地に移り住むようにな
って174年目にあたる。新来者の龍姓が安隆橋に移住し、農業
だけでなく、商売でかせいだ金でどんどん田畑を人手する一方、
子弟に読書に励ませ官についたりすることで、すっかりと勢力
を伸ばしてゆき、定住するようになった頃でもあろう。そこで
村で強力な経済力をもつ龍姓の者は、さらに地域リニ ジーヘの
発展をはかるきっかけをつかむのに、みずから筆頭として橋の
建設に乗り出しだのではなかろうか。先住民の隆姓とのいさか
いを端的に現わした事件である。
ところが、当時橋普請の寄付者の隆姓のなかには、朗渓から
安隆橋へ分枝した隆姓と、石柱から安隆橋へ移住してきた隆姓
が、それぞれどれだけいたのだろうか。碑文にはもちろん、そ
んなことは一切触れていない。そこで、隆正笏、が民国15年(1926)
、安隆橋ができた87年後に編纂した『隆氏族譜』を頼りに、
確認作業をした。この族譜は康煕年間(1662-1723) 、石柱から
安隆橋に移住してきた隆姓リニ ジーの移住後の様子を中心に書
かれた。安隆橋への始遷祖君佐公から数え、その輩行名は「徳
単鳳麟萬、武正大啓。」の9字のみ。隆正笏が族譜の編纂に着手
したころは、すでに始遷祖から10世代つづき、それまでの輩行
名では間に合わなくなった。そこで彼は新たに91字をつけ加え、100
文字の五言詩のような韻文に仕上げた。彼の考えでは、1字
は1世代、20年を1世代とし、計100字の輩行名があれば、しめ
て2000年くらいは心配がないだろうということである。
寄付#- 覧には、隆ノ)氏「同男」とその父系親族が一目をお
かれる存在だ。ちょっと引用させてもらおう。「2房:孫 隆武靖
武昭 武奇、3房:監生 隆萬善、4房:隆萬雲、5房:隆楊氏」この6名
だけで計480,000 文を寄付した。系譜関係が不明の者が何人か
いるが、ここで安隆橋工事に際する隆姓の主な寄付者を図で示
した。ここで孫というのは、あくまでも隆講 氏という老夫人
に対してだ。この親族関係に関する貴重な記述から、隆姓リニ
ジーにおける隆訪 氏の亡き夫は「麟」字の世代であることが確認
された。「萬」字世代は彼女より1つ下位の世代で、5房の隆楊氏
の夫も「萬」字世代である。
筆者が思うには、安隆橋を建てる目的の1つは、石柱からき
た隆姓リニ ジーの力の誇示にある。この図でよくわかるように、
橋普請のための費用の大部分は、「麟」字世代の2房の子孫が負
担している。「麟」字世代の4人息子は「老4房」とよばれ、橋普請
のころ、「長房」長男麟元と「次房」次男麟亨はそのまま安隆橋正
冲に居住しているが、「3房」3男と「4房」4男はすでにほかの村落
堤上水渓子へ再移住していった。ほかの村落へ分枝した「3房」
と「4房」の隆姓リニ ジーの成員は安隆橋に住んではいないものの、
?
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-橋普請に際してちゃんと寄付金を寄せ、リニ ジーとのつながり
をしっかりと保っている。安隆橋へ移住して4世代目の2房麟亨
の家系ははとりわけ金持ちで、官につく者も多かった。麟亨と
隆湾 氏の3男萬善は当時は監生で、橋工事の経過を綴ることか
ら、おそらく当時リニ ジーのなかでもっとも偉い読書人であっ
たに違いない。
寄付にあたっては、隆姓リニ ジーにおいて、「萬」「武」「正」「大」
の4世代にわたって寄付金が集まった。ところが、民国期の族
譜に掲載されたリニ ジー成員の名前の欠如と確認が行き届いて
いないうえ、「正」「大」の2世代は、ちょうど先住民の隆姓リニー
ジと輩行名(…時;凛 於徳滓、化正汰 光明…)が重なってしまった
ため、実際誰がどのリニ ジーの者か、確認作業が難しい。推測
するに、先住民の隆姓リニ ジーからの寄付が20数戸あるが、ほ
とんどの場合は少額に過ぎない。
以上は安隆橋の工事を中心に、新来者の隆姓リニ ジーと先住
民の隆姓リニ ジーの村落における力関係を考察した。康煕年間、
石柱から豊都県安隆橋に移住してきた隆姓リニ ジーは商売と官
職による収入で、移住して4-8世代目に財産を作り上げ、つい
に橋普請という村落社会の大事業に取組み、地域リニ ジーヘ拡
大していくための一歩を踏み出した。先住民の隆姓リニ ジーと
違い、彼らは祖先祭祀をするための祠堂を建てるほどの余裕も
あり、毎年の「清明会」をおこなうのに、60石の「祭田」祭祀用の
田畑がある。
しかし、問題点が1つ残る。豊都県内の姓氏の多くは清代康
煕年間、湖廣からの移民だということは前にも述べた。それに
対して、安隆橋に居住する隆姓リニ ジーのいずれも紛れもなく
明代洪武2年(1369) に移住したものである。ただ、湖廣から一
旦豊都県にやってきて、その後は石柱県に移り、さらにそこか
ら安隆橋へと、移住先を転々としているため、同じく隆姓だが、
相対的に先住民の隆姓からみれば、新来者とみなされていた。
異なった長い移住過程をたどってきたこの2つの隆姓リニ ジーは、
どこかでつながっていないだろうかと筆者は感じる。この疑問
を彼らに投げかけたが、なにしろ民国期以前には族譜というも
のがない、あるいはかつてはあったにしても、土地改革や文化
大革命の時期に処分されてしまっている。2つの隆姓リニ ジーの
成員は、始遷祖の四川豊都県への移住から約325年間の移住史
について、知っている者がほとんどいない。
先住民の隆姓リニ ジーの場合、ちょうど移住先の模索が一段
落し、朗渓に定住するようになった12、13世代目にあたる。現
在用いられている輩行名はこの13世代目から数えられ、保存さ
れている大田降の族譜(民国期に編纂された)には、この13代目
） ぶ
-の祖先を移住先朗渓への始遷祖として書かれているが、湖廣か
ら四川へ移住した始祖から12世代目に関する記録は皆無である。
もう一方の隆姓リニ ジーが有する族譜(民国5年に編纂された)の
序文によると、過去には族譜というものがなかったため、リニ
ジーの移住過程などについて知るすべがないとのことだ。この
族譜の内容は、あくまでも清代康煕2年(1663)石柱県から再び
豊都県に再移住した始遷祖から200年近い期間の出来事にとど
まり、石柱県にいく前の様子、さらにそれ以前をさかのぼるこ
とができなかった。その輩行名も当然、始遷祖から数えること
になるわけである。この2つの隆姓リニ ジーの成員たちにとって、
湖廣から豊都県へ移住した当初の状況について、民国初期に書
き記された族譜という「認識された歴史」の範躊を超えていない。
もっとも、湖廣から四川へ何人兄弟でいつやってきて、それぞ
れどこに根をおろしたのか、それくらいは代々言い伝えられて
いるが、言い伝えの出所ははっきりしない。
湖廣から四川省豊都県へ移住する時期の一致、輩行名の年代
の一致、2つの隆姓リニ ジーがいずれも朗渓とかかわっているな
どの事実から勘案して、この2つのリニ ジーは現在の輩行名が使
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が、現段階にはない。しかし、同じ隆姓リニ ジーの地域リニー
?
?
?
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を目指す上昇過程を考察するのに好適の事例だと考え、安隆橋
をめぐって2つの隆姓リニ ジーの葛藤を通して、移住民がある地
域に定住し、次第に影響力を伸ばしていく過程での問題に示唆
を与えてくれる。石柱県から安隆橋に移住した龍姓リニ ジーが
橋普請などをすることは、みずからの力を誇示する要素が含ま
れ、村落レベルを上回るもっと有力な地域リニ ジーヘ拡大させ
るためのきっかけをつかんだ。
寄付金の内訳が示されるように、龍姓リニ ジーがほかのリニー
ジが太刀打ちできぬほどの経済力をもっていた。橋は安隆橋に
決まっだのは仕方ないとしても、なぜあれだけ橋普請に金をつ
ぎ込んだ龍姓リニ ジーが隆姓にまで改姓する必要があったのか。
先に述べたように、馮家硯に居住している隆姓リニ ジーの祖先、
つまり安隆橋における先住民の隆姓リニ ジーがもともとは龍姓
であった。明代の初頭に湖廣から豊都県に移住し、そして明末
には、龍姓を名乗っていたら、皇帝の譚を犯しかねないと恐れ
同じ発音の隆姓に改めたという記録は華厳村の隆姓の手書きの
族譜にはっきりと記された。安隆橋の建設で地域社会に高く評
価されたはずの龍姓リニ ジーも、果たしてがっての隆姓のよう
に皇帝の譚を恐れたのだろうか。それとも改姓を決断させられ
るもっと大事な理由があったのか。つまり、それまで認識され
なかった隆姓リニ ジーとの系譜関係が判明したことで、あえて
,、う
ゝ
同じ隆姓にしたのではないかと筆者は推測する。安隆橋の普請
から87年後の民国5年(1926)に、石柱からきたこの隆姓リニ ジー
の族譜が編纂された。読書人の厚 生隆正笏を中心にあしかけ4
年がかりで仕上げたものである。しかし、残念なことに、安隆
橋のことも、龍から隆への改姓についても、一切触れていない。
わざと触れようとしなかったのか、それとも資料不足でそうし
なかったのかは、いまとなっては知るすべもない。。
4.華厳の隆姓
つぎは華厳へ移住した隆姓をみることにしよう。馮家燭村3
組隆家の系譜図を眺めると、12世代の金友公とその弟金甲の二
人が朗渓への始遷祖とされるが、金友の孫14世代の 房 灼にな
ると、もう朗渓から大田鴬へ移り、大田担における隆姓リニー
ジの始遷祖となった。始遷祖から15代目は5人兄弟である。長
房世業、次房勲業がそのまま大田幄に残っているほか、3房以
下はいずれも大田両をあとにし、新たな移住先を求めた。その
なかで、いまの華厳村平頂址 に移るようになっだのは4房登業
である。
華厳は大田・唄から約20数キロ離れたところに位置する。低い
山々の間にたんぼが広がっていた。ここは地形上、貯水しやす
いので、1960年代の後半にこの地でダムを建設し、高灘ダムに
様変わりした。 18世紀前半に登業がここを定住の地として選定
したのは、この広い土地に目をつけたに違いない。ダムを見下
ろす丘陵に大きな墓群が点在する。碑文で判明できるもののう
ち、清代嘉慶17年(1813)から光緒8年(1882)の墓がある。なか
でも群を抜いて立派なのは、17世代の渾条(字は朝選)とその次
男仕能の墓地だ。
朝選の墓は花辺墳と呼ばれ、墓の正面は幅5、6メ トール、奥
行きは10数メ トール。大きな石で作られた墓の表面に動物・人物・
花や草などの模様が彫りほどされており、手前に拝むための「
祭台」が設けられている。華厳に住む隆姓リニ ジーには祠堂がな
く、祖先祭祀するための「祭田」もなかったが、毎年の‾清明会。
のおり、祠堂のかわりに必ずこの花碓墳の前で行われていた。
その儀礼が解放前(1949年)まで続いた。朝選はどういう人物な
のか。
華厳居住の隆姓が持っている手書きの族譜によると、朝選公
は「草恩正八品」という官職についていた。さらにその長男仕敏
と次男仕能の三男正名は「邑増生」、仕能の孫大炳は「巡。検貴州
庁 署多 浜 」、大炳の長男光明は「典荷貴州賓叫 」、そして仕能
の次男正徳の孫光燦は「六品御」と、いずれも読書人で官につい
たと記録されている。
-
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大田燦に現在居住している隆姓の族譜によれば、隆姓の最初
の「字派」輩行名はつぎの通りである。「時 瘤 於徳渾、仕正大光
明。」という十文字のみであった。それま懲の輩名がやがて一
回りして終わってしまうので、のちに第17代目の朝選公が先祖
の輩名と重複せぬようヽ新たに「世守維忠孝、家傅在読耕。朝廷
果_治化、海旬協昇平。継述宏先緒、不承万古栄。」という30字
をつけ加えた。つまり、先祖さまの大きな徳のおかげて、一族
が繁盛し出世する。先祖代々の家を守ってゆくのに忠誠と孝行
につきること。つねに読書と耕作をおろそかにしてはならぬ。
朝廷の政治が安定し、僻地においても安穏な暮らしができる。
祖先のあとを引継ぎ、子々孫々栄えてゆくようにという意味合
いである。
碑文によると、朝選が世を去ったのは道光14年(1835)、その
頃妻の張氏がすでに亡くなっていた。そこで、2人の「合墳」夫
婦墓を作るのに、隆姓リニ ジーの成員計25名が連名で金を出し
合い、その世代深度は朝選からみて、息子・孫・曽孫一「元孫」・玄
孫の5世代にわたっている。彼らと朝選公の系譜関係を図ｙ 滓
栄(朝選公)夫婦の墓を建てた者に図示した。ただし、手元の資
料と今までの聞き書きにより、系譜関係が確認できないでいる
のは13名にものぼり、孫:正啓、正福、正祥、正巳。曽孫:大魁、
大元、大周。「元孫」玄孫:光華、光策、光遠、光明、光映、光
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の 次 男 仕 能 の 墓 礼 子 墳 の 碑 文 に は
、
仕 能 が 亡 く な
っ
た の は 光
緒14戊子(1888年八 享年83歳と記されている。ということは、1835
年のころ、彼はちょうど30歳だ。弟仕達はもっと若かった
ろうが、しかし、碑文には仕達の孫の名前まであかっている。
つまり、記載された年代に間違いがなければ、30歳未満の仕達
がもはや孫を持つたということになる。長兄仕敏の孫たちの名
前もある。ほかには、族譜によると、仕能に光明という同名の
曽孫がいることが記載されているが、当時彼はまだ30歳なので、
到底考えにくい話である。
それから、正元という人物だが、図ぎの系譜図を参照すると、
彼の高祖父勲業は15世代目の2房で、長房とともにそのまま大
田幌にとどまっていた。正元にとって、滓栄は「隔房」違う分枝
に属し、しかも8親等である。一般的に漢人社会の服喪範囲は、
「五服」内の親族である。「五服は実際の血縁関係、即ち特定の
個人(ego)を中心とする一定の父系血縁集団の親族の範囲であ
る。」14 egoからみて、この五服と呼ばれる5親等の範囲はその
日常的にもっとも頻繁的に付き合うもので、葬式の場合も例外
ではない。つまり、正元からみた朝選は五服をはるかに超えて
しまった遠い親族であり、本来なら来なくても良かろう。とこ
ろが、朝選は華厳に分節した隆姓、大田痩の隆姓にとっても、
粗末にできぬ重要人物なのである。さきほど述べた隆姓の輩行
-
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字を40字にまで追加したのは、ほかでもなくこの朝選であった。
「草恩正八品」である朝選のみならず、族譜によれば、その5世
代下の子孫まで読書人、官職につく者が多かった。おそらく当
時までの隆姓リニ ジーにおいて、華厳に住む朝選は出世頭で、
一目を置かれた存在であったに違いない。
のちに朝選の3男仕達が華厳からさらに5、6キロ離れた馮家汐
に移るようになった。その子孫は、毎年必ず朝選の墓花砲墳
の前で行われる清明会に参加し、そして、数年ごとに朗渓の「
大清明会」にも出かけており、解放前までつづいた。華厳に分
節した登業の孫朝選とその親族も、多分朗渓で行われる清明会
にもよく顔を出し、同じく隆姓リニ ジーの大肝燦分枝との連係
をとっていたのだろう。そういうわけで、リニ ジーの存続・発展
に貢献した朝選公の死亡に対して、いくら五服を超えた8親等
だからといって、大田槻の隆姓サブリニ ジーを代表して、正元
が出ないわけにはいかなかったであろう。
一方では、仕能と2人の妻を「合墳」一緒に埋葬した墓は父朝
選の墓より敷地面積がもっと広く、きれいな模様が彫り施さ才れ
たほか、墓の手前両側に石で作られた高さ5、6メ トールの「華表」
が建ててある。これは、読書人のうえ、ある程度の官職につか
ない限り、建てられぬものである。地元の人はこの2本の華表
を「呼広子」といい、墓の代名詞として、仕能の墓は「福 子墳」と
呼ばれている。解放後、墓の周囲に植えられた木々が跡形もな
く伐採されてしまったため、現在のところ見る限りは、父朝選
の墓と比べて勝るとも劣らぬほど立派なものだ。にもかかわら
ず、仕能の墓を建てたのは、3人の息子に孫1人に過ぎなかった。
これには一つは仕能の直系子孫に読書人で、官につく者が多く、
経済的な余裕があげられよう。五服の原則も関係するが、隆姓
リニ ジー、サブリニ ジーにおける仕能の役割と貢献度が、父朝選
公とは比べものにならなかったという点も見逃すことのできぬ
要因ではないか。
解放前、華厳に住む隆姓リニ ジーが行う清明会には大清明会
と小清明会の2種類がある。大清明会には、馮家硯に移動した
朝選の3男仕達の子孫が参加するが、小清明会はおそらく朝選
の兄弟朝陸の分枝を中心としていた。しかし、両方とも祠堂も
なく、祖先祭祀のための特別な祭田もなかった。ただ、解放直
前までに200石あまりの土地をもち、その中から一部の土地を
祖先祭祀用の祭田にしようとしたところ、新中国の誕生を迎え
たので、実行に移すことができなかったという話を馮家授の隆
姓の古老から伺った。
華厳村に住む隆姓から見せてもらった手書きの族譜では、湖
廣から四川に移住した3人兄弟の記載からはじまり、豊都県に
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始 遷 祖 と す る 父 系 の 系 譜 関 係 を 中 心 に
展 開 し た
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れ な い が 、 大 田 傍 か ら 華 厳 に 移 っ た15 世 代 目 の 登 業 か ら 、 不 完
全 で は あ る が 、 そ の 配 偶 者 の 姓 氏 及 び 墓 地 の 場 所 ま で 記 録 し た 。
記 録 は20 世 代 の 大 、21 世 代 の 光 と い う 世 代 ま で 下 っ て い る 。 そ
し て 、15 代 目 か ら は 、 登 業 の ほ か 、3
房 宣 業 と5 房 成 業 も 大 田 浸
か ら そ れ ぞ れ 新 た な 移 住 先 を 求 め 、 同 心 場 獅 子 堡 と 隨 陵 蓼 葉 渓
へ 移 動 し た 。 こ の 族 譜 は4 房 登 業 の ほ か 、 大 田 頌 か ら 出 て い っ
た ほ か の 兄 弟2 人 に 関 し て 、 そ の
息 子 ま で 族 譜 に お さ め た 。 な
の に 、 大 田 槻 に 残 っ た 上 の 兄2 人 の 名 前 を は じ め 、 そ れ 以 降 の
系 譜 関 係 に つ い て は 、 ま っ た く 触 れ て い な い 。 な ぜ な の か 。
ち な み に
、 大 田 昶 に 住 む 南 陽 堂 置1  5
『 隆 氏 族 譜 』 隆 姓 の 族 譜
と 突 き 合 わ せ て み よ う 。 こ ち ら も ご く 簡 単 な 記 述 で あ り 、 華 厳　
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、
四 川 へ の 始 遷 祖 を た ど れ ず 、 隆 姓 リ ニ ー
ジ が 豊 都 県 へ 移 住 し て 約270 余 年 の 歴 史 に つ い て は 、
空 白 状 態
に あ る と い う 大 き な 欠 点 が あ る 。 こ の
族 譜 で は 、 朗 渓 へ の 始 遷
祖12 代 目 の 宗 友 公 を 始 祖 と し て い る 。 不 備 が 多 い が 、 宗 友 公 か
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” 二ら 配 偶 者 の 姓 氏 （ シ レi 才 、載 せ て あ る 。 そ し て 、15 世 代 目 の5
人 兄 弟 の う ち 、 大 田 ガ に 残 っ た 長 房 と 次 房 を 中 心 に
書 か れ て お
り 、 余 所 へ 行 っ た3 人 の 兄 弟 の 系 譜 関 係 に 関 し て は 、3
人 の 名 前
を と ど め た だ け で あ る 。 毎 年 行 わ れ る 清 明 会 が あ る た め 、 音 信
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不 通 が 原 因 と は 考 え に く い が 、 や は り 兄 弟 と 言 え ど も 、 リ ニ ー
ジ か ら 余 所 へ 移 住 し て い け ば 、 そ の 帰 属 意 識 と し て 、 も は や リ
ニ ジー の 新 た な 分 節 と 考 え ら れ る よ う で あ る ．
こ こ で 、 朝 選 公 の 墓 作 り に
協 力 し た 隆 姓 リ ニ ージ の 成 員 を 考
察 し た こ と に よ り 、 サ ブ リ ニ ージ と そ の 分 節 と の 関 係 に 興 味 深
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いものを感じた
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つ ま り
、
リ ニ ー ジ 内 に お け る 「 紅 白 喜 事 」冠
婚
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葬 祭 に は
、
そ の 参 加 者 は 五 服 以 内 の 親
族 に 限 る こ と が 原 則 で あ
ー
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し か し
、
分 節 に 帰 属 す る 朝 選 公 が 、 リ ニ ー ジ の
中 で 屈 指 の
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え る な ど 、 思 う に 清 明 会 な ど の 祖 先 祭 祀 の お り も 、 「祭 文 」祖 先
へ の 追 悼 文 の 作 成 を ま か せ ら れ る ほ ど 、 重 要 な 存 在 で あ っ だ ろ
う ． 華 厳 の セ グ メ ン ト に 属 す る 朝 選 公 は 、 お そ ら く そ の
上 位 に
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（　　あ る 大 田 鳶 の サ ブ リ ニ ジー 、 そ し て さ ら に 上 位 の 朗 渓 に 住 む 隆
姓 リ ニ ジー 成 員 の な か に お い て も 、 発 言 権 が 大 き く 、 リ ニ ジー を
統 合 す る う え で 、 彼 の 果 た す 役 割 は 無 視 で き ぬ も の が あ っ た と
想 像 で き よ う 。
5。馮家地への定住
大田涙から華厳に移り住んだのはNol5世代目の登業であった。
それからまもなく、登業の曽孫で、朝選公の3男仕達が華厳か
ら5、6キロの馮家頒に移住するようになった。移住時期につい
て、村の形成説で触れたが、父朝選公の存命中にすでに馮家槻
?
?
―
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へ行ったのかもしれない。なぜならば、朝選が亡くなった時、
仕達にはすでに何人かの孫ができ、その孫の1人大原 の名前が
朝選の碑文に連ねられたからだ。がりにその時期を朝選が亡く
なる5年前の道光10年(1830)とすると、もはや160余年経過して
いる。仕達は馮家瘤への始遷祖とされ、その墓は「上院子」の裏
山青桐嶺に建てられ、いまでも毎年の旧正月に墓参りに来てく
れる親族がその墓の前で紙銭を焼き、線香をあげる馮家親に住
む隆姓の墓のなかでもっとも立派なものである。もっとも、華
厳平頂祉!の兄仕能の墓とは同日に語るわけにはいかぬが。碑
文によれば、仕達が世を去ったのは大清同治7年(1868)とのこ
とである。隆家の系譜図をみると、仕達には7人の息子がいる。
しかし、上から3人の息子たちはいずれも華厳平頂述 に埋葬さ
れ、3人の息子たちも華厳に住んでいたであろう。華厳の広い
土地は、彼らの足を引き止めたかのように思われる。
下の4人の息子が馮家がで暮らしており、現在でも3組で生活
しているのは7世帯に過ぎず、いずれも6房正倫と7房正級の子
孫である。民国31年(1942)の統計では、同集落の隆姓も7世帯
であった。ただ、現在では3、4人からなる核家族が大半を占め
ており、約50年前の家族構成がいまより複雑であり、人数も当
然もっと多かったと思われる。
華厳から馮家慢に移った隆姓は戸数が少なく、1つの分節と
してまとまって祖先祭祀するよりも、清明会のおりは、かなら
ず1人ずつの男子が各家を代表して、華厳に出かけていたもの
であった。清明会には大清明会と小清明会の区別がある。華厳
のほうには、大小2つの清明会に別れ、それぞれ父系出自の血
縁の遠近によりできたものである。このような清明会の種類は、
さしずめ華北の「老墳会」と「小墳会」の類に相当するであろう。
馮家禍の隆姓が参加したのは大清明会であり、朝選公の墓花辺
墳の前で祖先祭祀の儀礼と直会をするのであった。おそらく大
清明会の参加者はみな朝選公の子孫ではないだろうか。華厳と
馮家燭の隆姓リニ ジー成員を統合するのに「族長」が必要だ。そ
して、解放直前までの族長をつとめたのは、馮家頻に家を構え、
華厳を含む付近の隣接村落で私塾の先生をしていたNO20世代目
の大有であった。それでもなお、馮家燥居住の隆姓だけでは、
小清明会をやれるだけの統合力と経済力がなかったようだ。
そのほか、大田授・華厳・馮家攻などの地にそれぞれ分散した
隆姓リニ ジーの成員は毎年ではないが、数年間に一度朗渓に集
まって、そこで清明会をしていた。民国26年(1937)、朗渓の清
明会に出るため、馮家頻の隆仲良らが馮家破から約30キロ離れ
た朗渓へいくのに4時間歩いた。当日の晩はまた安隆橋まで歩
き、隆家溝という隆姓リニ ジー成員の居住地に1晩泊めさせても
らった。さらに、民国30年代のある年に、遡浚など余所からの
:: ）
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隆姓リニ ジーの成員がやってきて、豊都県城丁子街の寺で大が
かりな清明会をおこない、この清明会を「合族」同じリニ ジーの
系譜関係を確認するという。この時の清明会には、馮家乖の隆
姓はもちろん、おそらく豊都県内に住む隆姓の多くは代表を遣
わして、駆けつけたかと思われる。その時、祭台のかわりに使
われた机には、各サブリニ ジー・分節・屋敷内居住集団・家族から
あずかった族譜や経単簿が高く積み重ねられたそうだ。しかし、
このような動きは解放後、一切中断させられてしまった。
馮家槻の隆姓は解放前まで、 偽郷長 や甲長をつとめた者・
私塾の先生・竹細工の職人・主として農業で生計をたてる者及び
炭鉱の労働者など、さまざまたった。解放後まもなく繰り広げ
られた土地改革運動により、解放前の各家の経済状況、社会的
地位などに鑑みて、階級区分がなされた。その際、「悪覇」・地
主として銃殺された者もいれば、「自耕中農」自作中農、貧農も
いた。馮家幌 への始遷祖仕達以降を2、3世代下ると、NO20、21
世代目の大・光字世代で'糾、この世代からまた別な場所への移住
がはじまった。時代は民国20年代(1930年代)、移住先は7キロ
離れた人和場(県内定期市の1つ)と四川省西部の最大都市成都
などである。当時の県城から馮家陶、の近くまでは粗末な道路し
かなかった。農業だけではなく、商売でひと儲けしようとした
者にとっては、定期市のある人和場は魅力的な場所であったろ
う。
時代がさらに解放後に入り、とりわけ1958年以後には、農村
人口の自由な移動が規制されるようになった。そこで、No22世
代目の明字世代の隆姓には、進学あるいは仕事関係がなければ、
自由にこの村から去ることができなかった。農村人口の移動に
対する規制がいくらか緩やかになったのは、1978年からの改革
開放政策の実施及び農業の経営方式の変革がきっかけである。
とくに近年では、農業以外で得た収入で農業から手を放すばか
りでなく、住み慣れた農村をあとにし、県城または新城などに
新たな家を構える者がいる。今後、経済の発達により、都市へ
流れていく傾向が依然として強くなる一方、馮家意のような町
に近い近郊農村は、県城から遠く離れた県内の多くの村落より、
その近代化の度合いは、ある意味では農村の都市化といっても
差し支えなかろうが、ますます大きくなっていくことであろう。
以上は隆姓リニ ジーの移住過程を、県内における隆姓のいく
つかの居住地の様子を通して、簡単に振り返ってみた。ここで
気づいたことは、移動が非常に頻繁におこなわれているという
点である。 Nol2世代目の朗渓への始遷祖から、同じく県内でも
平均して2、3世代のうちに、男兄弟の数名がまた新たな土地を
求めて移動してしまうというケ スーが続く。前にも触れたこと
だが、康煕年間を通して、政府による大規模な移民が幾度もお
?．
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こなわれた結果、乾隆31年(1767) の1人あたりl隔Xの耕地面積
は、嘉慶末年(1821) になると、わずか2猷 に激減してしまっ た。
あげくの果て、人 口の重圧に耐えられなくなっ た地域では、四
川省から他の省への流出もはじまった。移民による人口の増加
は、地域差もあるだろう。 12世代目以降の隆姓リニ ジーの成員
はしょっちゅう移動を重ねつつ、ここまで生きながらえ たのは、
おそ らく人口の増加による上地の不足が重要な要因のように思
われる。
しかし、1663 年の豊都県の全人口はわずか400 余人に過ぎな
かったという点を考え合わせると、ちょうど11 世代目の生活し
てい た時代であった。石柱県 から安隆橋に移住した龍姓リニー
ジのように、生活上の便宜や風水 により、ときたま余所へ移り
住むようなことがあっても、のちのような頻繁な移動はしなか
っ たのではなかろうか。
もう1つは限られた土地の肥沃さが原因ではないか。隆姓リ
ニ ジーの居住する村落を数力村 まわっ たが、丘陵地帯か山間地
帯に位置し、稲作ができる たんぼはそう広くはなかった。ほか
には、山あいや丘を利用して小麦・とうもろこしなどの雑穀が
とれるが、収穫高が決して高いものではない。そのため、リニ
ジーの人口増加 により、男子子孫がみな集落にとど まっている
と、次第 に食べていけなくなる厳しい現実が待っていたのであ
ろうことが推測できよう。
ところで、四川省の移住民研究として、1995 年に、山田賢著
『移住民の秩序一一清代四川地域社会史研究一一』が刊行された。
社会史・社会経済史の問題関心から清代の四川移民社会を取り
上げているが、とりわけ第2 章 移住民社会と地域エリ トーは興
味深い。著者は3省(映西・湖北・四川)交界地帯 に位置する四川
東部の雲陽県 における1移住宗族-づ余氏という「大姓」有力宗族
の軌跡を検証するケ スー・スタデ イを通して、「移住民社会内部
においてある社会体制一一安定的なシステムが形成されてゆく過
程を明らかにしようとした1
 6。」
そ して、 爪氏をめぐる様々な社会関係の中から婚姻関係を抽
出し、その変動 を通時的 に検討し、完成された雲陽蝶氏宗族 の
社会関係自体が、すでに安定的なシステムの1つであろうが、
「さらに彼 らの通婚圏という私的な『回路』を通して、宗族連
合とも言うべき社会関係」及び有力宗族の上昇 モデルのプロセ
スを究明することに努めた。保存状態の良好な 碍氏宗族の族 譜
をふまえた山田氏 の分析は、移住民からなる四川省その他の地
域、とりわけ同じ四川東部に位置する筆者の調査村における宗
族の定住過程を理解するうえでも、大変示唆に富む有効なも の
であると考える。さらに、経営面において、大地主＝米商と し
ト
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ての淫氏の商売の手腕、社会的志向性においては、「局紳」とし
て地方行政への参与を果たしてゆく地域エリ トーとしての軌跡
に対する考察は、四川という移住民社会の地域性が見いたされ、
説得力のある論著である。しかし、限られた不完全な族譜しか
人手していない筆者にとっては、その上うな詳細な確認作業は
到底無理かもしれない。
注
(1)四川省豊都県地方志編纂委員会『豊都県志』四川科学技術
出版社:86-87.1991 年。
(2)「四川近代苛萌 囃税考」を参照。胡漢生著『四川近代史事
三考』重慶出版社:1-2.1988 年。
(3)同(2)1991 年。
(4)森紀子:154-167.
(5)沈起稿:502.1983.
(6)この事実が判明できたのは、馮家瓊から徒歩約一時間かか
る華厳村に居住する隆姓の家から、新たに族譜(謄写本)を発見
したからである。その隆姓(隆光元という名前だが、彼の兄隆
光周は解放前に馮家燭村に移り住み、解放直後、村の農民協会
主席、村長を歴任した。現在2組に居住している。2組の隆姓は
馮家ミ瓊村3組の隆姓とは「五服」5親等を超えた系譜関係にあり、
現存する碑文や「経単簿」などの史料から、馮家槻村の隆姓はお
そらく、清の同治(1862-1875) から光緒年間(1875-1909) の期間
にその分枝がこの華厳村から移ってきたものであろうことが推
測できる。
(7)この村に比較的多い 淘 姓の輩名を調べた時、解放前、三代
続きで道士先生をやっていたという家から、輩名を記した族譜
を拝借し、町へいってコピ しーた。あとでそのことを馮家唄3組
で売店を経営している諮。姓のご主人に話したら、僕は音を覚
えているが、どんな字なのか知らないから、その「字派」輩行名
を写させてくれと頼まれた。なお、村民委員会が保存する常住
人口登記簿には、たとえば隆世武という名前があるが、真中の
「世」という字は輩名だが、同音語の「仕」か「時」で書かれたりす
ることはよく見られる。単なる教育水準の問題であろうか。
(8)民国期、大田埓で行われた「清明会」に関して、馮家幄村3組
居住の隆仲良(1912年生まれ。竹細工職人・大工。私塾7年の教
育を受け、会計をやったことがある。)、隆錫武(1924年生まれ。
私塾5年の教育を受け、上地改革のころ、生産大隊の「銭糧」会
?
?
- ・
計係をつとめた。)に伺い、また民国20年代、豊都県城で行わ
れた隆姓の「清明会」の様子については、主として4組隆守栄(60
歳代。小卒。もと県運輸会社の運転手。)から聞き書きしたも
のである。
(9)胡起望「苗族」:274-278.張聯芳主編『中国人的姓名』中国社
会科学出版社　1992.
(10)安隆橋居住の隆姓の移住時期に関しては、隆文平氏が最近
石柱土家族自治県県辨公室の関係者に、その帰属するリニ ジー
の湖廣から四川へ移動した始遷祖の様子を問い合わせた。そし
て、向こうで調べた結果、やはり馮家絢の隆姓と同じく明代洪
武2年(1369)に移民したという事実が確認された。これは単な
る偶然とは思えない。ただし、民国期以前の古い族譜が見つか
らぬため、この二つの隆姓がかつては同じ出自かどうか、つか
みきれないでいる。しかし、両方とも朗渓とのかかわりがあり、
しかも龍から隆へ改姓したなどといった偶然の(?)一致から推
測すると、どこかでつなかっているのではないかという私の思
いがどうしても拭えないのである。
(11)濠 生とは滝 膳生員のこと。明・清期に府・州・県から定期
的に銀及び食糧手当を割り当てられる生員を指す。ここで生員
とは、明・清期に科挙試験の一番下のランクをパスし、府学・県
学において勉強できる者をいう。生員ならば、郷クラスの試験
に出る資格をもち、通称秀才という。
(12)監生とは、明・清期に国子監(封建時代の国家最高学府)で
勉強し、またはそこで勉強する資格を獲得した者をいう。だが、
清代に入ると、このような称号を金を出して手にすることがで
きるようになった。
(13)隆正帽が族譜編纂に取りかかったのは民国1年、4年後完成
した頃には、もはや古稀を迎えていた。当時、交通の便が悪く、
高齢の彼はとても同じリニ ジーの成員たちの居住地へは、いち
いち訪ねることができなかった。『隆氏族譜』の序に、彼自身
が編纂過程の苦労話を書き残している。そこで、彼は主に安隆
橋居住の「麟」字世代の長房と次房の子孫を中心に比較的詳しく
書いた。堤上水渓子居住の3房と4房、ならびに豊都県を離れ、fu
陵に土地を買取り、そこに移り住んだリニ ジーの成員につい
ては、ごく簡単に書いたのみである。それが原因で、自分の所
属する房だけえこひいきするという不満不平の声があがり、族
譜の著しい不備が批判を受けた。
(14)Friediiian,M。1959:43．
/ ／
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(15)ここの南陽堂とは、おそらく隆姓リニ ジーが四川入りする
まで、湖廣におけるリニ ジーの祠堂のことかと推測する。同様
な事例はたとえば、かつて馮家ガに居住していた馮姓には曲水
堂と題名された『馮氏家乗』がある。
(16)山田賢著『移住民の秩序一一清代四川地域社会史研究一一』
名古屋大学出版会:64.1995.
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。安隆橋工事建設のための寄付金内訳表 拡 安隆橋工事建設のための寄付金内訳
単位:世帯/ 文
姓氏 ?戸数(%) ?金額(S)
隆/その他の姓氏 ?125 ?536,380
隆 ． ?57（45.6 ）6
（4.8 ）?518,980(96.8)480,000(89.5)隆 刺 一氏| 同男 」一
?一
口　
－
その他の姓氏
李
何
秦
曽
陳
楊
譚
董
完
謝
草
朱
孫
雷
高
梁
江
文
王 ?68(54.4)12　9　7
6　
6　
6　
5　
4　
2　
1　
1　
1　
1　
1　
1　
1　
1　
1　
1　
1 ?17,400
（3.2 ）
注: ここで取り上げられた寄付者は、いずれも父系親族を代表
する一家の主である。隆再 氏、隆楊氏、李余氏、秦唐氏のよ
うに、配偶者が亡くなり√家を継ぐべき男の子がまだ幼いか、
または不在であろうと推測される場合は、当然彼女たちの嫁ぎ
先の姓氏として勘定した。
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第3章 親族組織とその変容
第1節 宗族
異なる姓氏からなるこの村落において、解放前後・さらに改
革・開放以降という幾つかのプロセスを経てきた宗族がいかな
る変化を遂げてきたのであろうか。そのあり方について追って
みたい。
村人にとって、宗族はどういう概念であろうか。それは、同
じ父系出自の系譜関係がたどれる間柄を意味する。つまり、「
湖廣填四川」湖廣から四川へ移民した世代を始遷祖として、そ
の子孫はすべて同じ宗族の成員とみなされる。宗族の錯綜した
集団を、その構造的ハイアラ キー をー示すと、以下の通りである。
宗族　　　 リニ ジー
↑
房　　　 サブリニ ジー
↑
戸　　　 世帯
↑
家　　　 家族
上記のハイアラ キー にーは、サブリニ ジーの「房」の下に分枝を
示す「支」があるのが一般的だが、調査地では、この言い方は耳
にしたことがない。このほか、宗族の中における遠近を示す指
標として、「遠宗」と「近宗」の区別があり、長男の属する房を「
大宗」、次男以下の属する房を「小宗」という。
豊都県内の移民の場合、一般に清の康煕・乾隆年間に移って
きた者が大半を占めており、移住してから200-300余年だって
いるものがほとんどである。調査地における隆姓の場合は、明
洪武2年(1369)に3人兄弟が、湖北黄州府孝感郷麻城県高岡堰と
いうところから来た。華厳村と大田授居住の隆姓が現存する族
譜によれば、移住元での隆姓の祠堂は南陽堂と呼ばれ、族譜に
よって、かろうじて始遷祖から自分たちの属する房の系譜図を
遡ることができる。しかし、馮家鏝居住の隆姓にとっては、移
住当初から郎渓に定着するようになった第12世代目までの祖先
を記録した古い族譜が失われたため、宗族に関する彼らの記憶
がとぎれてしまい、第13世代目の時通・時泰兄弟までしかたど
ることができない。宗族の系譜を尋ねられても、はっきりした
答えがなく、「都是那幾大房発派下来的」という程度の認識にと
どまっている。清明会が行なわれていた民国期に、族譜を保存
し、馮家僕居住の隆姓は上位セグメントの華厳での清明会に参
加するほか、数年ごとに郎渓の清明会にも参加していた。さら
こ≒
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に、「合族」県内あるいは堵陵など県外に散らばっていた隆姓の
宗族の系譜関係も、確認することができた。
解放後は、清明会が廃止されたものの、宗族の成員の序列関
係を示す「字派」世代名が使用されているため、同じ隆姓ならば、
たとえ面識がなくても互いに系譜関係を確認できる、。五服以
内の宗族の成員であれば、「逢年過節、生長満目」年中行事・冠
婚葬祭・出生祝い・誕生日祝いには、「都要走動」必ず互いに訪問
しあう必要がある。
しかし、湖廣から移住してきた始遷祖から数えて、12世代目
までのほかの分枝の隆姓に関しては、世代名を異にしているた
め、「 昶 不到弔個是老輩子」互いに誰が上位世代なのか、判明
しにくいのである。
1980年代の初期からはじまった家庭生産請負制の実施に伴っ
て、県内のごく一部の地域では、清明会の復活・族譜の再編が
見 ら れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 馮 家 祠 で は 、 個 人 的 に 経 単 簿
を 保 存 し た り 、 華 厳 村 ・大 田 燭 村 か ら 族 譜 を 借 り て 写 し た り す　
二ミ　。-　-　　　　　　　　　　　　皿 － 　＝る者があるが、清明会の復活や族譜の再編にまでは至っていな
い。
注:
(1)たとえば、大田畑居住の隆姓(第26世代)は、馮家鍍の隆姓(
第24世代)とは、14世代目で先祖を同じくするが、15世代目か
ら兄弟たちが分かれてしまい、現在に至っては互いに五服の関
係を遥かに超えている。もし族譜がなければ、世代名が彼らの
相互の系譜関係を確認する唯一の手段だと言えよう。だが、1980
年代から、子どもの命名に当たって、二文字の名前が好まれ
るようになり、宗族の中における上下関係を現わす世代名が無
視されつつある。
万
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第2節 祖先祭祀と清明会、
1.民国期
民国期では、宗祠・祭田の有無をとわず、どの宗族も「清明会」
を催し、祖先祭祀を行なったものである。『隆氏族譜』(1926
年)には「祖宗雖遠、祭祀不可不誠;子孫雖愚、経書不可不読。」と
記してある。祖先がどれほど遠くても、真心をもって祖先祭祀
をせねばならぬ。子孫がどれだけ愚かものでも、経書は読まね
ばならぬということを、譚々と説き聞かせている。宗族によっ
ては、祖先祭祀として清明会のみで済む場合もあれば、春祭と
秋祭の二回に分けて行なわれる場合もある。宗族の規模が大き
いほど、春祭と秋祭をおこなうだけの財力もあり、「族人」宗族
の成員たちの結集力も相対的に強くなっているｈ
清の道光年間に、華厳より馮家岬に移住した隆家の分節は、
解放前(1949年まで)の時点ですでに100余年経過し、世代深度
も第5世代まで数えるようになった、。しかしながら、馮家所在
住の隆姓だけでは、独立した清明会を形成することなく、相変
わらず華厳の朝選公の墓花破墳へ向かい、そこでともに祭祀儀
礼を行なっていた。
馮家慢居住の隆姓の始遷祖である朝選公の三男仕達には、7
人の男子子孫が生まれたものの、長男・五男が夭折し、次男と
三男が華厳にとどまったままであった。四男正常の子孫も馮家
慢に1人も残っていない。つまり、民国期に実際馮家政に居住
していたのは、仕達の六男正倫と七男正級の子孫たちのみであ
り、民国31年(1942) には、隆姓の家族がわずか7世帯であった、。
のちに第20世代である大字世代になると、さらに他地域へ移住
したり、「乏嗣」男子子孫が乏しかったりで、一つの分節として
清明会を運営するだけの資金も人手もなかった。「上院子」と呼
ばれる隆姓の親族が居住していた家屋の裏山楼子嶺には、始遷
祖仕達の立派な墓が横たわっており、それを囲むかのように、
仕達の子孫の墓が置かれている。
したがって、華厳における清明会に際しては、馮家ガの隆姓
の親族が必ず参加する。華厳に宗祠と「地方」祭田もなく、華厳
への始遷祖登業公の孫朝選公の墓花破墳の手前に親族が集まる
のであった。墓の前に大きな木犀の樹木が2本植えられており、
そこで祭祀儀礼が行なわれた。「会首」世話人は各家の輪番制で、
順繰りに清明会の世話役「値年会首」となる。解放直前では、華
厳・馮家媛の隆姓の族長は隆仲良の父大有であった。彼は当時
「私塾」の教師として、大橋・坪上一華厳で教えていた。隆姓の宗
族がそろそろ祭田を購入しようとした矢先に、豊都県が解放さ
れたため、ついに実現できなかった。華厳での祖先祭祀には「
大清明会」と「小清明会」の2種類があり、馮家鍍の隆姓が参加す
??
?
?
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るのは前者のほうであり、毎年の参加者が「10幾 卓 人5J100人
を超えたという。他方、「小清明会」とは、仕達の2番目の兄仕
能の直系親族を中心としたもので、宗族の分節の始祖仕能の墓
楊 子墳の前に集まるのである。
このほか、馮家痢・華厳在住の隆姓の成員は、朗渓で行なわ
れる清明会にも数年に一度は参加する。朗渓には、「湖廣填四
川」四川へ移民して以来、第12世代目の宗友公とその兄弟金甲
公の墓がある。隆姓の朗渓への始遷祖とされる宗友公の墓は磨
碓墳とよばれ、隆リニ ジーはその墓の前で清明会をおこなう。
宗友公の孫席 灼公の代から朗渓をあとにし、徒歩2時間ほど
に位置する矢田暴 へ移ったが、大田珊の隆姓も相変わらず朗渓
の清明会に属する6．民国17年(1928) には、隆リニ ジーは大規模
な清明会をしたあと、族譜を作ろうとしたが、実現できなかっ
た。
一方では、安隆橋居住の隆リニ ジーには、宗祠・祭田を有して
いた。清明会に関する族譜の記載をみてみよう。
安隆橋居住の隆正駱が編纂した『隆氏族譜』によれば、清道
光1年(1821)、祖先が占いにより、墓地を灘山現の青龍嶺に決
めた。そこは隆リニ ジーの「祖墳」祖先墓であった。しかし、「夫
有墳風而無祀典、則先霊之血食傷属闘如。有祀典而無宗祠、則子
孫之奉祀無従会聚。歩青公乃於道光25年分大家時、勧各房子姪
出穀営息、以作祀典。毎歳清明、各房子孫無論在響ト 在培、倶到
青龍嶺拝掃祖墓一次、以示不忘根本之意。此武字派各房伯叔創
興清明会祀典之由来也7．」墓があって、祭祀をしなければ、祖
先が子孫に供養をしてもらえない。祭祀はするが、宗祠がなけ
れば、子孫たちを寄せ集めることができない。そこで、道光25
年(1846)に分家したおり、歩青公が各房の甥たちに穀物を出し
合って、祖先祭祀するよう勧めた。それからというもの、毎年
の清明節になると、響し都にいようと、迭陵にいようと、各房
の子孫は必ず青龍嶺へ集まり、祖先の墓参りをし、自らのルー
ツを忘れないようにするのである。これが武字世代の各房の伯
父・叔父たちが清明会の祖先祭祀をはじめた由来である。 19世
紀40年代後半というこの時期においては、馮家-溥に移住した隆
リニ ジーのちょうど正字世代に相当する。
そして、隆正笏は清明会に関する族規を定めた。まず、人望
のある者2人を族長と副族長とし、祠堂及び宗族の事柄に取り
組む。さらに公正で信頼のおける者2人を庶務とし、もっぱら
祠堂内部の収支及び対外交渉にあたらせ、その任期を5年とす
る。庶務の下に目先の利く者4人を評議員とし、族長を助けさ
せ、その任期を3年とする。民国15年(1926) に族譜を作った隆
正笏のこの提案は、時代の特色を帯びたものであると言えよう。
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職名 ?人数?任期?選出基準
族長・副族長
↑
庶務　　
↑
評議員　　
↑
族衆 ?2
名2
名4
名 ?5
年3
年 ?
最上位世代で人望のある者
公正で信頼できる者
働き手
宗族 の男子子孫とその配偶者
別な姓氏の族譜8では、庶務や評議員のかわりに、族正が設
けられる。その職分としては、高齢の族長を助けて宗族の細々
とした事務に当たらせることである。
なお、清明会に費やされる金額についても、細かい規定がな
された。「値年辨会者毎次辨会活 用、以30釧上下為限。此就前
清時勢而言。若民国以後生活程度太高、則30釧又不足、惟有随時
節省、不可摩費而巳。如有庸費過多者、則帰承辨者自己を 貼。」
毎年の清明会に用いられる費用は、30釧までとする。この金額
はあくまで清朝の相場によるものである。もしも民国以後、物
価が上昇し、30釧では足りなければ、節約して行うべきであり、
むだ遣いしてはならぬ。むだ遣いをし過ぎると、会首がその超
過分を出すこととする。
さらに、「年上50歳者、人祠助祭、由祠支禎橋銭。由惣来弔
助祭者、毎年人支歿船銭、量其遠近酌給。以上2条、該値年会首支
消。」と規定してある。50歳代以上の宗族の成員が清明会に参
加する場合、祠堂がその足代を支払う。涜陵より序卜 都の清明
会に来た場合は、船の代金を支払う。金額のほどは、道の遠近
で決まる。このように、宗族の成員が清明会に出ることを奨励
し、さまざまな便宜をはかったのである。
明洪武2年（1369）、隆リニ ジーの祖先が豊都県に移住してきた
にもかかわらず、その規模は県内において、過去も現在も大き
なものではない。豊都県の他の姓氏の大半が清代の移民という
事実からみて、地域化したリニ ジーのうち、大きな規模のもの
は、必ずしもそれが存続してきた時間の長さに関係するとは限
らないということが言えよう。移住による成員の減少、病気や
貧困なども諸要素もリニ ジーの規模に大きくかかわってくる9。
隆リニ ジーの場合は、湖北から四川に定住するようになって
からも、その子孫がみな同じ土地にとどまることなく、同じ豊
都県内、隣接県、さらに他省へと移り、非常に頻繁な再移住を
数世代ごとに繰り返してきた。地域内での絶え間ない再移住に
よる成員の減少が、隆リニ ジーを小規模なものにとどめさせた
主な要因ではないかと思われる。一方では、四川省の宗族が東
^ 。
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南中国の村落地域に比べて、その活動が顕著ではないのは、や
はり明末清初に行なわれた大規模な「湖廣填四川」による移民が
一つの要因として考えられよう。
2.解放後および改革・開放後の変化
清明会をはじめ、宗族の結合をつねに確認し、結合力をより
強くするためのこうした伝統的な祖先祭祀は、共産党が政権の
座につき、その影響力が以前と違って村落社会の村レベルにま
で浸透するようになったのを境目に、すっかり姿を消してしま
った。清明会どころか、清明節に「掃墓」墓参りという伝統的な
風習も豊都県の農村から消えた。宗族の活動そのものが封建的・
迷信的と否定され、宗族の歩みを記録した族譜および「経単簿」
を保存することでさえ、「変天帳」を持って、捲土重来の日を伺
う下心のある者とみなされ、批判されるのであった。一旦発見
されれば、ひどい目にあわされることになる。
したがって、族譜および経単簿の保存でさえ、非常に不利な
環境に置かれた。これらの資料喪失の原因として、主として以
下の2点が挙げられよう1 0。
①1950 年代後半から繰り広げられた大躍進運動・「公共食堂」
大衆食堂の推進、1960年代の文化大革命および「破四旧1 1」など
をはじめとする頻繁な政治運動に見舞われてきた。そういった
運動に恐れをなした農民たちは、族譜や経単簿を持つこと自体
に不安感をおぼえ、みずから焼き払ったり、あるいは「旅 公」
政治運動の際に、没収されたりしたのがほとんどであろう。
馮家刃3組の隆姓も、いわゆる「反封建」封建的な観念反対と
いう風潮のなかで、ついに族譜と経単簿を何冊か渡し、経単簿
の二冊だけが辛うじて災難から免れたのである。だが、李姓の
ある農民がその『李氏族譜』を保存していたことで、封建的な
家族観念を伝播しようとする者だとされて、農村で民衆の監視
下に置かれるという仕打ちをうけたのである。将来、世の中が
変わることを願って隠し持っているのだろうと見なされて、そ
の族譜も没収されてしまった。このような事例は、当時におい
ては枚挙にいとまがない。
② ほかには 「没有文化」教育を受けておらず、読み書きのぐゝr／　YO｀/V　 ●に ≫a゛^ . ■  u●x-［J    八I   ＼-i］rj八 「こ:J　L一 八 ・／　%≫   ＼J之　ノ　 ／　%　M ／|-　´ I ―I　～　 －
で き ぬ 婦 人 が 「 軽 様 子 」布 靴 な ど を こ し ら え る の に 、 こ れ ら の
F　■　〃　～　　　　　S〃 ゛゛ 　‾　W　W　IW族 譜 ま たは 経 単 簿 がひ き 破 ら れ て し まっ た り す る よう な こ と も
あ っ た 。。 こ の よう な 現 象 が生 じ得 だの は 、 ほ か でも な く 、解
放 後 、 宗 族 の 勢力 が抑 え つ け ら れ 、宗 族 へ の求 心 力 が 大 い に 弱
まっ て し まっ たこ と の 証 拠 に ほ か な ら な い 。
しかし、1980年代のはじめから、人民公社が解体され、家庭
｀? ｀?
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的 生 産 請 負 制 が 行 わ れ る よ う に な っ た
。
生 産 関 係 が 以 前 と は 大
，　
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きく変わったため、生産活動と関連して親族の結合に<_' ゝ 匹 「!ノ 。で ≫―^ # 二 〃ノs　　　 に/こ二tこl 口 十ぷ=弓り十し　i: こ ぷtご ＼ノ　V- ^ソLμ^yy ノ 小口 口¥1 に
動 き が 各 地 で み ら れ た
。
豊 都 県 内 の 事 例 か ら み る と
、
も新たな
親族組織.　　　　－　　　　　　　
’－　　●/-f-/ ・・ I J-J. 'I  T-●に お け る 変 化 と し て
、
（1 ）族 譜 お よ び 経 単 簿 の 保 存
・再 編 （2 ）清
明 会 の 部 分 的 復 活 （3 丿 似 道 場 ）功 徳 儀 礼 を は じ め
、
追 善 儀 礼 ・
葬 儀 に 多 大 な 費 用 が か け ら れ る よ う に な
っ た こ と な ど 、 幾 つ か
の側面に現われているように見受けられる わ たしの調査 村馮ｒ ｌ’ｒ 一 二　 ’－ ’‾　ｙ　 ‾　 ． ．で ｒJ 。て　゛― ノ｀万゛八 ’／　ノ' ■i  ｀″こノo　 ″Sノ/^　v ノ|゛ ノ 謀"j二EL'I:J
家 褐
、
に お い て は
、
功 徳 儀 礼 の 「 倣 道 場 」 が 非 常 に 盛 ん
に な り
、
●tか．「・　　　　ｆ　．ｌ ． ゝ　～-----　 ｔ　 －　一一-t ニ　ニ・　　　 一一　　－・’　　-WW　・　/●　゛●=　・　　－ ・W ●-　Wミ ／　ゝ儀 礼 の 内 容 を 記 録 し た 経 単 簿 の 作 成 も な さ れ て い る が
、 清 明 会
の 復 活 は 見 ら れ て い な い 。 以 下 に は 豊 都 県 内 の 他 地 域 の 事 例 を
少 し 取 り 上 げ て み よ う と 思 う
。
（1）族譜及び経単簿の保存・再編
新中国が誕生してこのかた、30数年の間、族譜の編纂が無視
されてきた。しかし、1980年代には、全国に譜諜学会が設立さ
れ、家乗・族譜の収集および譜諜に関する学術研究が進められ
るようになった。
豊 都 県 に お い て は 、1980 年 代 初 頭 に は じ まっ た家 庭 的 生 産 請
負 制 の実 施 に伴 い 、 土 地 が 農 民 の手 に戻 る と 、家 族・宗 族 の 結
束 が再 び 強 ま り 、 農 民 の経 済 的・社 会 的 な 自律 性 も 取 り戻 さ れ
ー　　　　-f　f　　　　二-．-- --　　　　－ ■　　　　　㎜　　　　・　●-・　●‾　－　y7　f　ダ／- Ｗ　ｙ　’だ
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他 方
、
集 団 経 済 の 基 盤 を 失
っ た 村 ・郷 は 政 治 的 統 合 性 が 弱
ま っ た
。 こ の
背 景 の も と に
、1980
年 代 前 半 に
、
解 放 後 す っ か り
消 え て し ま っ た 祖 先 祭 祀 を 中 心 と し た 宗 族 の 結 合 の 動 き が 一 部
ではあるが、再び見られるようになった 農民のうち、一部の‾ ’こ ” ’ ¨　 ゛　I    ’゛  ゛  ノ“ ノ ’1  ’<j^    -・ ノI  <―    り｀ |´IS ―  ○　/Jべ.1-＼J ゛ノ有 識
者 が 「 績 譜 」族 譜 の 再 編 に 関 心 を 持 ち は じ め た
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族 譜 再 編 に お い て 特 に 目 立
つ の は
、
村
・
郷
・
鎮
・
県 ク ラ ス の 農 民
出 身 の 幹 部 た ち の 役 割
で あ る
。
かれらの目的は、
能、鵬 『 尊老愛幼 』
「使族人理順代次,若竹子之有上下節而不乱，
団結和睦 教育子孫……」宗族の成員 たちにI ご゛゛'z/  ′　　 ゛゛ 　Ｌ」ぶＸ-|’:y・j 【:】 タ l-！^-l /I'M ’| ト1 Hエ|タグフA.  にi　J　J/l ＼ J  /4>'μ入^ ノ μMS^|/ 二 二ノIf－　Ｕ
れ ぞ れ の 世 代 を は
っ き り さ せ 、 あ た か も 竹 の 節 目 の 如 く
、
上 下
の関係が乱れてはならぬ これ をも って 「年寄りを敬い子ど―■   |て^  ^  ＼f I ■* ゛ で　|_HJ T  ’ ゝH-X*     り｀ | ノ ゛゛Q　 ｀'(I'Cl.     り| ノ ゝ。ゝ　l T ≫=u ソ丿 こ 払  V   ■    I     C_
も を 大 事 に し 」
、
団 結 し て 互 い に 仲 睦 ま じ く な る よ う
、
子 孫 を
教 育 す べ き で あ る
。
族 譜 再 編 の 大 義 名 分 は ご く 自 然 の 成 り 行 き
で
、
誰 で も う な ず け る も の で あ る
。
こ の 時 期 に は
、
ま っ た く 興
味 を 示 さ な い 者 も い る
一 方 、 族 譜 の 再 編 も 悪 く な い が
、
「 引 火
焼 身 」 み ず か ら 身 を 滅 ぼ す よ う
な こ と に な ら な い か と
、
様 子 を
伺
っ て い た 農 民 が む し ろ 多 か っ た1
 3  o
そ の た め
、1980
年 代 前 半
ゝ　　ゝ 　
、－　－
「-　aS- 一一 之ミ　＾ 　　　-‾ ミ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●・ -●WW　●に お け る 族 譜 再 編 に 際 し て
、
非 常 に 慎 重 な や り 方 を と っ た の で
あ る
。
『 竹 子 黄 氏 史 略 『1687-1988
』 の 序 言 で は 、 次 の 点 を 明 記
し て い る
。
「修譜活動」族譜の再編に際して、封建的家族の活動をする
とは、新たな社会制度が許せないものであり、批判をうけ、
?
?
丿
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止すべきである。しかし、ここで指摘せねばならないのは、批
判するのは封建的「宗法家族観念」宗族の観念であって、家譜の
再編という正当な行為そのものではない。
みずから聞き書きを続け、族譜の再編に熱心に奔走する幹部
はわずかではあったが、いたのである。そのほとんどは県の党
史辨公室勤務の者、あるいは教育関係などの文化人であった。
彼らは一般の農民より、上の政策の変化の流れに対してずっと
敏感であり、しかも大胆である。長年の政治運動の後遺症によ
り、多くの農民たちはこの時点では、まだそのようなことをす
る勇気がなかったい。
そのような状況下において、族譜の編纂に対する回りの風当
たりは強く、並大抵のことではなかった。支持する者もいれば、
また誤りを犯してはと、懸命に止めようとする者もかなりいた。
したがって、80年代初頭に手がけた族譜は族譜や家譜と明記す
るものが少なく、『竹子黄氏史賠』とか、『何氏史集』という
形にとどまっているものが多かった。
この時期に編集した族譜では、一族の永続を願って、新しく
世代名を増やすなど、内容的にそれまでの族譜との共通点はも
ちろんあるものの、多少異なるところも見られた。その相違点
として、以下の2点があげられよう。
① 男女平等の精神にのっとり、宗族の女子子孫をすべて族
譜にその名前を入れた場合もあれば、男子子孫がないならば、
娘のうち、1人を選んで系譜図に入れた場合もある。娘のみで
なく、娘婿まで族譜に入れたのもある。この点は伝統的な族譜
に比べてもっとも大きな違いである。そうしたことの理由とし
て、男女平等の主張もあるが、「供外族人尋祖稽考」将来、異な
る宗族の者が系譜関係を調べるのに便利だとも考えられている。
② 族譜の「家規」京族の成員が守るべき規則という部分が省
かれたかわりに、「兵 規」や「治家格言」などを入れる場合があ
る。これらの違いは、伝統的な族譜における「宗法家族観念」家
父長的な要素を避けるためであろう。
(2) 清明会の部分的復活
ところが、族譜の再編にとりかかる際、参考となる古い族譜・
経単簿の大半が失われたため、宗族の各房の古老に聞き書きを
し、あるいはかつての宗祠の跡地・「墳園」墓地・石碑などの文物
を考察することが主な手段となる。宗族の有志をあつめて豊都
県への始遷祖の墓へ参ったり、小規模ではあるが、清明会を復
活させたところも現われた。
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1983年の清明節に、豊都県南岸の廂 岡　、郷と隣接の武隆県
双河郷に居住する左姓リニ ジーの20数人が、解放後34年ぶりに
始遷祖の墓へ参った。始遷祖の墓地の前で祖先祭祀をおこない、
墓碑を写したあと、一同は簡単な直会をした。前年の清明節に、
すたれた始遷祖の墓地の復元作業をおこなったのである。これ
は、豊都県内における比較的早かった清明会の復活であろう。
一方では、包檜郷花地堡村の黄姓リニ ジーは、県内における
長江南岸居住の宗族の成員を寄せ集め、清明会をおこなったの
も1983年であった。その際、祖先祭祀のあと、宴会を催し、族
規を定めておいた。さらに翌年には、豊都県北岸・培陵居住の
宗族の成員にも呼びかけ、もっと大規模な清明会の開催と族譜
の再編を予定していた。この祭祀儀礼を企画したのは宗族の中
の人望厚い者・村の幹部・県の幹部である。しかし、ことの経緯
を知った県政府の干渉により、1984年の清明会はやむなく中止
となった。
一方では、近年になると、国家が歴史的文物の保護を明文化
し、さらに省・県・郷の各クラスの地方志の編纂がはじまった。
このことが農村における族譜の再編に拍車をかけた。 1990年代
に入ると、族譜の再編ばかりでなく、功徳儀礼を記録した経単
簿も新たに綴られ、墓地の修繕にも以前より力を入れるように
なった。改革・開放後から今日に至るまで、豊都県の経済発展
は四川省東部の陪陵地区においても、比較的立ち遅れた地域で
ある。さらに全国レベルからみて四川省は、やはり立ち遅れて
いるとされる。
リ
豊都県における宗族の復活は、ごく限られた一部の地域であ
、しかも甘粛省・山東省などの地域のように、経済発展の装
-　・-　=-ｒ-　=　　ｗ　ｗ置 と し て 、 利 用 価 値 が あ る ゆ え に 再 興 さ れ た と い う 次 元 の も の
で は な い1
 5 ． 宗 族 の 復 活 に は 、 械 闘 の よ う な ネ ガ テ ィ ブ な 面 と
社 会 秩 序 の 安 定 ・経 済 発 展 の 機 会 の 拡 大 と い う ポ ジ テ ィ ブ な 面
を合わせ持っている。
豊都県政府にとって、
だが、包槽郷の事例から明らかなように、
宗族の復活がもたらしてくるそのポジテ
イ
ブな面よりも、さまざまな複姓からなる異姓間の紛争を引き
起こすかもしれないという懸念のほうが、はるかに大きかった
のかもしれない。
注
(1)清明節に宗族の成員がその始遷祖、または分節の始祖の墓
に集まり、祖先祭祀をおこなうということを、四川では「鍛 情
明会」という。儀礼が済めば一同は直会をするためか、清明会
を清明培 ともいう。
(2)清同治8年(1869)編纂の『培陵石氏京譜』では、「家規18則」
ら
-SS- ‾
が 定 め ら れ て い る 。 そ の 中 に は 、 「保 護 祖 螢 」祖 先 墓 の 保 護 と い
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途 之 遥; 近 者 逐 年 両 掃
，
勿 吝 物 力 之 靫 難
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」 自 分 の 房 と よ そ　
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遠 く 離 れ た 者 は 年 に 一 度 墓 参 し
、
道 程 の 遠 さ を 畏 れ て は な ら ぬ
。
近 い 者 な ら ば 二 度 墓 参 す べ き で あ り
、
祖 先 祭 祀 の た め に 費 や さ
れ る 財 力 を 惜 し ん で は な ら ぬ
。
(3)第2章 村落の歴史的背景 第3節 隆姓リニ ジーの移住史5. 馮
家瘤への定住を参照。
(4)民国31年編纂『匹1川 ぜP都県第一区白合郷保甲編査冊』に
よる。
(5)この地域の村落では、酒宴を張るとき、8人坐りの食卓「八
仙 夜 」が使用される。ゆえに、村人は出席する人数を勘定す
る場合、机の数で表すのが一般的である。
(6)馮家瓊在住の隆姓の最上位世代の古老が語るところによれ
ば、民国26年(1937) 、朗渓における清明会の参加者は「20幾夜
」、ほぼ200人とのことである。そして、1940 年代のある年に、
豊都県城丁字街の寺院を借りて清明会が行なわれた際、出席者
が「40、50 卓 人」300人を超えた。そのとき、上海居住の隆姓
の親族も豊都県にやってきて、当時県城の下街頭に住む「大爺」
隆j isanrおよび上街頭の「大爺」隆xinsanr が主催して、村・郷・
県・省のレベルを超えた「合族」宗族の統合を実現しようとした。
(7)隆正笏:42-46.1926.
(8)清同治8年(1869))編纂の『嵯綾石氏家譜』による。
(9)M・フリ ドーマン:22-23.1966．
(10)「四旧」とは、文化大革命の初期に、革命の主な目標として
掲げられた四つの古い悪。すなわち、古い思想、古い文化、古
い風俗および古い習慣をいう。
(11)宗族の起源・変遷を記録した族譜、または「 触道場」の記録
である経単簿などのような「認識された歴史」は、民国期以前に
お い て も 、 喪 失 さ れ た 資 料 が 少 な く な い6
-　　　皿、　　　ご　 ～>　 〃 ヘ ノ － Ｗ ’( に' 乙 ター=^ 'II   f￥　／　o ｀　ゝ |　’－| ¶|　○は
、
① 歴 史 上 の た び 重 な る 戦 争 に よ る も の
その主な原因として
。②戊辰年(1928)、ご　 ゛ ～ 八 ―1_‘' 丿i ＼. ^^^     ―t―.    い    ox ‾yy  ^ .J     ≫>―  C八| ‾゛ り| ゛ノo　v と ／/ノヘμ へ^^  い  ・／|“ り/  ＼豊 都
県 長 江 の 南 岸 に 起 き た 「 神 兵 」 に よ る も の
。
③ 親 族 の 不 注 意
で 無 く し た も の の 三 つ が 考 え ら れ よ う
。
(12) 一 般 農 家 の 家 で は
、
学 校 へ 行 く 年 ご ろ の 子 ど も が い な け れ
ひ ，
- ＳＳ‾ ‾
べ
ば、「礼節簿子」冠婚葬祭の金銭メモを記したノ トー帳のような
必要最小限のものを除けば、字を書くための紙どころか、紙屑
を見つけだすことも極めて困難である。
（13）登 江県『何氏族譜』上冊:11.   1991.
（14）しかし、族譜に興味のある農民は決して少なくはない。彼
らの一部には手書きの簡単な系譜図があり、その系譜図や先祖
代々の言い伝えにより、房を異にする五服以外の同姓と顔を合
わせば、「翻譜」どちらの世代が上位なのかによって、互いに呼
称が違ってくるので、よく議論を交わすのである。
（15）曽士才・西滓治彦・瀬川昌久編『アジア読本中国』 河出書
房新社:84-85.   1995.
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第3節 擬制的親族関係
擬 制 的 親 族 関 係 に つ い て 、 法 学 者 の 江 守 五 夫 氏 は 次 の よ う な
定 義 を 下 し た 。 「そ れ は 、 生 理 的 ・血 縁 的 に は 親 族 の 間 柄 に た た_l,_
ゝ、　　l　　・ ⌒HI 二 I . 一エr　八　JU に、＿ふ・―・  t.t.ゝ　kf～ ●‥・　　　一一‘ －:
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‾゛ :L7 "" ・VU ／<iハ' ノ| り｀″|rj lv_ /|に /^な い 人 々 の 間 に 社 会 的 に 親 族 と 類 似
の 関 係 を 設 定 せ ん と す る 慣
行 を 指 す も の で あ り
、
こ の 社 会 的 に 親 族 と 類 似 な 関 係
に お か れ>_　
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，
心 理 的 に も 何 ら か の 形 の 同 類 的 感 情 で 結 ば れ
，
行 動
面 で も 同 胞 愛 的 な 協 力
・扶 助 一 一 た と え ば 相 互 間 の 血 讐 義 務 と か
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の 擬 制 的 親 族 関 係 の 慣 行 が 前 近 代 的 社 会 に お
い て あ ま ね く 全 世
界 に わ た っ て 存 在 し て お り
、
ま た 現 に 多 く の 社 会 で 存 在 し
て い
る
。
日本 の村 落社 会 において存 在 して きた擬 制的親 子関係の諸相
について は、江 守氏 の研 究 によると 、次 の6 種類あ ると いう
。(1)
子ども の出生 時 にそ の産 児にオ ヤをと らせ る2 種類 の慣行
。
①産 婆と 出生 子と の間に結 ば れるオヤコ関 係
心心、一「四　ゝ　r A　　　　f_=-　　　　　｀-　-　　--f・"・　●　　W「② 棄 て 児 と 拾 い 親 と の オ ヤ コ 関 係
。(2)
い わ ゆ る 名 付 け 親 の 慣 行
。
「ナ オヤ」ない し「ナヅケオ ヤ」になっ て貰 う人 と しては
、近親
者( と くに同族 団 の長)・寺子屋 の 師匠・社会 的有力 者・拾い親・産
婆・子ども を達 者 に育 てあ げ た人・寺社家 など が 選ばれる
。
/O＼ むt fsTt -フ 口口h-ダ゛ |ゝ　～・'－'こ二ｙ － エニ ＿- こ;ヅ' ´ ｀　｀゛ I hlぺ/｜<-r≫ ―^.   ｒｙ ｀iＶ|゛ * 1/ 'tv／ ○(3) 乳 母 子 関 係 と 里 親 子 関 係 。
(4) 成 人 式 の 際 の い わ ゆ る 元 服 親
。
(5) 子 の 婚 姻 に 際 し て 立 て ら れ る 仲 人 親
。
(6) 村 落 に お け る 生 産 関 係 に も と づ く 諸 々 の 擬 制 的 オ ヤ コ 関 係
(1) か ら(5) ま で の 擬 制 的 親 子 関 係 の 慣 行 は
、 い ず れ も コ た る
者 が 一 定 の 年 齢 段 階 を 通 過 す る と き に 成 立 す る も の で
、 「 定 時
／rχ呑口Ｔニ£-.・   、- ＼rf　Ｉ　w　　●　　－　　－　●　、一　ヽ ヽ　　　　　　　　　　　　　　　'-r ｀-- ・　　　ミミ ｒＷ Ｚ　 ミ　W　W　 ● - ／;'^ ' ″ ‘の 親 取 」 に 当 た る も の で あ る が
、
そ の ほ か に
、、）
●　
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在 し た と い う こ と を 江 守 氏 は 指 摘 し て い る1
 o
漢人社会において、親族関係を非常に重要視するが、親族の
原理に基づいた擬制的な親族関係もある。なかには、擬制的親子関係のほか、同年、宗親会、「結奔兄弟」義兄弟2などの慣行
も存在する。本稿では、調査地で得たフィリレドデ ターを踏まえ
て、主として擬制的親子関係の社会的機能について考察するこ
ととしたい。
1。に坪 干老輩刊
擬制的親子関係を結ぶことは、「秤干親」「認干鴎、・干 号 」という。四川省では、「認干老輩子」といい、老輩子と?よ自分より上
?
?
?
。
）
（
?
?
?
?
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位の世代の者のことである。そして、「認老輩子」が行なわると、
擬制的オヤがコから「保々」と呼ばれ、両家が「干親家」として交
際し、擬制的親子となった両家を「打親家」ともいう。この場合
の「親家」とは、姻戚関係の「親家」(親はqingと発音する)ではな
く、姻戚関係以外の親族関係を示す「親家」(親はqinと発音する)
を指すものである。
擬制的親子関係を結ぶ主な目的は以下の通りである。
(1)子どもの成長・無病息災を祈る。これには2種類がある。1つ
は子どもの「八字」生年月日の運勢が良くないので、順調に成
長させるためのものである。もう1つは、病気除けのためで
ある。
(2)両家が「相好」親しい関係にあるゆえ、さらに親しくするた
め。
(3)「撃附権勢」権力者・有力者へ接近する手段としてのものもあ
る。
擬制的親子となる条件:
(1)両家の経済事情はほぼ同様であること。?
??
??
?
?
? 両家の仲が良いこと。
オヤとなる人は、必ずしも同じ村の人・「親戚」親族でなくて
も良いこと。
(4)擬制的オヤとなる者は、未婚者の場合もある。
(5)擬制的なコは、男女をとわないこと。
(6)オヤとコが「命属相生」相性の良いこと。
(7)子たくさんの者、あるいは子どもを達者に育てあげた者が
オヤとして頼まれやすい。
(8)乞食のような者が「命最大、八字最硬」運勢がもっとも強く、
生まれ星が良いと思われるので、乞食にオヤになってもらう
こともある。そのほか、路上・寺社の手前・橋などの場所で出
会った見知らぬ人に「拝寄」擬制的親子を結ばせる場合もある。
互いに顔も知らず、まったくの赤の他人なので、「拉保保」と
もいう。
(9)さらに、人間に限らず、井戸・大木・岩・鶏などを擬制的オヤ
にすることもある3。
擬制的親子となる儀式:
地域によっては、擬制的親子を結ぶための儀式は多少異なる
が、基本的には以下のパタ ンーがある。子どもの実の親が「保保」
にしてもらう人に酒を飲ませ、料理を振る舞う。さらに、子ど
もが擬制的オヤに対して、「脆拝ネL」脆いて礼を示す。その後、
オヤにコのために名前をつけてもらう。こうした儀式が済んだ
ら、擬制的親子の間はそれっきり顔を合わせないものもあれば、
あたかも「親戚」親族として付き合うようになることもある。異
姓であるオヤの姓をコにかぶせることもよくある。たとえば、
｀『
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3組陳永発の3男陳定川が村人から代均と呼ばれている。均とは
彼のもとの名前であり、彼のオヤは代姓であると聞いた。
調査地の村落では、親が子どもを連れて、擬制的オヤとなる
人の家へ鶏あるいは卵20個を持ってゆき、そこで子どもを「叩
頭」頭を地面に叩きつけて礼をさせる。民国期においては、擬
制的親子となるには、必ず家で酒宴を張り、擬制的オヤを招待
したという。
擬制的親子となる時期:
子どもに幼い頃から擬制的親子関係を結ばせることが多い。
なかでは、満1か月からのもあるが、2、3歳から6、7歳までの
手のかかる時期に行なうことがほとんどのようである。
擬制的親子の交際関係:
子にとっては、
(1)旧正月の年始回り・端午節・中秋節・などの年中行事のおり、
子が親の家へ挨拶へ行かねばならない。
(2)親の「価、生」誕生日祝いおよび親の家に「紅白喜事」冠婚葬祭
がある場合、必ず「猶子」擬制的な子として参加し、相応のご
祝儀を持参することとされる。現金のほか、卵・砂糖・きし麺
まどをお礼に持参することが一般的である。
一方、親にとっては、
(1)子の「老輩子」上位の世代だから、年始回りなどのような年
中行事に際して、子が先に挨拶に来るのを待って、あとから
子の家を訪ねる。
(2)子の家に「紅白喜事」がある場合、必ず「猶父母」擬制的父母
として参加し、とくに子が「操辨婚事」結婚式をあげる時と「
送飯」赤ちゃんの誕生祝いの際、まるでわが子のように、か
なり多額の贈答をおこなう。
擬制的親子の交際期間:
(1)擬制的親子の相互の交際は1代限りの場合が多い。おおかた
「干老輩子」親の死亡をもって両家の交際に終止符が打たれる
ことになる。
(2)親子の間がしっくりいかない場合は、次第に疎遠になって
しまうことがある。
(3)双方の間柄が良く、うまくいった場合は、その擬制的親子
関係は1代に限らず、2、3代まで家族ぐるみの親族関係とし
て維持してゆくこともある。
擬制的親子が疎遠になる主な理由:
(1)親子の性格が合わない。
(2)両家の経済状況に格差が大きくなってきた。
ぺ
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擬制的親子関係の性格:
(1)跡継ぎの男子の出生や子どもの無病息災を祈願する呪術的
要素。
(2)擬制的親子関係を結ぶことにより、血縁・地縁以外の社交圏
を編み出し、人間関係のネットワ クーの拡大・強化・回復をは
かる。
(3)親と子の関係は、子に対する親の庇護・親に対する子の奉仕・
親子間の義理的な交際及び相互的依存もあるが、両者の贈与・
交際などの義務関係は、バランスのとれた家と家の対等な関
係にあると言えよう4．
調査地で調べたところによると、擬制的親子関係を結ぶ動機
について、「多一個親戚、少一個冤家」という表現をよく耳にす
る。擬制的親子を結ぶことによって、「親戚」親族が1人増え、
「仇」が1つ減った。言い替えれば、かたきより「親戚」親族を増
やしたほうが良いと考えられている。また、「干児干女酒飯親」
ともいう。擬制的親子の関係は酒と飯が支える金次第の親族だ
という意味の諺である。これによって、擬制的親子関係と普通
の親族関係との相違点が端的に指摘されたと思う。つまり、一
般の親族関係には、血縁あるいは姻戚関係が絡むのに対して、
擬制的親子関係はあくまでも人為的な要素が強く、「要経常走、
不走就断。」常に相互に訪問しあい、双方が機会のあるごとに
サ ビースや物の交換が行わなければ、この関係がたちまち途絶
えてしまう。
それでは、調査地の事例を検討してみよう。
事例(1)?
?
＝?
?
?
游 家と林家(黒塗は擬制的親子を示す)
＝○　　　 ● ＝△　　　　　　　 ……「干祖父母」
｜　　　 馮｜　林
▲　　　　　 △ ＝○　　　　　　 ……「干父母」
訪　　　　　　 ｜
＝△　　　　　　△　　　　　　　 ……「干兄妹」
鴻 広 蘭　 雷　　　　　 林 明 禄(70 歳 代)
(60 歳 代)
こ の 事 例 は
、
民 国 期 の 大 橋 保 に 居 住 し て い た 倆 家 と 林 家 と
の 間 の 擬 制 的 親 子 関 係 で あ る
．
結 婚 し て 数 年 後 県 城 に 移 る よ う
に な っ た 再 広 蘭 の 父 は
、
幼 い こ ろ
、
同 じ 集 落 の 林 家 の 妻 馮 に
●　
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オヤになっ七もらった。それから、肩 広蘭の父の生存中、両
家はずっと擬制的親族としての交際をつづけていた。余 広蘭
の父がすでに20年前に世を去ったが、1994年、林明禄no 年前
に亡くなった父母・妻のために「収 道場」功徳儀礼をおこなった
際、 寺 広蘭の夫雷氏は、妻のかわりに参加した。雷の実家は
?
?
?
?
?
?
?
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馮家映村2組にあり、林明禄をよく知っている。彼がご祝儀に20
元を持っていった。単なる隣近所ならば、5-10元が相場で高5
  ．
しかし、 講 広蘭に言わせれば、林明禄の祖母が自分の父の
擬制的オヤであったので、自分の「保蛸 」擬制的祖母にあたる。
したがって、林明禄の父母は自分の「千父母」擬制的父母であり、
林明禄と自分とは「干兄妹」擬制的兄弟になるわけだという。「
翻字派」世代ランクをみると、そういう関係になるので、赤の
他人とはわけが違う。ご祝儀は5元や10元では、少なすぎると
いうことである。このように、擬制的親子関係を結んだ当人が
世を去ってからも、その家族にはまだこの記憶がはっきりと残
っており、冠婚葬祭における贈答に際して、このような記憶が
まだ生きているのである。
この事例から、擬制的親子関係の交際が及ぶ世代範囲は一般
に、コの側からみれば、自分を中心に親世代・子ども世代を含
む3世代にかかわっている。他方、オヤの側では、自分をはじ
めとして子ども世代の2世代にわたるものだと言えよう。
つまり、擬制的親子関係はコの幼いころに親によって、決め
られたものであり、擬制的オヤとなる人は実の親と同世代の者
が普通である。したがって、擬制的親子関係が成立することで、
擬制的親族としてコの親世代・コの世代、ひいてはコの子ども
世代まで付き合うことがある。オヤからみれば、おおかたオヤ
世代・せいぜいその子ども世代までこの関係が認識されるので
ある。オヤの孫世代になると、もう赤の他人であり、何の関係
も持だなくなる。「1代親,2代表、3代4代認不到。」1、2代のうち
は親しく付き合うが、3、4代になると、顔を見ても誰だかわか
らないという諺は、姻戚関係のみならず、擬制的親子関係につ
いても言えることだ。事例(1)の林明禄もそうであった。彼は
祖母の世代と 游 家の擬制的親子関係は知ってはいるが、格別
な関心を示していない。
事例(2)隆世武家と丈援朝家(黒塗は擬制的親子、虚線は義兄弟
を示す)
△ ＝ ○　　　 △ ＝ ○A  ＝○
隆錫武I 杢斗珍 雷雨風　 、壽広蘭　 再 」陳
○　＝　△　　　　　▲　＝　○　　　　　　　△△
楊学蓮し 隆世武　] 丈援朝|　雷小片 ＿
△ ●　　　　　　 △
隆守勝 隆鳳　　　　　　 丈青
事例(2)では、隆家(3組)と雷家(2組)はともに馮家垠村の出身者だが、隆家はいまだに農業を営んでいるのに対して、雷雨
へ^
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風は1950年代兵隊生活を終えてから、人和郷で「文書」宣伝活動
に数年間たずさわり、のちに県文化館で勤務し、一家そろって
町に移るようになった。その長女の婿丈援朝はずっと県城住ま
いであったが、1970年代の「上山下郷運動、」により、「知識青年」
として馮家唄村3組で2、3年間農民と生活をともにした。そこ
で3組隆世武家の空き部屋を借りて住むこととなったが、労働
などを通じて村の青年団長であった世武とすっかり仲良くなっ
た。2人は「結拝兄弟」義兄弟の契りを交わし、のちに「知青返城」
こうした「知識青年」たちが町へ引き上げたあとも、2人の友情
が続いている。
そして、世武が結婚し、長女隆鳳が生まれると、すぐ義兄弟
の交援朝に「秤就」オヤになってもらった。以後、隆鳳は丈のこ
とを「荒唐」丈パパと呼んで、親しくしているが、弟隆守勝はま
ったく関係ない。旧正月などの際、隆世武が娘1人をつれて丈
の家へ遊びに行っても、弟は連れていかない。弟隆守勝の「干
老輩子」は3組「上院子」の古井戸である。丈一家はのちに店陵に
引っ越したが、旧正月の時、隆世武は娘と2人で遊びに行くこ
ともある。丈援朝の父母と隆家とは親しいかどうかは確認でき
なかったが、交の妻の父母雷雨風と 陣広蘭は隆家と同じ村の
出身者ということもあって、隆家と親しく付き合ってい
のため、隆鳳は雷雨風夫婦のことを「公公」母方オジイサ
婆婆」母方オバアサンと呼んでいる。莫援朝の息子荒青
たく同 じ
ちが2 組、
なると 、
つれて、
劈
丈援
呼称をしているのである。雷雨風の伯父・
広蘭の弟が5組に住んでいるので、毎年旧
?
?
?
?
?
朝夫婦と子ども・雷雨風夫婦がその他の子夫
?
、?
?
?
?
必ず年始回りにやってくる。もちろん、隆家にも
にくる。雷と沸 の親族が大勢の食事が用意できかねる時、
く隆家に呼ばれては、一緒に食卓を囲んだ。新年のプレゼント
として、丈パパから隆鳳へのプレゼントは服だったり、文房具
だったりであり、多額の「圧歳銭」ももらえる。これに対して、
隆世武夫婦がそれなりのお返しを心得ていることは言うまでも
ない。
一方、隆鳳の呼 褐」である雷小 球　;の母系 広蘭の弟夫婦は
同じ村の5組に居住している。年始回りに隆家が訪問し、また、
隆家の増築に際して、 将 の息子たちが手伝いにくる。角 家は
労働力があるのに、計画性のなさのため、家計はつねに逼迫し
た状態であるうえ、一家の主婦陳はよく隣近所と喧嘩をするの
で、働きもので堅実な隆家とは比べにならぬほど村での評判が
低い。本来ならば、このような 将 家と付き合う義理がないは
ずだが、交際を続けているのは、隆世武の娘隆鳳が莫援朝の擬
制的コであるからにほかならない。
いずれも24、5歳になってもまだ婚約あっては珍しいことである。
角に2人の息子がいるが、
者がいない。村落社会に
『｀
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隆家の嫁楊学蓮が見かねて、結婚相手を世話してやろうと思
ったが、夫に止められた。隆鳳と莫パパの親子関係がなければ、
隆家は噂 家とはおそらく交際はしないだろうし、 再家も同じ
だ。一方では、 角広蘭はいつも2人の「 経子」甥に対して、口
をすっぱくして言い聞かせている。「できることなら、隆家の
手伝いを少しでもしてあげなさい。そうしたら、いまにおまえ
たちにも人の助けが必要な時が来る。そういう時は、隆家から
力を貸してもらえるんじゃないか。」
事例（2）から明らかなように、擬制的親子関係の特徴の1つは、
うまくいったならば、このように擬制的親子の当事者より1代
( オ ヤ に と っ て) 、2 代( コ に と っ て) 上 位 の 世 代 ま で ひ っ く る め
た 家 族 ぐ る み の 親 族 関 係 ま で 広 げ て ゆ く 可 能 性 が あ り う る 。 そ
し て 、 隆 世 武 と 莫 援 朝 の ご と く 、 義 兄 弟 の 関 係 が き っ か け と な
り 、 さ ら に 子 ど も の 出 生 に よ っ て 、 義 兄 弟 の 関 係 を さ ら に 擬 制
一　　　－　　皿 　　　　　----- ---　~k的親子関係まで発展させることもできる。「干老輩子」擬制的父
母の双系的親族にまで、擬制的親族関係を拡張してゆくことが
できる。
しかしながら、このような擬制的親子関係のもう1つの特徴
は、「その平 等的相互性にある。 V
はない6o 」もっとも、実際にはい
一ヽ方が上位に立つ事
の家が経済力・政治力
の点で他を優越していて、厳密に等価交換が行われないことも
起こりうる。
そして、上述した擬制的親子関係は動機はともあれ、いずれ
も江守氏が言う「定時の親取」であることが1つの特徴と言えよ
う。
実際に1人に複数のコ(男女をとわない)、あるいは複数のオ
ヤを持つ者も珍しいことではない ただし、そのような擬制的1　<Z.  3^　 ノ1 二 i　＼ノ ♂^ ＼ノV 万c 万　し上一　 心r ㎝|'<:>ヽ|●万　ｏ　 ″～/ ‾ ノ｀| ゛　 ｀ ゛て ？|ご ダ　 ＼j ^゛ でy｀ご|I r* w ’■ ゛
親 子 関 係 を 維 持 さ せ る に は
、
常 に 相 応 の 義 務 と 贈 答 行 為 が 付 き
ものなので、それを怠ると、疎遠になる恐れがある。
事例(3)隆世武家と陳永孝家(黒塗はそれぞれオヤとコ、虚線は
義兄弟を示す)
△　 ＝　● △
隆箱臣し 趾 ＿＿＿＿_ 」涼
○ ＝ △
李斗珍｜隆錫武(71歳)陳永)
＝　△
^蓮｜　　隆世武
?
??
＝
?
?
?
?
－　　　　　－△＝○ △ ＝○ △＝○
」　 ｜　　 ｜
○ △　 ○　 △
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-こ の 事 例 で は 、 陳 永 孝 が 生 ま れ て まも な く 母 が 亡 く な っ た の
で 、 彼 は 隆 家 の 擬 制 的 な コ に な っ た 。 隆 錫 武 の 母 れ 氏 が『干 賜 』
擬 制 的 な オ ヤ と し て 、 か わ り に 乳 を 飲 ま せ て 育 て 、10 歳 ぐ ら い
ま で 隆 家 に い た 。 両 家 が す っ か り 親 し く な り 、 長 の 息 子 隆 錫 武
は 陳 永 孝 と は ま た「干 兄 干 弟 」擬 制 的 兄 弟 に な っ た 。 陳 は 隆 錫 武
の 息 子 隆 世 武 か ら「陳 叔 」陳 叔 父 さ ん と 呼 ば れ 、 親 し ま れ て い る 。
一 家 の 主 で あ る 隆 世 武 と 父 の 間 で 口 喧 嘩 が 発 生 し た お り 、 陳 が
よ く「断 理 」調 停 役 を 果 た し た 。 さ ら に 、 隆 錫 武 の 弟 の 再 婚 相 手
と 先 妻 と の 間 に い さ か い を 解 決 す る の に 、1994 年 の 秋 、 李 斗 珍
が 西 安 に1 か 月 ほ ど 行 っ た こ と が あ る 。 そ の 際 、 李 と 同 行 し た
の は こ の 義 理 の 弟 陳 で あ っ た 。 ま た 、 隆 世 武 が 新 築・増 築 の お
り 、 毎 日 の よ う に 手 伝 い に 来 る 者 に は 、 陳 家 の5 人 息 子 の う ち 、
だ れ か が 必 ず 入 っ て い た 。 他 方 で は 、 陳 家 の ほ う で 何 か あ る と 、
隆 家 の 者 も 必 ず 手 伝 い に い く 。 た と え ば 、1993 年 の 冬 、 陳 叔 父
＝　　　　㎜ -皿　　・ 　　　〃-。 、　●-一-の3男の子の「送飯」出生祝いを行った時、隆世武の妻はお祝い
に子どもの服を1揃いとケ キーまで買って持参した。合計30余元
のプレゼントであった。彼女は当日朝食のあとすぐに手伝いに
行き、昼ごろの酒宴が1段落し、後片付けが終わるまでずっと
手伝っており、あたかも陳家の親族のごとく振る舞うのである。
事例(3)のごとく、隆家と陳家との間の擬制的親族の関係が
双方とも3世代にわたって継続しており、しかもその良好な関
係が現在でも続いている。果たして4代目まで続くかどうかわ
からぬが、いずれにしても、このケ スーはうまくいった場合で
ある。経済面においては、陳家は隆家に比べてだいぶ劣るが、
しかし、陳叔父には5人の息子がいて、「大丁発達」跡継ぎが大
勢いるということは、1人の息子しか生き残れなかった隆家に
とっては、どれだけ心強いことであろう。つまり、擬制的親子
関係には、両家の経済面の釣合いという要素のほか、事例(3)
のように、他の側面で何らかのバランスが取れるという総合的
要素こそ、擬制的親族関係を持続させるうえで大事な要因では
ないかと考える。
2.「拝把子」義兄弟
次に義兄弟の問題に簡単に触れておきたいと思う。
義兄弟は一般に「結拝兄弟」と言うが、四川では「奔把子」とい
う言い方をする。ほかには「結盟」「じ璋 帖子」「換帖」「連譜」など
といった呼称がある。清末・民国の初頭には、「拝把子」なる慣
習が非常に盛んであった。都市・農村部をとわず、異なる姓氏
の気の合った若者が、「拝把子」によって、義兄弟になることが
よくある。関羽の像の前に脆いて義兄弟になる書付けを取り交
わし、誓いを立てるのである。誓いの言葉に「不願同年同月同
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日生、但願同年同月同日死。」の類が多くみられる。同年同月同
日に生まれることができなかったが、願わくは同年同月同日に
死なせて欲しいという意味合いである。そして、盟約を結ぶお
り、「喝血酒」オンドリの血あるいはめいめいの腕をナイフで刺
して血を酒に滴らせて飲み合うことがある。かような義兄弟の
契りを結んだ者同士は、互いに「生死之交」生死を共にする仲間
として交際し、「情同手足、有福同享、有難同当。」まるで実の兄
弟のごとく振る舞い、苦楽を共にすることが望まれる。そして、
誓いに背いた者は蔑まれ、罰せられることさえある。
義兄弟に限らず、女性の間にも「秤干姻 妹」「打姻香岨 妹」の
風習が存在していた。だが、そのやり方は男性の「秤把子」をま
ねて、線香を焚いて盟約を結ぶという形によるものである。そ
して、社会のあらゆる階層において、「拝把子」のもっとも顕著
な現われとして、「抱僣」を取り上げるべきであろう。これには
「清水抱僣」と「渾水抱併」とに大別されるる。前者は「樹党結盟，
自雄郷里,専尚交遊,不事 勁 掠。」交遊のために村落社会で盟約
を結ぶのに対して、後者のほうは字面通り、「土匪」匪賊・軍閥
などとぐるになって悪事を働く。抱斑が人と交際するのに、「
拝把子」を手段とし、勢力の拡大をはかる。四川の抱寄組織は、
「三教九流」社会の下層における種々な職業をもつ者及び「江湖
人物8」の間で組織の拡大をしていたのが、清の半ば以降になる
と、次第に農村に浸透し、さらに社会の各階層にまでその触角
を伸ばすようになり、抱寄組織が「城市郷鎮」都市・農村部にあ
まねく行き渡るようになった。「各省漢留之盛、莫過於四川。」
とまで言われている。つまり、民国期までの四川では、抱斑な
る組織の活動が他のどの地域よりも盛んであった。
しかしながら、かような「拝把子」は親族を背いたけしからん
行為だと思われて、一部の族譜あるいは族規に禁じられていた
ことも事実である。什 夥 『楊氏家法』によると、「 乱り香結
盟、狐群狗党、送官懲治。」と記してある。線香を焚き盟約を結
んだこうした徒党を組んだ悪党どもは、役所に突き出して懲ら
しめてやるべしとまで規定されている9。
四川における抱斑の伝統は、清嘉慶年間(1796-1821) に全国
を震憾させた白蓮教反乱1
 0の背景と、一脈相通ずるものがあるように思われる。
抱斑の社会的な役割は種々な側面に反映されており、積極的
なものもあれば、消極的なものもある。縦の親族組織である宗
族に対して、抱斑は横の社会的組織である。東南中国・華南に
比べて、宗族の結合力がそれほど顕著ではない四川においては、
かような抱斑が地域社会でどのような役割を果たしたのだろう
か。その諸相を把握することは本稿のポイントではない。ここ
?
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では、村落社会に与える「抱寄」の影響及び「拝把子」という側面
から少し考察を加えようと考える。
調査地の村落には解放前、 淫 海 鐙 という大地主・郷紳Ｈ
かおり、現在の馮家鴎村の一部の土地ミ ビ ルーエ場の前身であ
る「果園」果樹園も彼のものであった。果樹園の経営のため、彼
はわざわざ成都から技術の専門家李宗萬(3組居住)に来てもら
い、管理に当たらせた。　汪 は近隣村落紅岩頭の出身者であり、
馮家鳶をはじめとする多くの上地を有していた。当然のことな
がら、地域の有力者である彼は「抱倍大爺」旦那様でもあり、
『豊都県志』(1991)に彼の名前が乗せられたほどである。抱爵
は、「公口」「堂口」と呼ばれる茶館を活動の拠点とし、民間には
いさかいがある時、このような「公口茶館」に「抱寄大爺」に来て
もらい、「断理」調停役をしてもらう。調停の結果、悪かった側
が双方の茶代を出すが、抱倍への謝礼は勝った側がしなければ
ならない。民国期には、県内の各郷・「場」定期市にいずれも「樋
頭」と呼ばれる「公口茶館」が設けられていた。　迂 海鉛　も自
分の茶館をもっていた。そして、小さな船着場として栄えてて
いた白沙詑(いまの6組)にも、食堂のほか、そのような茶館が
あったという。
複姓村が多い四川東部の村落社会において、宗族の勢力が相
対的に発達していないと言えよう。そこで、異姓とのいさかい
などが起きた際に、このような「断理」が非常に一般的にみられ
るものであって、そして、抱倍のような有力者の果たす社会的
役割も、見逃せないものがあると思う。
この6組には数年前、村幹部の間でいわゆる「秤把子事件」が
起きたという。「八大金剛」8人の義兄弟たちが食卓を囲んで「喝
血酒」血を滴らせた酒を回し飲みした。ことを聞いた県公安局
が駆け付けて数人かを逮捕したが、結局捕まったのは一般村民
で、張本人だった幹部は全部逃されたそうだ。きっかけは何で
あるかは聞き出していないが、何かよこしまなことを企ててい
たらしい。この件に関しては、一部の村人がつい口を滑らせて
わたしに語りかけたが、今でも村幹部の座についている「八大
金剛」の報復を恐れてか、詳細については語ろうとしなかった。
宗族の勢力が比較的弱いこのような複姓村において、姻戚関
係を村内に張り回らすほか、「秤干老輩子」擬制的親子・「秤把子」
義兄弟をはじめとする擬制的親族関係を結ぶことで、重層的な
社会的結合力を作り出すことができる。実際には、どの家にも
必ず家族成員の数人かに、老輩子または「干児干女」擬制的なコ(
男の子か女の子)がいて、さらに兄弟同士にそれぞれ違った老
輩子がいることもしばしばである。そのような老輩子には同姓
もあれば、異姓もある。詳しいことは今後の補足調査を待つ必
〜
?
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?
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要があるが、現段階において、少なくとも以下のことが言える
のではないかと思う。
(1)村落社会に生きる人々にとって、宗族による結合のほか、
姻戚関係・擬制的親子関係も重要な社会的関係である。このよ
うに擬制的親子関係を結ぶことにより、村社会における人間関
係がよく濃密なものとなり、人々に安心感を与えることができ
る。
(2)擬制的親子関係から派生した「干兄弟・干姉妹」の関係は「奔
把子」義兄弟とは別物だが、一方、義兄弟の間柄がさらに子ど
も世代に絡んで、「拝干老輩子」擬制的親子関係にまで発展させ
る可能性は十分ありうる。
注
(1)江守五夫:263-269.1976.
(2)堀江俊一:50-63.1988 ．
(3)孫旭軍:169-170.1989.
(4)東秀子:50-62 ．1992.
(5)文化大革命の時期に、都会部の中学生・高校生・大学生・幹部
が農山村に長期間定住し、農民と労働をともにしながら、貧農・
下層中農から「再教育」を受けることである。
(6)末成道男:201 ．1983.
(7)「抱脊」とは、昔の西南中国、とりわけ四川における「幇会組
織」民間秘密結社である。漢留・爵老会ともいう。
(8)「江湖人物」は「江湖客」とも言い、易者・薬売り・手品使い・大
道武芸者・講釈師・漫才・ペテン師・旅芸人などのような定住地を
もたない、世間を渡り歩いて生活する人々を指す。
(9)同(3):248-253.
(10)白蓮教は秘密教派の一種であり、仏教の宗派である白蓮宗
からその名を得た。元・明・清にわたって民間に広く流行し、農
民反乱軍は往々にして白蓮教を旗挙げして反乱を起こした。
(11)郷紳とは勢力のある地主のこと。または官を辞して田舎に
隠退している有力者。
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第4節 家族内諸関係
3世代同居、または結婚した兄弟と父母が同居し、「その他の
親族世帯」で暮らす大家族において、入り込んだ複雑な人間関
係が存在する。この節では、父子・夫婦・嫁姑という三つの側面
を抽出し、家族内諸関係を概観したい。
父と子
父子関係は、「承継の原理によって結ばれた祖先と子孫の連
鎖関係一一すなわち人格連続の関係、そして祭られる関係一一の総
体が宗にほかならない。」したがって、父は息子の生殺の権を
有し、息子は両親を敬い養う義務を負う。そして両親の死後に
おける葬送儀礼と祭祀は、息子にとって避けて通らぬ責任であ
る。両者の関係は「対等でなくして両極であるというまさにそ
のことが、両者の間に人為をもって絶つことのできない完全な
相互依存関係を成立たしめているのである1。」
調査地では、解放後、土地改革・大躍進・人民公社化など上地
の所有関係・政治運動・思想教育運動によって、両親の死後にお
ける葬儀と祭祀においては、大きな変容を余儀なくさせられた。
しかし、生産責任制の導入につれて、族譜の再編を皮切りに、
一部の地域において宗族の力が再び台頭してきた。祖先祭祀を
はじめ、伝統的な葬儀がいまや捲土重来の勢いで復活しつつあ
る。だが、息子なる者のつとめとされる「死葬」死後の葬儀の部
分はきちんと行われるのに対して、「生養」生前の老親扶養のほ
うはとかくおろそかにされがちであるように見受けられる。
なぜこのように変わったのだろうか。政治的・文化的・社会的
要因はさておき、家族内における父と子の地位を逆転させたの
は、家族観そのものの変容にほかならない。親がまだ若くて現
役で働けても、息子は所帯持ちになれば一家の実質的な主とな
る。一部の例外を除いて、息子夫婦と同居するような場合、家
の経済的決定権はあくまで息子夫婦にあって、親夫婦は小づか
いしかもらえず、不自由な生活を送っているように思われるｈ
父子の地位の変容を以下の図で示した。
父 〉子(民国期以前:1949年まで)
↓
父 ≠子(解放後:1949年以後)
↓
父 ≦子(生産責任制の実施以降:1980年代一現在に至る)
夫と妻
封建時代の女性にとって、「夫為妻綱」夫は妻の天であり3、
妻なる者は夫家の父系的系譜をつなげてゆくための道具と言っ
．?
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ても過言ではない。したがって、妻にとって、跡継ぎの男子を
生むことが彼女たちの最大のつとめであり、男子が生まれて来
なければ、夫の親族から軽蔑されても小さくなるだけで、反抗
できず、夫が妾を迎える口実ともなる。男子に恵まれると、「
母以子栄」その子の母親はようやく婚家での地位が固められ、
「説話気壮」鼻息が次第に荒くなることもある。
家庭内における夫婦関係は多くの場合、妻の一方的な忍耐の
上に成り立っていた。男尊女卑の家族制度のもとでは、社会に
おける女性の地位が低く、いわゆる「夫唱婦随」的な家族がほと
んどであった。
伝統的な人倫観によると、父子・兄弟が「天合」、すなわち先
天的・自然的な結合であり、人為をもって絶つことができない
のに対して、夫妻は「人合」「義合」、すなわち後天的・社会的結
合であり、したがってまた後天的事由によって解消することも
可能である4。解放後、とりわけ改革・開放後になると、女性の
労働価値が増加し、家族内における妻の収入が必要不可欠なも
のとなった。一部の例外は別にして、もしも夫の収入に頼るの
みで、養豚・野菜売りなどによる妻の収入がなければ、夫がい
くら懸命に働こうと、家は豊かになる見込みがまったくないと
言ってもよい。よく働く女性は村での評判がよく、家族内にお
ける発言権も大きい。公的な場合では、妻は夫の顔を立てなけ
ればならぬが、3組の家庭経済面からみると、実質的には夫と
妻の収入はさはどの差がなく、同様な重みを持っているように
思う。
家庭内における夫婦の地位の変容を図示すると、以下の通り
である。
夫 ≧ 妻(民国期以前:1949年まで)
↓
夫 ≠ 妻(解放後:1949年以後)
↓
夫 ＝　妻(生産責任制の実施以降:1980年代一現在に至る)
姑と嫁
嫁姑の地位の変容を図示すると、つぎの通りである。
姑 〉嫁(民国期以前:1949年まで)
姑 ≧嫁(解放後:1949年以後)
姑 ＜嫁(生産責任制の実施以降:1980年代一現在に至る)
ほかには、母子、祖父母と孫、嫁と姑・「姑嫂」小姑と兄嫁・「袖 晩 兄弟の妻同士など様々な家族内諸関係がある。その変化
～
Ｊ
に対する考察を加えるのは、この次に譲ることとしたい。
注:
剛 滋賀秀三P129.1967.
(2)調査地の隣村に孫家という13人家族があ 乱3 人の息子夫婦
と同居しているので、周辺村落では評判になっており、何かあ
ると、すぐに仲睦まじい孫家のことが引合いに出されるのであ
る。 60歳代の親は孫廷全という名前の普通の農民で、頭脳明晰
にして物事を公平に扱えるとのうわさである。息子や嫁たちの
収入はすべて親に渡さなければならず、小づかいとして親にも
らう。とはいえ、やはり分家し独立して気楽に暮らしたいとい
うのが息子の嫁たちの本心であるらしい。「そこの親父は体力
が衰えたら、いずれは分かれるだろう。」と、村人の見る目は
至って冷静である。
(3)調査地では、父母のことに関して、父親を「天」とし、母親
を「地」とされる。したがって、両親を同じくする兄弟同士なら
ば、「同天同地」天地を同じくするという。異母同父の兄弟同士
であれば、「同天不同地」天が同じだが、地が違う。異父同母の
兄弟同士の場合、「同地不同天」地が同じだが、天が違うという
ふうに表現するらしい。意味が異なるが、ほかにはたとえば「
民以食為天」民は食を以って天とすという諺がある。ここで言
う「天」とは、頼みとするものという意味合いである。このこと
は、夫婦関係を理解する上で重要なポイントとなろう。
(4)滋賀秀三P475.1967.
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第5節 分家と老親扶養
1.従来の分家
分家とは何を意味するのか。これについて内田智雄氏が次の
ように述べている。
分家することによって、「ここに『家』の解体がもたらされ
ることとなるのであって、これがすなわち分家である。かくて
従前の母体としての『家』が解体して、内包した核に応ずる幾
つかの分家股に分裂するのであるが、その際、わが国にみられ
るが如き『分家』に対する『本家』というものが存在せず一一事
実、中国語の『分家』とは、分家するという動詞であって、
『分家』それ自体を意味することばではない一一悉くが経済的に
も家格の上でも、完全に平等な分家股に解体してしまうという
ことは、特に留意すべきである1。」
つ ま り 、 中 国 の 家 族 に お け る 分 家 と は 、 も と も と 一 緒 に 生 活
し て い た家 族 が 共 有 の 財 産 を 分 け る こ と に よ り
、 各 自 別 々 に 生
計 を 立 て る よ う に な る と い う こ と で あ っ て
、 日 本 の 本 家 と 分 家
に 見 ら れ る よ う な 歴 然 と し た 家 格 の 違 い が 存 在 し な い
。 中 国 語
に お け る「本 家 」と い う 言 葉 は 宗 族 を 同 じ く す る 者 を 意 味 し
、 た
と え ば 、「本 家 兄 弟 」な ら ば 、 父・伯 父・叔 父 の 息 子 同 士
、 す な わ
●_　ｒ¬・　>  、　I. r-≫ ・ V　ゝ　　t　　● t　－ ｀　'¨　二-。　　　　－W　
－　 ＝　　・●・-　-　-ZV/ ¶　 ミ　'W'S　 ●　り
ち 同 じ 祖 父 か ら 出 た 同 じ 世 代
の 男 子 を い う の で あ る
本稿 では、し圭* . I で．．　一 一 ごl ド ゛ ← ’｀ ブ ノ ゛-i       ｀ ゛ ノ"-^      ｀ ゛ノ ゛n      ／↑｀■n凹 ゝ. ifc≫便 宜 上
、
家 族 の
一 員 が 、 そ の 家 か ら 分 か れ て
、
別 に
一 家 を つ く*r
≫　ゝ 　.　 －　「　「-一一’卜〃　　　 」　 －　・・ ｔ　　－　　　　－　　皿　　－－　　　　－　　　W　f-¶゛　　　゛ >^ ゛ 　－　ミ　・る と い う 中 国 語 で 言 う 分 家 と い う 意 味 で
、 こ の 言 葉 を 用 い る こ
と に し た
。
分家のきっかけはいろいろあるが、内田氏によると、その主な理由は以下の通り出ある。
①「舶婬 」兄弟の妻たちの不和によるもの。
②
言
の不和によるもの。
③父子の不和によるもの。
④家族の多数によるもの。
⑤生活の困難によるもの。
⑥父（または祖父）の老齢によるもの。⑦父母の死によるもの。
⑧父・母の命令によるもの2．
2。「玄児養老」末子養老の慣習
分家後、複数の息子がいる場合、親がどの子と同居すること
になるのだろうか。この点については、かなり地域性があるよ
うだ。北京生まれの筆者にとって、華北では、長男が親の面倒
をみるのが当たり前と思いこんでいたが、内田氏の研究による
と、必ずしもそうではないという。
?
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「分家後父母が長男と同居する場合と、次男・三男などと
する場合と、さらに末子と同居する場合とがあり、従って
には特定のものが父母の『責任をもつ』と言ったことは必
もなく、家族のいろいろな条件に応じて決定されるものと
ことができる。・……家屋が父母の従前居住していたものであ
?
?
?
?
?
いうことや、また兄弟の経済的な条件の良否や、また抽籤に
る兄弟の家屋の取得決定にともなって、父母が兄弟のい
同居するかが決定せられることもあり、さらにまた『母
によった』とか、また兄弟の妻のうちの一人を特に愛し
とか、とにかく父母自身の考え方によって決定せられる
あるわけである。・…『兄が一番上だから責任をもつ』と
るいは『長男は父母を養わねば人に笑われる』などと、
父母と同居すべきことを説くものもなきにしもあらずで
ずれ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
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」
そして、「分家後父母が、兄弟のいずれと同居するかという
ことは、いろいろな条件に応じて一定していないが、しからば
そこには全然一般的な傾向は存しないかというにそうでもない。
」
華北農村での聞き取り調査によれば、末子と一緒に暮らすの
が多いという。その理由として、「末子が一番年齢が若いから」
「父母が末子を一番に愛するから」が挙げられた。
親が末子との同居を望む理由を、内田氏はこのように分析し
た。「末子が未婚である場合には、父母は嫁という他人を交え
ずに生活しうるという安易さがあり、・…他方 また末子としては、
一家 を経営していく上からも また社会生活上からも、さらにま
た農業経営の上からも、父母の援助や指導を得ることができる
のみならず、また衣食その他の日常生活上の不便も また寂寥も、
父母とくに母と同居することによって大いに緩和されるわけで
ある。故にこの意味では分家後の父母の生活は、未婚の末子と
とも にするのが、人情の上からも また実際的 にも多いというこにv_/   ¶>―    7    ’<iノ にノ ／●    ゝ ノ ⅥJ-d  ''ノ1  ■ A/ ’ノ りO-    ／^ 入 閃 ひ ・J  ≪｀ 　り  -y   ゛ -  (―－ ゛ ’ノV ―
と が で き る と 思 わ れ る
。 ・……
と に か く 長 男 や 末 子 を 避 け て 特 に 次
男・三男と同居する場合には、必ずやそこに何等か特殊な家庭事情が存するものとみて大過はない。」
しかし、親の老後の面倒をみたからといって、ほかの兄弟に
比べてその息子が余計に財産をもらえるかどうか。中国の均分
相続の原則によると、「父母の死後における養老地の取得権は、
他の兄弟と均等一様であるとされる。すなわち父母が分家股の
いずれと同居していたとしても、養老地の承継や取得は、生前
同居していたことによって格別の特権はないとせられる。換言
すれば養老地は、父母の『生養』生前の養いを賄い、また死後
の「死葬」の費を辨じ得てのちなお残余ありとすれば、それは父
母が分家股のいずれと同居せるかにかかわりなく、分家当事者
アフ
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すべての均分の対象とされることとなっている、。」
3.老親扶養のパタ ンー
それでは、中国の西南地域、揚子江上流域に位置する四川農
村の場合はどんな養老形態がとられているのであろうか。四川
東部豊都県での調査デ ターに基づいて検討することとしたい。
調査地では、「玄児養老」という表現がよく聞かされる。玄と
は末っ子の意の四川語で、つまり、末息子による老親扶養が普
通だという。また、現地の人々はよく「皇帝愛長子、百姓愛玄児」
なる言葉を口にする。つまり、皇帝は跡継ぎになる長男を大事
にするが、百姓は老後の面倒をみてくれる末息子が可愛いいと
いう意味合いである。事実親と同居しているのは、どちらかと
いえば、いまも末っ子のほうが多いようだ。
日本の老親扶養に関して、わたしの知っている限り、東北日
本では、長子が家を継ぐのが当たり前と考えられ、たとえ長男
がいなくても姉家督なる慣行があったのに対して、西南日本で
は、末子相続がしきたりである。末子相続の場合、隠居制なる
慣行が濃厚に存続されている地域においては、本家を長男に明
け渡して、2・3男と同居するという事例が珍らしいことではな
い。長子相続ならば、家を継ぐ以上、長男あるいは姉夫婦が親
との同居が多いことが想定できよう。
し か し 、均 分 相 続 が原 則 で あ る 中 国 で は 、 地 域 に よっ て は 、
長 男 が親 の 老 後 に主 な 責任 をも つ こと も あ れ ば 、 四川 の よ う に
末 子 が 面 倒 を み る 慣 行 も あ る 。 だ が 、解 放後46 年 たっ た今 日 に
ー　　　　　　　　　　　=ふー 　　　　＝おいては、分家と関連する老親扶養の意識も大きく変容してき
ている。いつの時代でも、「百姓愛玄児」なる気持ちは変わりが
－　　　　－　　－　　　　　'‾'－　　　　　　〃 -　　　-な
い で あ ろ う が 、 果 た し て 各 自 の 「 玄 児 」末 息 子 が 親 を 大 事 に し
て く れ る か ど う か が 疑 問 で あ る 。 そ れ で は 、 四 川 省 社 会 科 学 院
社 会 学 研 究 所 に よ る 四 川 農 村 で の サ ン プ ル 調 査 の 結 果 で あ る
『四川省農村家庭調査資料集』（1986）を参考にし、豊都県の事
例を交えながら、分家と老親扶養の現状を考察してみようと思
う。
差丿朕 養老人方式」では、四川省各地の農村(10県)における老
盛我養のパタ ンーを示した。地域の選定は、異なる地形条件・収
入の地域を選び、農村の社会経済の発達と農村家族の在り方の
変化との相関関係を考察しようとした。調査の実施時期は1984
年2-10月にかけて行なわれ、それぞれの地域の経済状況は1983
年、つまり生産責任制の導人後まもない頃のものである。
そのなかで、同じ遜陵地区に所属する南川県は、地理的にわ
たしの調査地豊都県にもっとも近いものである。しかしながら、
,-゛ ・
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-一口に老 親と言 っても 、年齢層・配偶者 の存 否・未婚 の兄弟 の有
無など のよう な 要件 の情報が欠 けている ため、 正確 にはこう し
た地域 におけ る 老親扶養 の実情 をどの程度 反映 している のか 、
信憑性がそ れほど 高 くない と考え る。そ れでも 、あ る程度 の方
向性がつかめ る のではない かと 思い 、表の一 部を引用させても
～　　　　6　　　　●。 ・～　・　　－　　ミ＝　　‾ふ ㎜　　　　　　　　　　W・・　W　- 丿ダ●－　－　 －　 －ら っ た
。
表 に 示 さ れ た 老 親 扶 養
の パ タ
ー
ン
、5
は
、
地 域 に よ
っ て　
。　 、f.k ●・●　ゝ -　-　　 ゝ　　丿
は 、 半 数 近 く を 占 め る と こ ろ も あ り 、 お そ ら く 両 親 が 未 婚 の 子
供 を 連 れ て 暮 ら す と い う 事 例 も 含 ま れ る も の と 想 像 す る ． あ る
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が
、
全 体 的 に や は り ／
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の3 つ が 割 と よ く み ら れ る パ タ
ー
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ンだと見てよかろう。この3つとも労働能力を失い、かなり年
取った両親の場合である。
つまり、 ／。「代耕」両親が世帯構成の上で2人家族だが、実際
には両親が請け負った田畑は、息子たちが替わって耕作し、そ
こで採れた食糧を親に提供するというものである。豊都県でも
よくあるパタ ンーである。　しかし、このパタ ンーでは、老親の居
住形態を明示していないので、2 のパタ ンーと一体どこが違う
のか、はっきりしない。
c2
．「老人独居、由子女供銭糧」両親が別に居を構え、生活費・食
糧は子女に頼る。豊都県にもよく見かけられるものだが、両親
に労働能力の衰えぬうちは、事実、子供世代の実質的な援助が
望めないと言ってもよい。　／と。2のいずれにしても、子供世代
と同居するより、このほうが余程気楽なのは確かである。
3 ．両親が子女の1人の家に同居し、他の子女も一定の生活費か
食糧を親に援助する。これもよくある話である。均分相続が大
原則だから、いくら両親の老後の面倒をみても、他の兄弟と比
べると、その分だけ余分に父母の財産を相続できるわけでもな
い。ならば、老親扶養による負担は特定の1人の息子夫婦にか
かり、他の兄弟からも相応の援助をもらわないと、年よりの2
大を引き取りたがらないという状況であろう。
ダの如く、両親が複数の子女の家を順繰りに同居するという形
の養老は、やはりそれほど多くはなさそうだ。南江県での調査
のように、Iイ列もない地域もある。複数の息子たちにとって、
「平等」に父母の世話をしたつもりであろうが、年寄りにしては、
きわめて不安定な生活を強いられて、望ましいものとは言いが
たい。
そのほか、「専業戸」個人経営の農家、たとえば「菜農」野菜栽
培を専門に営む農家、ニワトリ・アヒルの飼育を専門にするよ
うな農家は、その生産規模の必要から、普通の農家より、親子・
兄弟同士をはじめ、家族の連帯感が強くなるのはむしろ当然で
ノ^
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-あろう。したがって、家族構成・老親扶養の面にもその違いが
ある程度現われてくると思われて、取り立てて別に示した所以
だと考える。
四川省各地農村での調査によると、分家の主な原因は以下の
通りである。
①「子女成人応自立門戸」子女が成人すれば、別に居を構える
べきだ。
②「兄弟大了応各過各」男兄弟が大きくなれば、それぞれの生
活かあるべきだ。
③「袖 婬 」兄弟の妻の不和。
④ 嫁姑の不和。
⑥ 養老による意見の不一致。
⑥ 経済的な問題によるいさかい。
⑦ その他4。
さて、四川省農村の老親扶養をふまえて、調査地の老親扶養
の実情を検討することにしよう。老親扶養の形態を、まず両親
ともに健在の場合と片親の場合とに大別し、さらに細かく分類
すれば、少なくとも以下の11種類があげられる。
（1）両親がともに健在の場合
① 両親が未婚の子供を引き連れて、すでに嫁をもらった息子
とは別に世帯を構える。
調査地の居住形態をみると、これは一般的なものである。先
に結婚した兄と兄嫁にとって、未婚の兄弟を結婚させるのは父
母の責任であって、自分たちは年少の兄弟の面倒をみるという
負担は背負いたくないという気持ちであろう。実際、結婚後ま
もなく夫の両親と分家してしまったヶ-スには、夫に未婚の兄
弟がいることはほとんどではないだろうか。未婚の子供と暮ら
す両親は、高齢者も一部いるだろうが、まだ現役で農業を営む
力のある場合が多い。やがてすべての子供をかたづければ、の
のようになるか、あるいは子供世代との同居が考えられよう。
②両親だけで暮らし、息子だちから何の援助も受けずに、老夫
婦2人で自給自足な生活を送る。
この場合は、成人した子供がすべて所帯持ちとなり、親としての役目を果たした両親の自活をいう。子供を結婚させ、高齢
者となり、やがて農業をやるための労働能力を失うまでの短い
期間になるかと思われる。つまり、もっと年を取ると、子供世
代と同居するか、あるいは世帯構成の上で独立しているものの、
生活は次の③の如く、何らかの形で子供世代の援助を受けるこ
ｆ
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とになろうことが想像できよう。このパタ ンーは、あくまで両
親が元気で農業をやれる間に続けられるものであり、片方が亡
くなると、（2）の②の如く、息子夫婦との同居に転じる可能性
が大きくなる。
③「種田分管」。
世帯構成の上では両親だけで暮らすが
・-　 ミ　 〃　　- ●畑 に つ い て は
、
息 子 た ち が 分 散 し て 耕 し
、
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たす。これは表1 の ／と同様である
ができないため、田畑の仕事は息子
だけしかもらえないのが普通である
その「責任田」請負田
老親扶養の義務を果
この場 合は、親 が重労働
>
て ニ
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が で き な い た め
、
田 畑 の 仕 事 は 息 子 夫 婦 に ま か せ
、
必 要 な 食 糧
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の 息 子 か ら 毎 年 食 糧 数 百 斤 （1 斤 は0.5 キ ロ ） を も ら
う ほ か
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‾　　　ｙ Ｗ　Ｗ　ノ　/　'゛ 'fV　ゝ現 金 の ほ う は わ ず か5 元 か10 元 に 止 ま っ て い る5
。 こ の す ず め の
涙 く ら い の 金 額 だ と
、 生 活 費 と い う よ り は 、 小 づ か い に も な ら
な い 。 し た が っ て 、 孝 行 な 娘 が い な け れ ば 、 継 ぎ は ぎ だ ら け の
服 を 身 に 纏 う し か な い の で あ る6
。
④両親が複数の息子たちのうち、だれかI大の家に同居し7、そ
の息子夫婦の世話になる。
これは表ＩのＪに近い形である。ただし、他の兄弟からの援
助がもらえるのともらえない場合がある。
⑤両親がたった1人の息子、あるいは末息子の家に同居する。
親にとって、息子がたった1人の場合、当然その息子と同居
するだろうと考えがちであるが、必ずしもそうはならない。1
大息子も嫁をもらい、子供ができれば、それなりの苦労がある。1949-1995
年にかけての3組の家族変動をみると、とくに1980年
代以降、分家と「合家」(-旦分家した息子夫婦が再び親と合流
する)を何度も繰り返している家が数多い8．分家した理由は嫁
姑関係・夫の未婚の兄弟の面倒をみたくないなどによるもので
あろう。一方では、核家族のため、労働力の不足・生産の分業
という現実的な問題もまた、「合家」を促す要因にもなる。なか
には、よりよく老親扶養をするためということはもちろん考え
られる。
3 組 隆 世 武 家 の 事 例 を 取 り 上 げ て み よ う
.i 皿- 父(71 歳)・母(69 歳)・-- ・～mr　- ゛-' ミ 4　!/ ・* *―  'l／χ ／ 乙 ・ノ　ゝ' ／　り｀ ノ ○　八 ＼ ・ μ゛}) ／^　り^ ＼＼ノkノμiメi /妻
・子 供2 人 と の6 人 家 族 で あ る
。
世 帯 主 隆 世 武(40 歳) は ビ リ レ 工
場 で 運 搬 の ア ル バ イ ト を し
、 妻 楊 学 蓮(32 歳) は 農 業 の ほ か 、
暇-I.
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で の 年 間 収 入 が3000-4000 元
。
野 菜 売 り は 農 繁 期 や 家 事 の た め
、
毎 日 は 行 け な い
。
年 間100 日 売 り に い く と し
、1 回 に つ き20 元 の
売 上 げ だ と す れ ば
、
年 間 を 通 し て2000 元 を 下 ら な い
。
働 き も の
の 楊 学 蓮 の 場 合 は
、 お そ ら く2000-3000 元 く ら い か と 推 測 す る9 ．1
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、
肥 料 か け ・草 取 り
・「眺 地 」耕 起 作 業 ・「 打 猪 草 」ブ タ の 餌
刈 り ・炊 事 ・食 事 の 後 片 付 け ・洗 濯 の 一 部 は 夫 の 両 親 に ま か せ て
べ　1り　
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い る 。 嫁 学 蓮 は な か な か の 働 き も の で 村 で は 評 判 が 高 い が 、 そ
の せ い で 老 夫 婦 も さ ん ざ ん 働 か さ れ て し ま う 。 ま る で 「 老 長 年 」
年 よ り 小 作 み た い で か わ い そ う だ と い う 声 も 上 が っ て い る 。 こ
の 家 で は 、 老 夫 婦
、 と り わ け 姑 が い な け れ ば 、 嫁 学 蓮 が そ れ ほ
ど 頻 繁 に 野 菜 売 り に 行 け る は ず が な
い と い う 。
野 菜 売 り の と き の 隆 家 の1 日 を
み て み よ う
。 冬 と 夏 と で は 多
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゛Vc｀ こ／少 時 間 の ず れ が あ る が 、 早 朝5 時 前
、 姑 が 起 き 出 し て 、 朝 食 の
用 意 を は じ め る
。 嫁 は6 時 に 、 そ し て 息 子 隆 世 武 は6:30 に 起 き
る 。 朝 食 後 、7:00 頃 か ら 嫁 が 野 菜 を か
つ い で 町 へ い き 、 午 後14:00
ま で に は 帰 っ て こ な い
。 8:00 頃 、 息 子 隆 世 武 が ビ ルー 工 場 へ
向 か い 、13:00 に 一 旦 昼 食 に 戻 り
、14:00 か ら 夕 方17:00-18:00
ま で ま た ビ リ レエ 場 で 働 く
。 朝 食 の あ と 、 姑 が 食 事 の 後 片 付 け
を す ま せ 、 ブ タ に 餌 を や る 。 家 事 が 一 段 落 し た ら
、 天 気 が 良 け
れ ば 野 良 仕 事 に 出 て
、11:00 ま で に 昼 食 の 用 意 に 戻 っ て く る
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昼 食 後
、
姑 は 食 事 の 後 片 付 け を し
、
ブ タ に も う
一 度 餌 をJr
、
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そ の あ と
、
ま た 野 良 仕 事 か ブ タ
の 餌 刈 りp=f
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。ミ、－ ｗ●＝ 世武の父は農-‥ 。-。。 、Ｚ- -、町 ／・J   ノO    ＼ニil^^ノ入V ふ辰具 の 修 理 や 野 良 仕 事 な ど に つ ね に 忙 殺 さ れ 、 同 じ 世 代 の 人 だ ち
と 時 お り「擢 龍 門 陣 」雑 談 を か わ し た り し
て い る と 、 あ と で 決 ま
っ て 息 子 夫 婦 に 小 言 を 食 ら う 。 午 後 帰 っ て き た 嫁 は1 人 で 遅 い
昼 食 を 済 ま せ る と 、 野 菜 畑 に 精 を 出 す
。 そ し て 、 夕 飯 の 支 度 も
後 片 付 け も 姑 の 仕 事 で あ り
、 嫁 も 時 々 手 伝 う こ と が あ る 。 夜 は
テ レ ビ を み な け れ ば 、 両 親 は21:00 頃( 夏 場 は22:00 に 寝 て 、4:0O
に 起 き る) に 就 寝 す る
。 年 よ り 夫 婦 に と っ て 、 働 き と お し の1
日 で あ る こ と が 明 ら か で あ る
。 一 方 、 工 場 で 力 仕 事 を し て い る
息 子 は 暇 を み て 、 農 業 を 手 伝 う 程 度
で 、 時 間 の か か る 細 か い 作
業 は 、 ほ と ん ど 老 親 が こ な し て
い る 。 両 親 、 と く に 母 親 の 存 在
は ど れ だ け 名 実 と も に 大 き い も の か
、 お そ ら く 母 が あ の 世 へ 旅
立 つ ま で は 、 息 子 夫 婦 に と
っ て 切 実 な 問 題 と し て 感 じ な い の で
あ ろ う 。 あ る い は 感 じ て い る に も か か
わ ら ず 、 と に か く 親 が 元
気 で 働 け る う ち 、 最 大 限 に 利 用 し よ
う と し て い る の だ ろ う か 。
野菜を定期的に売るには、若い世代の労働だけでは無理だということは、いうまでもなく誰にもよく分かっている。3組における年より夫婦のうち、隆世武の父母ほど働く者は誰1人いない。
つまり、嫁の野菜売りで得た収入のかげには、こうした
「縁の下の力持ち」である両親の働きに負うところ
が大きい。というのは、同じ集落における両親と同居しない嫁にとって、野菜売りにいけば食事の支度ができなくなったり、ブタにも餌をやれなかったりで、野良仕事がおろそかになりがちなので、到
底無理な話である。しかし、若い世代の収入は金に換算しやすいが、年より夫婦の地味な働きぶりは金にはならない。だが、老
いは確実に迫りつつあることは日増しに感じるようになる。ちょっとしたことで父への不満をこぼしたあげく、「あんたが
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楽をしたかったら、分かれさせてやるよ。裏に空き部屋がある
だろう。そこに住んだらどうだ。」とそこまで暴言を吐く息子
である。隆家の2階建ての家を新築した時も、その両親が汗水
流して手伝っていたのである。日ごろから年老いた両親の献身
的な働きぶりに対して、一体どう勘定すればよいのであろうか。
隆世武は両親にとって、5人息子のうち、生き残った唯一の
大事な息子であり、嫁楊学蓮は姑とは6親等の親族関係にある。
分家にはならないとわたしは考えるが、しかし、息子隆世武の
親に対する態度から、現在の四川東部農村における老親扶養の
厳しい現実を垣間見たような気がした。
⑥ 両親と未婚の子供が娘夫婦（妻方居住婚の場合）とともに
生活する。
1980年代後半になると、調査地の一部の集落に妻方居住婚が
急激に増えはじめた。しかも、息子が2、3人いても、2人の娘
がそれでも妻方居住婚をとったという事例もある。明らかにこ
のような現象は、養老のための手段という従来の観念とはかけ
離れたものである1 0。それでも、ごく一部だが、妻方居住婚でやってきた婿が、妻の両親と未婚の兄弟と同居する事例もある。
一方、妻方居住婚の婿が岳父母と折合いが悪く、喧嘩すること
もよく耳にする。従来、この養老パタ ンーはあくまで息子をも
たない老親の場合に限られていた。
調査地において、5人娘を生んだある夫婦は、上の3人を嫁が
せた（そのうち2人は同じ集落出身者と結婚）あと、4女と5女の
どちらかをそばにおいて、婿を取らせてあげようと考えた。と
ころが、肝心な2人は父母のそばより、もっと条件の良い嫁ぎ
先へ、または気の合った若者と一緒になるのを望んだ。結局、5
人の娘はすべて嫁にいき、残されたのは老夫婦のみとなった。
この夫婦の老後はいずれ、おそらく同じ集落に嫁いだ上の2人
の娘と娘婿が面倒をみることになろう。
⑦「輪流管飯」輪番制。
これは華北の農村にも従来からよく見られる慣習である。つまり、年老いた両親が複数の息子たちの家を順繰りにまわり、
息子夫婦が食事などの世話をしてくれる。どれくらいの間隔で1
軒ずつ回ってゆくのかは一定しておらず、2、3日おきもあれ
ば、4、5日おきで別の息子の家を回るというヶ-スもあるそう
だ‥。このような養老形態は四川農村でも珍しくなく、「輪叙
頭」食事の輪番制、「喫転々飯」回転飯を食うと表現され、表の
ダにあたる。ただし、わたしが調査地の限られた範囲内での聞
き書きによると、このパタ ンーについては聞いていない。
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⑧「包干」請負。両親が2人の息子の家に別々に同居する。
このパタ ンーは、はじめわたしの目には非常に奇異に映り、とても常識では理解できぬ行為であった。いくら息子たちの家が隣合わせにあっても、年取った父母を別々の家に引取り、寝食までばらばらにさせるなど、非情なやリ方ではないかとも考えた。だが、この養老形態に関して、戦前の華北農村で調査し
た内田智雄氏も報告している。中国に限らず、竹田亘氏の研究では、隠居分家の盛んな西南日本にもあり、しかもどうも隠居分家の慣行と関連するらしいとのことである
Ｈ。
しかしながら、このような養老形態は中国農村において決して多くはないが、どこの村にも1例ぐらいは見い出されるものとされる。調査地5組張大京夫婦の場合はまさにその好例である。ほかに人和郷蒲池村(調査村3組隆世武の妻楊学蓮の姉の夫再 の両
親)にも1例あった。
一般に、兄弟の仲が比較的良い者に老親扶養の「包干」請負制をとることになりやすいとも言われている。ただ、このパターンは全体的にみて少ないので、言い替えれば、老親扶養の請負を実施している兄弟の関係は一般に並みの兄弟よりも、良好な関係にあるということがまず言える。仲が良いからこそ、父母
の老後の面倒も均等にみるということになるのではないだろうか。跡継ぎの息子がちょうど2人だから、均分相続の原則によれば、家の財産はもちろん、いっそのこと、父母の「生養」生前の養いと「死葬」死後の葬儀も平等に行なおうではないかという発想からきたものと思われる。
5組張大京の事例について聞き書きできなかったので、省略し
ておき、人和郷蒲池村 再 家 の例をみてみよう
。 兵 家 には、姉(同じ集落に嫁い だ)と弟の3人兄弟である。 70歳代の両親は2
人 の息子の家 に別々に同居してい た。当然のこと だが、父は長男、母は次男の家 。つまり、一般に長男よ
り次男の子供が小さ
いので、同居 するついでに、母親にその孫の面倒
も見ても らう
という考えであろう。こうして長男と次男の家 に別々に暮らす父
母に対して、それぞれの生活費( たとえば、理髪代とか)・雁、宙|曲|上　r ff ■万r-t-f ・に: 、ご'ごここ大にJ
・。・M  U   C、 て4 しで れ の王浩 費( たと えば ) 医
療費も、原則 的 に父 なら長男 が、母な ら
次男 が負 担 すること に
なっている。 い ざ世 を去 れば、や はり同じ
よう に父 なら長男 が
喪主、母な ら次男 が喪主と して、葬 式
の一切 がっ さい を取 り仕
切る ことと され る。 しかし、 だか ら
といって 、 たとえば母が病
気 になれば、 次男 にすべて まか せ
て、長男 が 少しも 金 を出さな
いという こと で はない 。 ただし、そ れ
ぞ れ責 任 をも って父 か母
の老後 をみるとい う趣 旨で あろ う
。
他方、年取 っ た両親 にと って 、分か れて 暮ら さねばならぬこ
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とは辛いが、隣近所だから、別にたいして苦になるほどのこと
ではないらしい。長男も次男も子供の教育費やらで大変だし、
どちらか1人の家に同居し、まとめて面倒をみてもらうには、
現実的には息子たちにとって負担が重すぎる。そう考えると、
父母はこのような2人の息子による請負養老に対して、反対は
しないわけである。ただし、このような養老形態に対する村人
一般の評判があまり良くないことは確かである。
(2)片親の場合
① 片親が息子だちから多少の援助を受けながら、あるいはま
ったく受けずに1人で暮らす。
3組44世帯のなかで、目下単独世帯で生活しているのは2世帯
である。事例1はoU歳代の女親で、3人の子供がいる。長男夫婦
は町で教職につき、町で暮らしている。次男夫婦は遠く新彊へ
出稼ぎに行っており、娘は亡き父の仕事を継ぎ、重慶の水上輸
送会社につとめているという彼女は町に住む長男夫婦の家へ週
に1度は遊びにいき、月に100元ぐらいの援助を受けている。
もう一つの事例は50代後半の男親だが、長男と娘2人が所帯
もちになり、家を出てから、93年まで20歳前の末息子と暮らし
ていたが、その息子が急に入所することとなり、5年後には釈
放される予定というので、それまではどんなに重労働でも、自
力で生計を立てるようにしなければならない。長男が嫁を迎え
る当初、1か月ほど夫の父・未婚の兄弟との同居生活をしていた
が、やがて独立した。その後2人の妹が嫁いで、末の弟が入所
して村にいないため、1度親と竃を同じくしたものの、親に家
事を何も手伝ってもらえなくて、まもなく元通りになった。
親は電気釜を購入し、1人分の食事を毎日自分でこしらえ、1
回炊いて1日三食分のごはんを毎日作らなければならない。経
済的には隣の長男夫婦と子供の3人家族と一体になったほうが
楽だが、1人で暮らしているほうがだれに気兼ねすることなく、
好きな時間に好きなことができるという気楽さが味わえること
は確かである。この男親は3組の青・壮年男性と同じように、ま
だ現役でビリレエ場での運搬作業を続けており、あと3年もすれ
ば、末息子が釈放される。そして、嫁を迎えさせるまでは、お
そらくこのまま単独世帯を続けてゆくと推測できる。
といっても、普段は長男夫婦と別竃だが、「過年」旧正月・「端
午節」・「中秋節」中秋の名月を迎えるこの3大行事のおり、ある
いは親族が訪ねてくるような時には、長男夫婦・孫とともに食
卓を囲んで久しぶりの「天倫之楽」一家団槃を楽しむことはよく
ある。親族が遊びにくるような場合、当然長男の嫁が料理番で
あり、長男の家で招待する。その際、親も呼ばれる。とくに親
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族が来ないようなときは、ときおり、親が豚肉を料理したもの
を孫・長男夫婦を振る舞ったりすることもよくある。長男の嫁
も呼ばれると、家にある料理や野菜などを持ち込み、一緒に食
べる。しかし、分家した以上、原則的には別竃・別財である。
そして、親と同じ屋根の下で別々に生計を立てる場合もあれば、
隣あわせに住む場合もあり、さらに息子夫婦が家を新築する場
合もありうる。
② 片親が息子夫婦と同居する。
両親のうち、どちらかが先に世を去ると、残された片親を放
って置けず、息子夫婦と同居するようになるのが普通である。
もしも、子供たちがまだ成人しないうちに、両親のうちのどち
らかが亡くなり、片親(父・母をとわず)の手一つで育てられた
場合は、なおさらその親の面倒を見る義務が強く感じられよう。
実際、調査地3組44世帯の家族構成を分析してみると、その他
の親族世帯がわずか6例に止まっている(1994年9月末時点まで)。
しかも、2例を除き、4例までは息子夫婦・子供と片親からなる
世帯である。事例1-4の系譜図を参照。
事例1(隆仲良家)
△
I 83歳
▲＝○
27歳I 25歳
△
4歳
事例3(李培民家)
○
1 81歳
▲
に3 歳
△
13歳
事例2(陳永発家)
?
????
）?
?
?
?
?
○
26歳
事例4(傅小平家/▼は村の在住者ではない
○?
?
?
?
32歳
こと を示 す）
91歳
?
?
??
?○
▼
31歳10
歳
以上あげた4事例では、事例4のほか、いずれも高齢の男親か
女親との同居である。配偶者に先に立たれて、息子以外に頼れ
る 者 も そ ば に い な い こ う し た 高 齢 者 に
一 一
同居が一番と思われる
した高齢者 には、やはり息子夫婦との
ただし、事例4は事情が少し複雑だ。■..-^ /I―I 'ご　.. .n    ～/i. μ・"t丿"I   - ay  O　/ 二/ 二 ＼ノ|ゝ 　- こまー゛  I／J ・万rcN ^3=∇^Ir-JI ／v .y　*^T りt4ヽ(こ|/乙o世
帯 主 傅 小 平 の 父 親 は 当 初 は 妻 方 居 住 婚
で こ の 村 に や っ て き た
婿 で あ
っ た ． だ が 、1980 年 代 後 半 に な る と
、
長 男 夫 婦 を お い て
夫 婦 が 未 婚 の 子 供 た ち を 連 れ
て
、
町( 豊 都 県 城) へ 移 住 し て い
っ
た
． の
ち に 傅 小 平 の 高 齢 の 祖 母 が 息 子( 傅 小 平 の 父) と 同 居 す る
■)
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ようになったものの、80歳代のうち、家事の手伝いなどの軽い
労働をまだこなしていた。ところが、年を重ねるにつれて、老
齢の身にしては、次第に家事も辛くなった。息子が母の面倒を
みるどころか、何かにつけ、高齢の母親をどなりつけたり、ひ
いては手を出したりするようになった。ちょうどその頃、小平
の子がそろそろ幼稚園に上がる年頃だった。農村戸籍の小平夫
婦にとって、1人っ子をどうしても町の良い幼稚園に入れさせ
てもらいたかった。そのためには、やはり町に家をもつ父の協
力が必要だ。そこで、父と「交渉」した結果、孫(小平の父にと
って)の面倒は見ても良いが、そのかおり、祖母(小平にとって)
を引き取ってくれという交換条件で、話がまとまったという。
こうして、本来ならば、経済力も住宅の余裕もあるし、自分
の母の面倒は自分でみなければならぬのに、1世代飛ばして孫
が祖母の老後をみるということになったのである。これは法律的にはちょっと考えにくいものである1
 3 
．傅小平の父のこのよ
うなやリ方に対して、村人たちは「あんな親不孝な息子をもつ
おばあちゃんはかわいそうだ。けしからん。けど、孫の面倒は
見てもらっているから、ま、しょうがないな。」
一方、小平の父にとって、自分たち夫婦も60歳代に突入
この年で90歳近くの母の世話を焼くのは大変なことかもし
い。どうせ面倒をみるなら、年よりの母より可愛いい孫を
に置いておきたい気持ちである。また、小平夫婦にしては
子の将来を考えると、息子を父の家に預けさせてもらい、
から町の子だちと同じように幼稚園・小学校・中学校へと通
けるしか良い道がない。そのためならば、年よりのおばあ
んの面倒をみるくらい、辛抱のできぬことではあるまい。
せ余命は長くはないだろうし。こうして、祖母が小平た
婦と同居生活に入ってから、すでに何年もたっている。
菜売りに町へ行く孫嫁の帰りを待ち兼ねて、杖をついて
の村道まで出て、
通りすがりの者に
?
?
?
「お腹すいたよ。まだ帰ってこないんだ。
こぼす。村人からみると、息子夫婦がい
に、孫夫婦が祖母の面倒をみるというのは、やはり通常で
く
おばあさんは不欄でならないように考えられている。
③ 片親が娘夫婦と同居する。
父 母 の 一 方 が 死 亡 し 、 他 方 が 息 子 夫 婦 で は な く 、
居 す る と い う 事 例 は 、3 組 で は 見 当 ら な い
。 だ が 、
●。〃-　　　　　　　　　　　　　　　　・例あっ た
|／り にノ　之' に ○者
を 示 す)
。?
?
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譚其林家である。下記の図を参照(●は
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
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娘夫婦と 同
隣 の5組 に1
亡くなっ た
譚其林家では、2年前では妻の母も同居する8
陳85歳 人家族であった。譚は妻 迪 とは村内婚であり、
しかも同じ集落(5組)の出身者である。妻には兄
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譚　ran　　　　と妹がいる。妻の妹は人和郷白岩村へ嫁ぎ、5組57
歳
ト 溺
回　 に兄の家族も住んでいる。兄が同じ集落に
いる
△＝○○　 のに、なぜめ の母が娘の家族と同居したのだろ
■ 楊　　 うか。その兄は小さい頃異姓からもらった子で、
△○　　 どうも親としっくりいかないというのが主な理
由だという。兄夫婦には3人息子がいて、上の息子2人はすで に
嫁を迎え たが、息子夫婦とも ぎくしゃくして、つねに喧嘩が絶
えないよう だ。そんな状況下では、高齢の母にとっては、住 み
心地が決して良いはずがない。一方、同じ集落娘の嫁ぎ先では、
その他の親族世帯の大家族ではあるが、家族が穏やかで嫁姑・
嫁と小姑との間は些細なことでもめたりもしない。傍からみる.
f.ff　－a　・　-　―・ 　－　　－ 　　　　　‾　‾ －　　　　－　　－　　　W　●/- 'ミ　　ノ　丿　Ｗと 、 家 族 同 士 が 仲 が 良 く 、 「 模 範 的 な 家 庭 」と も 言 え る 。 こ の ケ
ース の 老 親 扶 養 は 、 母 が 息 子 で は な く 、 娘 夫 婦 と の 同 居 を 選 ん
．　．- ．一　　　　　
●　-●m　w fw ・ wん だ の は 実 子 と い う こ と も あ ろ う が
、 や は り 子 女 の 個 人 的 性 格
に よ る 折 合 が 大 き な 要 因 で は な い か と 思 わ れ る
．
以上調査地の老親扶養について簡単に触れてみた。分家と老
親扶養との関連について、もう少し掘り下げて研究する必要が
ある。ここで今後の問題点を幾つかあげてみたい。
(1)事例研究を通して、分家までたどりつくそれぞれの過程と
その理由を、農村経済発達の各時期と関連させて検討すること。
理由は以上のほか、もっといろいろとあるはずである。たとえ
ば、調査地で聞いた限りでは、ごほんの炊き方、就寝時間のず
れのような些細なことでも、分家を決心させる要因の1つとし
て考えられよう。
(2)「玄 児養 老 」末 子養 老 の 問 題 。 第2 章 第3 節 で 隆 姓 の移 住 史 を
追 っ た。 族 譜 に よる と 、 隆 姓 が 豊 都 県 に定 着 し て か ら、 つ ね に2
、3 世代 ご と に県 内 で 再 移 住 を繰 り返 し、 そ の宗 族 の分 節 と し
、-　-　_●a・　㎜　　　　　＝て、現在豊都県内の10数か村に分布して為り 隆姓のそれぞれの
分節の始遷祖にどうも末息子が多い。末子養老といわれるこの
地域の従来の養老形態をどう考えるべきか、今後は隆姓その他
の移住史を通じて、さらなる確認作業を要するであろう。
(3)息子による老親扶養と娘による老親扶養について、ポスト
生産責任制の導入によって、人々の意識はどのように変わって
きたのか。村内婚はじめ、通婚圏との関連も考慮に入れるべき
ではないだろうか。
「没有不孝的女児、少有孝敬的拾婦児」親(生みの親に対して)
不孝な娘がいないが、親(夫の親に対して)孝行な嫁が少ないと
いう認識は、誰でも持っている。調査地の年寄りたちは、老親
扶養の側面において、娘夫婦に頼る点が大きい。折合の悪い息
子夫婦と思い切り分家しても、それほど心細さを感じさせない
，｀?
’｀ ●
- ゛S' ‾ ‾
のは、やはり近く(村内・近隣村)に嫁いだ娘がいて、娘夫婦の
助けが頼りになるからにほかならない。
注
(1)内田智雄:415.1956.
(2)同上:48-72.
(3)同上:276-278.
(4)四川省社会科学院社会学研究所:67-71.1986.
(5)町の小学校へ通う子供1人の昼食代は、最低でも1元はかか
り、大人が安いものをたらふく食べるのに2.5元くらいはどう
しても必要だ。ちなみに米は1斤につき、1.20元である。
(6)調査地での観察によれば、両親に娘または女性の親族がい
れば、「叫 生」父母の誕生日祝いのおり、服の生地・靴・靴下な
どのプレゼントをもらうことがある。したがって、一般によほ
ど必要でなければ、息子夫婦には服などを新調してもらえない。
わたしの下宿先もそうだ。おばあさんが着る服・履く綿靴など
の多くは「舅嬢」兄弟の妻からもらったものという。娘のいない
父母にとって、跡継ぎの息子も大事だが、娘の1人くらいいな
いと寂しいのはうなずける。
(7)本稿でいう分家とは、あくまで別財・別竃を基準とする。名
目上分家した親子でも、事実同じ家に居住したままの場合も少
なくはない。もちろん、親夫婦と子夫婦の住む部屋が違う。だ
が、孫を可愛がって一緒に寝たりすることもありうるし、住居
の面ではそれほど厳格に境界線を画することができるかどうか
が1つの疑問である。一般に、それまで同居していた親子夫婦
の場合、もしその親が息子夫婦のために新たな竃を作ろうとす
れば、もうそろそろ息子夫婦と別竃で暮らすことを意味するに
違いない。
従来の慣習によると、息子夫婦の分家に際して、新たな竃を
用意するほか、なべ・茶碗・箸などの炊事道具一式・農具・食糧な
どを息子夫婦に分け与えることが親のつとめとされるからであ
る。もっとも、息子夫婦の都合で言い出された分家の場合なら、
事情が少し異なってくるかもしれない。いずれにしても、分家
のおり、まず竃を別にすることは前提条件である。ちなみに、5
人の息子をもつある農家の「竃房屋」勝手には、4つの竃が所狭
しと並べられているのを、わたしは目にしたことがある。4男
と5男はまだ未婚で、親と同居していた。もしも新築を建てず
に、この2人の息子も結婚して分家を求めるならば、その勝手
7
’－
- ・‾
には新たに竃2つが入らねばならぬということにもなりかねな
し‰
(8)第6節 世帯構成の変遷(1949-1995 年)1. 世帯構成の現状と
変化を参照。
(9)蕭紅燕:16-20 1995.
(10)妻方居住婚について、第4章 婚姻と婚姻観の変容 ス詣節
婚姻パタ ンーの変化4. 「男到女方」妻方居住婚を参照。
田) 同上:270-274.
(12)竹田亘1969 ．
(13)1980年9月に採択された中国の新たな『婚姻法』第22条に
よると、「負担能力を有する祖父母・外祖父母は、父母が死亡し
た未成年の孫・外孫に対して扶養の義務を負う。負恚L能方を有
の直系 親族であり、そ の親密さのほどは父母一次女に
=-　=　=　　　　　　　　　　　　　　　”　
－　W　　‾/W〃 ニ｀次 ぐ も の で あ る 。 だ が 、 一 般 的 に 言 っ て 、 父 母 は 子 女 が 扶 養 し 、
子 女 は 父 母 が 扶 養 す る も の と さ れ
、
祖 父 母 と 孫 の 間 に 権 利 ・義
務 関 係 は 生 じ な い の で あ る
。
祖父母と孫の間に扶養が発生する条件について、1984年、最
高人民法院によってさらに以下の解釈をつけ加えられた。第1
に、負担能力を有する祖父母・外祖父母は、父母の一方が死亡
し、他方が確かに負担能力をもたないか、あるいは父母双方が
いずれも扶養能力を喪失した未成年の孫・外孫に対して、扶養
義務を負うべきである。第2に、負担能力左有する孫'外孫は、
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